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ｾｦ ア定 ＿Ｑ￞ Ｑ ι 紗ィ Ｇ，ｾ

i f  ｰｾ イ ＨＲｦ

i l マ4PJ 亀タイル

規申告寸法 304. 8私 X 3tは. 8弘 f!l.サ 3. 2弘

価姶 3. 3平方米 2，300円 4，8C叫1] ，M ｛，ｾ＠

三 ｊｉｩ のｾＪＧｉＧ ｴ 床タイルは何れも製法の

専売午、NNl l で、 u 本の多 ｩｾ 多 ｉＺｴｾ の気

イ| 失でも( 長れた性能をもっ、自nオミ llI1l の

追随を汁さない製品です。

- 除外 lーは使III H'o ＾ｉｾません

- 作製品 f祉 の カ タ ロ グ 礼 本

t主体I報 ;S311F を御ω'SJ ドドさ L、

@ 特 徴

地工後故| りが少い・工期jが早い

価格が千ごろである・下人J洲本が簡単

色彩がt ' J 由に選沢m米る・ノkl Wちする

田島応用化工株式会結

米 中 、 都 足 立 区 小 台 田r 6  3  3  

朱京都千代田区神 Hl 岩本田J 1  3  

大阪市西区京町堀上通 1 - 1  4  

使 間 管 理 人 主 別
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a_t; 紛の新葱投

美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ ッ ク 床 材

日 東 紡 績

東 京 本 社 東京都中央区八' T ( 洲 6 - 1 屯 (281) 0 2  1  1  

名古屋営業所 名古尾市中区御幸本町通リ 9 - 8 ｾｬ￨＠ (23) 0945 ・4414

株 式 会 社

大 阪 支 唐 大 阪 市 東 区 日 開 陥 5 ー 1 m (202) 1  3  0  1  

福 岡 出 張 所 瓶、悶 市 防 口 町 1 5 ー 1 ile (74) 8  9  9  2  

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材
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ピ= ヲード塑明

各 種 製 品 リノリユーム・リノタイル ・N タイル・スポンジシー ト

美しい床材をつく って40年
東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 ・大阪司苛有区}I IrU変町通り 4 T目 ( 三和ビ‘ J レ) T EL  271 - 5051  ((-¥':) 

東 京 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 ( 三和ヒ、ノレ) T EL 561- 1701. 2564 



Z

E

-

-
m
 

ハM

V

防

火

・

断

熱

・

遮

音

・
・
・

三

拍

子

揃

っ

た

盤

、

天

井

材

!

5 0 0型
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電話大阪 Ｈ ＴＵＱ Ｉ ＱＹＷＵ Ｈ 代 Ｉ ｾＸ

電 話 東 京 (281) ＷＷＸＷｾＸ＠
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. あ な た の 忠 実 な …

ド ア ー ボ ー イ /

米銭録音箆隼に輝〈米

日・米・ｾ・独，各国特許

E蕗 直 路 島 - 噌 輔 聯 鍾 臨... ・m・回議臨綴諮磁磁調蹴滋援祭事長伝就縛鞠措置E

畠 吻 由 宇

__7・事Z 噌 q

四鴨胡加盟出" ' " ー嶋田醐四時磯怒主主: 慾域協制秘書

8 本 金 異 製 作 所

融 通 元 ヂ' ( /( 'ヲ工業稼武曾詰

E 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン ゲ ス プ リ ングン- ¥" .y タ ー

ｊｊ えかい断まざ ｉｾＧ をく ｬ わた…

. ス プ リ ン グ シ ャ ッ タ - ・ A!: iu: ス プ リングシヤ J ター

・ 自 動 シ ヤ y タ - ・ 子[ 助活 動 スチーノレシャッター

裂 状 儀 費

故 障 絶 無

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

詳細カタロ グ呈上

本社 ・工場 人阪市西 ＧｾＢｉｉｚ 削 ＱＴ ノ Ｚロ ｔｅｌ ＨＮｬ ＭＲＸ Ｑ Ｒ 、 ＳＮＳ ＱＱ ＶＮ ＨＩＮｉ ＱＱ

班 点 主 広 東京 m人田区新井市 5 ノ 5 4  7  T  E  L  (771) ー 1171

4 古度五仏 名 古 尽 巾 中 区 下 日 置 町2 T r17吊 l自T E L ⑫s .q剖 632'1

出 張 所 自 主 阜 、 京 r . 1. 神 r'. I品 爪 . ; 1'. 縮 問

その ｦ 世出 Ｔ 時間 Ｑ｜ 約 ｾＮｉｊ 士図工 ｌｾ ｉ￭ｾ， ｨ にゐり



日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社

社 .大ー阪市大淀区実神様箇六丁 目五 ( 天六阪急ピル) 電箆 大 阪(351) 代表1476(直通) 707I ( 交換)

完 全な 防 水 に . .  .  

ｉＭＭ ￟ｬｩｬｯ 圃 ｉｾｂａ
. 永久に老化しない

. 伸びる (伸長率 500%)

・- 30. C  ｾＫ ＷＰ Ｎ＠ ｃ の ｾｦ ｪ ｌｩＮ 出 ｬ で火全に 似川 し 刊 る

・ 円安、アルカリに泊代 、

ドイツと J主制:ijlWt により国 rrl ヒゴじl必

要ｾ造 元 タキロン化学株式会社

@  

Bm綜合防水株式会社

取締 役社長 山 崎 慎 二

本 祉 東京冊子代図区神図1貧楽町 1 町 9 (大平官ピル 2 陪)

;It 飴 ( 291)1604 .  4初 2 . 6922

大阪宮ｾ所大阪 市 東区道修町 Ｑ ＭＴ (松井ピル}

司t &1 ( 202) 688 4  

工事々暗所 車 京 都 板 14 区被惜町 6 町 持 団 屯儲 ( 弼 1)90回

地 盤 の注 入 に ・

特許 ＢＮＱＱ ・世 ＧＹｴ ｬＺｾＡ



驚異的恒三価格

性能も乗心地もトップレベル

中 高 層 建 築 に最も理想的な

規格型乗客用昇降機

E " 7 " 1ぺ- 9

定 貝 6 人 用 ・ 8 人 m

運 転 条 件 交 流 可 変 速 度 45 m/  mi n  

検 作 方 式 セ レ クチ プ 、 コ レ ク チ ブ

( 運 転 手 な し 粂 合 全 自 動 式 )

佼L l ( 表示 フラ y シ ュ ラ イ ト式

Jjf， 来 場 、 カ ゴ 共 1 枚 片 引 自 動 脈

( 七 フティ- . ; I . . . "/ ヂイt)

来 場 寸 法 760市 X 2050鳴

層圏ク 7 リフト P - 6 の 俄 情 、 制 御方 式 等 に 凶 JYI

的 な J主計を J京り み 11 ｾ節目 一 新しました Ｎ

此 的 機 会に日乎悦:を パ プ リ ベ ー タ と 改 め ま し た .

③ 日 本 エ レ ベ ー タ 協 会 々 貝

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てに画期的な

特 許

ｾマ ｱＷ ＱＭ
J  3 0  

23aこ7 -

宜 盆 ・型 事1苫 向

IJ I" I1. tlI 1 0 0 V / 2 0 Q V X H P  

1病 .w. 1，1  2  5  kg 11.ムラi i 1!: J(l 2 0 m  

ゥ ー，鋼 、J 打 吋 5 0 0 >< 5 0 0 x 6 0 Q" ¥"

押 担 式 会 自 動 置 転 各 階よ 下 引 骨 肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

全 慣 摘 が 蛍 付 の た 的 通 路 工 事 問 晶

M - 5 0  

宜 量 肺 開 向

九 日Ａ 究ｾ ｉＡ ｦＮ 2 0 0  v ).-ぎH P  

問 柑 F n 50k g 帽 分 岨 111: 3 0 m 

カ ョ ｓ 網ｾ イ了失h 600  x  6 0 0x  7 5 0吋 "

押 釦 式 全 自 動 量 転 ー書 階 上 下 引 骨

層 付 出 入 ロ 三 方 向 自 由

M - l 0 0  

料 理J苫ー ホ テ ル ー 牢 棺 棺 宜 商 眉

ーコニ刻・同3

川 究 目1. ( 200 V l t-l P  

1ft ｾ Ｆ＠ :;t l OOk J( 1，j_ ラr;蛍J l t 3 0 m

" ゴ畑 出 品 物 750 弐 7 5 0 '>< 900刊明

押 佃式 全 自 動 週 転 ー各 階よ 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

.. 111 史. !l f. 2 0 0 V  2 11 1'> 

ｉ ｾ 岨ＱＮ Ｑ 2  0  0  kg  11J. 叶 辿 I'l. 3  0  川

カコ ｬｩ 唱 ｾ 9 0 0 x 9 0 0 て 1 0  5  0 叫"

押 釦 式全 自 動 遭 転 ・各 階 廊 付

M - 3 0 0  

ＭＢＮ ｴｬｬ 克 ， ｾ ｬ 2  0  0  V  3  H  P  

同 組 問 3 0 0 k g  10 : 分辿 I'X 3 0 m  

カ プ摘 烈 1.  O O Ox l .  0 0 0 て 1. 2 0 0弔司

押 釦 式 全 自 動遭 転 ー香 惜 肩 付

タマ tJ' :( 工業株式委誕

大 阪 市 西 区 京 111]" Jkii 二 丁 口 三 十 番 地

i U 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381- 0822 ・ 2686 ・ 4527

東 京 支 J，l; 点 京 都 北 区 1; ，/l lf 1  - 9  T  E  L 点 点 (911) 4253・(919)3062

4う占 屋 支 Ji 1i 名 古 屋 市 中 区 東 |場 問T 7 ー 2 T E L  1"，円 尾 (24) 0  3  7  2  

3訳者11営 業 所 京 都 市中 京 区二 条 . i J . U西洞 院 西 入 T E L  京 都 ( 23) 3  5  6  0  



. 明日の日本を礎く・・・・・

H 形 鋼

- 構 造 用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鍋

E E司

・ 基 礎 杭

- 1反言5t

- 地 下 鉄

建 築

ビ. ノレ

工 場

発 電 所

学 校

そのイ也

- 隠 道

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 柱

・; 巷; 湾

・ 桟 橋

・均古舟自

・ 機 械



アスヲアルト防水は年限保鐙す3

日本アスフアルト防水ヱ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロノサl頂)

地 区 会 社 名 住 所 電 話

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三条束 4 ー 1 | ②間 似

東 北 地 区 ! 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二日 肌 ー 2 | ③7790.@ 03 

井 上 渥 青 工 業 K K 東京都中央区銀座東 2 ー13 ( 541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草田島町77 (871) 5311(841) 5729 

北 条 渥 青 工 業 K K 東京都中央区淡町 3 ー 7 (551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172 ( 361) 5947・(371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代間区神田小川町 1 - 8 側 0161- 3' 1301-- 2

関 東 地 区

涯 青 建 材 K  K  東京都中央区銀座東 3 - 11 ( 541) 6945・7834

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6 (9山 8.0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891) 1144- 6・7155- 7

マ サ J l- 涯 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 Ｈ ＸＴＱ Ｉｾ Ｕ ＰＱ Ｇ Ｈ ＸＷ Ｑ Ｉ ＲＸＵ Ｑ＠

藤 井 工 業 K  K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K 三 柏 商
dzbz h  

東京都千代田区神田岡朋町 3 ( 251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1 - 1 @7846・8476- 7

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 ー12 1:…  ⑧6860・2574・0415

日 新 工 材 K K  大阪市西区新町北通 1 - 17 ⑪3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1 - 152 ⑪2360・2030

近 畿 地 区 K  K  新 光 商 庖 大阪市南区温町通 2 - 13 ⑫7195- 7・4467

寓 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 ⑪5976- 8  

清 7)く 輿 業 K K  大阪市北区綴野町34 ⑬0251-3  

中 園 地 区 束 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市廃屋町22 ③2211・6302

工 業 K  

K  山 本 商 会 松山市立町 2 - 95 ②2717・8422

日 新 輿 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 工 業 K  K  宮崎市橋通 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 材 ネ土 門司市大里束通10丁目 ⑧1468- 9  

安 E量 工 事 K  K  福岡市大浜 1丁目新町95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 0 0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1- 18 日新工業 K K大阪営業所 ⑬ 5281- 3  



あ ら ゆ る 繊 維 の 中 で 摩 f察と

屈 Flt l に 対 し て 最 も ヲ 郎 、 繊 維

ニ チ レ ・ナ イ ロ ン イ 吏 用 で す

優 れ た 吸音 性 と 知 力 性 に も

富 ん で い ま す ・

...ヲC
Aレ

. l f I Io j r  

フリマカーペット

総発売元 日 綿 実 業 ( 株 )

ウイルトンカーペット

総発売元丸 紅 飯 田 ( 株 )

ノーフルカーペット

総発売元伊 藤 蔦 ( 株 )
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額輔輔輯轄鱒鞠融臨時

優秀の製面最新の設備( O 錦 繍 輔 離 輸 輔 瞳

瞳器部

欝輯購鞠轍鱒縦軸議離覇軍

欝輔軸輯輔轍轍輔議

融鱒鞠難融麟融嘩融輔髄

郡部将欝欝鞍皆様場醜轡欝機騒騒繊繊鵬

機韻脚臨時議戸当! i ! ふ端議議

盟鞭欝衿掛努総輯み総ゐ説謡這

麟欝塑糟隣時輪開甥轟

購輔輯輯輯瞳欝聾麟輯離輯盟

韓鱒韓轍騨蝿鋭時品重重

職欝麓欝離融機融措? 語論

麟騨鱒鞠鞠輯轍鱒韓議麗一

融轍鱒融融麟髄軸融読書

麟鱗鱒騨融鞘縄開桶暴露

購蟻鱒欝糟轄鱗輔盤調瞳建 設 大 臣 登録

( 卜) 4  0 8 2  醸鱗鞠騨鱗臨時時錨噌

機購機購髄綴鞘轡総溺滋滋扇面

韓襲覇

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動式・手動式・スプ リン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般
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暗 闇 画 面 醐 醐 摘 出 向 欄 間 輔 副 臨 醐 嗣 蜘 蜘 冊 一嶋崎福田一叫ん一 一 - 一 賢官令官 - ニニ有 明即 時 叫 同 占

??官掃瞬時噌坐箆盟盟鱒圏富

士? でl I I I I I I I I I I ! l 伊丹由時明一日一一一一内閣臨時一一点叫斗μ ふぷ F 一 一 向 E 叩一一一r ム三

SJ Of，J 恒':J 司・株式会誌

勝時嗣醐雑繍鞄機騒轡欝綿織融緩畿

本 庖 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 2 3 m 代 表 (401) 5  3  4  1  

札 幌 支 眉 札 帽 市 牢 田 町 牢 阻 5 2  2 電 ( 3 17438 ( 引 1519 日 73

岨 川 智 章 所 岨 川 市 常 盤 週 三 T 図 司t 5  0  9  1  

帯 広 肉 眼 所 帯 広 市 西 2 条 市 7 T 回 6 電 3 8 5 6 ' 3 8 5 7  

車 北 支 唐 仙 台 市 土 掴 1 1  2 電 ( 3 ) 3 2 9 6 ・ 9 6  1  8  

秋 田 智 富 所 枇 田 市 長 野 下 新 町 2 6 電 2 7 8  3  

斬 坤 営 指 所 新 地 市 帯 B 町 田 2 T 自 喧 ( 3 )  1  "  4  3  

盛 岡 世 揖 所 盛 明 前 車 問 地 ケ 田 町 l T 回 1 4  電 ( 2 )  7  "  0 . ，7  

e 平 嘗 嵩 所 平 市 古 聞 出 回了1 0 的 包 排 J t 弘司! 3  3  0  3  

l f 京 宣 眉 f貰 官 「 制 帽 惜 区 新 刊11 ｉ ｟ｾ γ 町 Ｓ 8  " 1UI:;産 ( 933) 7  1  J) 6  

斬 帽 管 轄 府 東 京 刷 新 開 区 新 日 1 T 回 6 0  m: ( 34 1) 2 4 7 8 '  9 6 .7 8  

押 田 智 嵩 附 ー班 示'申 平 代 田 区 神一国 松 住 町 1 2 山 市 ピ ル 1II. ( 25 1) 6278  ( 目 1) 3841 - 4  

品 川 哲 講 所 車 市 制 品 川 区 五 反田 1 T 日 1 2  5 屯 何 叫 ) 1  3  0  0  

情 棋 常 揮 所 構 幌 市 中 区 # 天 通 3 γ 目 4 5 電 ( 2 )  7  2  7  8  

高 崎 哲 離 府 高 崎 市 下 柏 田 町 4 2  9 官[ 2  1  6  6  

宇 都 官官 揖 所 宇 都 宮 市 旭 町 1 T 目 3 4#  2  8 電 7  7  2  2  

甲 府 営 書 冊 甲 府 市 紅 梅 町 2 1 電 宇 4 "  2  ＺＮＮ ｾ＠ 6  2  9  2  

Z 色! : ' _ .営 費L所 水 戸 市 東 原 町 " 7  1  7 町 E 電 8  6  3  5  

名 古 屋寛 唐 名 古 島 市 中 村 区 広 井 町 2 了 目 柑八 瑚!ピ ル 胃[ ( 54) 2  8  "  6  (55)  9  7  8  6  

静 岡智輯冊 静 岡市 令 官ｾ Ｍ 唯 Ｑ T 且 1 7 電 ( 3 ) 2 8 4 6 ( 2 ) 6 9 3 1，

芦 野 営 揖 所 長 野 市 事 科 町 7 3  9 電 ( 2 )  5  2  9  2  

笹 本 出 暗 所 怯 本 市 謹 町 1 4  9 電 2  4  9  7 ・"7  "  "  

凹 8 市 出 田 冊 目 g 市 市 回 y 谷 新 町 2 8  2  3 司It 2  "  4  3  

大 匝 宜 眉 尼 崎 市 丸 々 知 宇 コ エ 2 3 電 代 畳 {叫 OJ 5  3  "  1  

.* " " 間 宮 量 所 大 匝 市 同 情 野 区 三 明 町 1 T 目 2 2 ノ 3 電 (771) 8  2  1  7  

5大 臣 北 営 嵩 府 大 匝 市 大 埴 区 天 神 惜 簡 8 T 1eI 2 3 . 出 1-.> ; 2  3  0  0  

均 戸 世 富 所 神 戸 市 轟 告 区 生 田 町 3 T 固 2 3 電 ("-2J 0 1 8 9  

声 明 智 嵩 所 京都 市 中 京 区 新 町 週 間 地上 ル 中 之 町 4 2  電 ( 22)  0  9  0  0  

!金 沢 智 揮 所 金 沢 市 常 町 6  5 電 ( 3 )  3  1  3  0  

lilf 岨 世 寓 冊 高 価 市 四 書 町 8 8 ‘ 電 2  0  5  3  

事 松 世 揖 瞬 間 松 市 塩 上 町 8 0 9 電 ( 3 ) "  2  9  0  

高 知 甘 揖 府 高 知 市 旭 町 3 γ ' " 5  0 電 ( 2 )  1  5  1  6  

槽 島 哲 揖 所 憎 品 市 船 場 町 2 γ 回" ' " 2 電 ( 2 )  0  6  5  9  

広 舟 嘗 車 所 広 島 市 干 田 町 3 γ 目 8 5  6 電 ( 4 )  3  7  5  6  

九 州 宝 庫 補 岡 市 世 辺 通 5 了 目 9 2 電 ( 75) 5  1  8  1  ( 75)  6  9  0  1  

小 倉 営 指 居 小 倉 市 中 陣 口 3 γ 自 ・ 7 6 屯 { 与) 3  2  0  1  

間 本 営 車 所 開 本 市 南 千 庄 姐 町 1 6  2  1II. ( 2 )  0  8  9  3  

佐 世 揖 営揖 晴 1ι 世 惜 市 政 且 回r 3  7 町 3. 1'It 5  5  1  3  

蝿 児島 倉 薗所 属 児 品 市 -' 1 ' 野 町 1 1  9  1II. ( 2 )  6  7  6  2  

宮 崎 管 障酔 宮 崎 市 旭 過 2 町 7 1tt. 2  3  1  "  

欝鞘臨時鞠輔帯構軸融調騒

鵬騨騨轍勝戦時! I ! 輔副

説報漏溺踊轍崎磯臨穂難揺踊掛綴織

臨時間? 時婦問瞬檎場時轡機鰻議議 樋 鵬

開麟職務欄額縁購鞠輯輯瞳

欝輔鱒概瀬鞠磯懇務総繍瀦総麟織輔欝

購綴織購購融輔秘噌購曙額語

融欄醐機軸欝弱輔翻購輔欝瞳瞳

田町田町句戸時』由帰欄融面識海難翻

由時申明日制機務繊騨轡議欝輔

首l i I I i I 翠窃軍瞳事鶴岡守町四←マ担昨ヲw叩ム品倫明協品滋鑓揮盛時揖

竺笠竺liliiii でl mi I 世d 再i mm品 そで塑幅 醐 酷 焔 唱 曲 闇 醐

調輸痔槙穆

鱒醐購輔鞠輔輯鞠難車車

録惣惣酔耕地時由唱曲醐邸機感緩

型額融蝿捲輸曲論醐醐両端柵懇強盤
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株 式 会 社 水 島 商 庖

アルミl 刊しタイル

ヤハストラス

ポ- ド

ピ二'ール加工板

メラミシ加工板

大阪 ・大阪市西区北郷江上通一丁目

京都 ・京都l市中京区蛸薬Ar lr 烏丸西入

福岡 ・福 岡 市 下 対 島 小 路一二八

工場 ・京都市右京区西院総井町八

木毛セ〆 〉ト板

力ラ- ぺストス

スロー ｉｾ

ピ二床タイル

プ リン ト合板

.  
r‘  

T E L ⑬ 3514 ・8246

T E L  @  5363 ・0214

T E L ③ 2  7  0  6  

T E  L  @  1  6  9  7  

30メー力一代理広

雲表ｵＮｾ建材記
'f F L  (541)  1861-5 ・2131 ・2233 ・7060 ・7161



、

提室、議勾配屋根氏

軽快た i!5: 代建築枚

Ｘｾ ｊｩヌー ＢＰ｟ i' ｉｾ ソイド

日施 3可日ンIIr7ィi 'l

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ支 シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳｾＵ

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  Ｈ ＸＰＷ Ｉ 代表 ＰＱＶＱｾＵ

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掲上通り 3 - 3 9

T  E  L  (391) ω2 4 - 5・2045・2079



' 62 新 春 発 売

新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タナ付洗面器

陶 器 、 金 具 七 y ト

1*汲 ￥ 14，200

並級 ￥ 1Z， 700 

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 位 矧 そ ろ っ た I孟 ビ 波 板

ニューロンプレート

f止いやすい、トタン小械の普及 R，

ロ ン ガ ラ ス

用 j阜の広い、 透明 ・半透明広ピ :i lqlli

ロ ン フ ィ ッ ク ス

丈夫で汚 れない最新の笠 ・総I ! li 材

ロ ン リ ウ ム

品質随一と定評のある床ｾｦＨ ｈ

ロ ン タ イ ル

あらゆる床にマ ッチする美しい床材

L  1306  

L  1223 

ヴィナス

前 丸 洗 面 器

陶 器 、金 具 七 ッ ト

ジュピター

タ女、 ソデイサ洗面器

陶 器 、 金 具 セ ッ ト

l  長及 ￥ 15，400 

並級 ￥ 13，900 

l 級 ￥ 15，000

並 級 ￥ 13，560  

. : J ogotol<i  

東洋陶器株式公社 I

本 社 / ノj、倉 工 場 / 小 倉、茅ケ崎、滋賀

大阪営業所 / 大阪市東区高閲椅 T el (231)4518- 9 

1  4  2  4  

ロシタイルK

ロシリウムK
182cm巾 ・厚さ 2 mm、3 mm・長 尺

従来の ロンリウム ・ロンタイルの姉妹品として 、川口

ゴムの最新の設備で完成したヒ' ニル新床材で、色 調 ・

摩耗性 ・耐燃性 ・耐.tiill 性など絡段と優秀性を有 します。

ロ ンリウム K ・ロンタイノレ lくはいずれも全層同質で耐

摩耗が強化され、然もソフトな質感は公共建築 ・ビル ・

卒輔の床に ピ y タリ としfl 困他も 一層経済的にな ってい

ます。

川 口 ゴ ム ヱ 業 株 式 会 社

本 社 工絹 泉水 陣 耳 eolil>1' 回開 y 水軒 5 4 竃昔話 東京 (697) 6141 ut器}

車 生 エ a・ 埼玉県 lt l手市大宇部生 2 1 4 0 電滋草加 (081自20お鞠生 112

外 橿 聞 東京冊子代田I l 神田町曲!II f 2- 16 唯訴 東京 (291) お 掛- 9

神薗冒. 所 坂京航千代田区神出績泊町 2 一 回 世 婦 業 車 (291) 仮抽3- ‘

犬伝書・踊 ｫ 阪市南区ｾｴＡ足以町 Ｓ 3  屯 話 大阪 (271) 435!ト 9



高 の 設 備 と 技 術 が 生 ん だ

福 良 工 場 ト ン ネ ル



タントウタ4ワル
壁 に 張 リ 上 げ て 見 て 気 持 の よ い 色 合 無 暗 に 余 分 の 光 沢 を 放 た な い 表 面

何 時 ま で も ア キ が 来 な い セ ラ ミ ッ ク の 良 さ を 生 力 、 し た ダ ン 卜 ウ タ イ ル を

タントウフロ? タイル- p

床 に は 新 し い 床 材 料 夕 、 ン 卜 ウ フ ロ フ フ ー タ イ ノ レ P

モ ダ ン リ ビ ン グ の 設 計 に . オ フ ィ ス の レ イ ア ウ ト に

⑪ 淡 陶 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市西区阿波座南通 l の l 東 京 支 庖

電 話 代 表 (54) 8  5  2  3  

本社及阿万工場 兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 伊 賀 野 福 良 工 場

電 話 阿 万 1 0 ・ 1 1  0  

東京都中央区日本橋浜田T3の3

電 話 (671)7309 (661)7297 

兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 福 良

電 話 福 良 1 9 ・3 2  2  

伝 統 と 技 術 を 誇 る 淡 陶 の 製 品
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会 告 1

昭 和 37 年 度 監 事

本 部 所 属 評 議 員 当 選

昭和37年度監事ならびに本部所属評議員当選通知

昭和37年 2 月22 日開催の通常総会において下記のとおりそれぞれ当選

せられましたので，乙乙』ζ 会告申し上げます。

記

監 事 1 名

竹 内 成 夫 君 ( 竹 内 建 築 事 務 所長 )

本 部 所属 評 議員 44名 { 部門別五十音駁)

( 技術部門) ( 電気部門)

相川 三 郎忍( 西野間工高教諭) 嘉納 {云三 君 ( 三家電気社長)

泉 資 一 郎 君 ( 府住宅犯紋i l ! l ! 主主主) 唐住 惰君Ｈ紅屋商会古ｾｊＧ￭ｉ取締役Ｉ

，恩田 一則宕( 市消防局建築係長) ｉＡｦｾ 尾 源 蔵 君 ( 大 阪m気暖房取締役)

金沢 弘 真 沼( 不動連投エコ ン事業部次長) 松本 芳 太 郎 君 ( 松虫也被社長)

木 村 秀夫君{ 舷村組工事線長) 山 上 孟男君( 星座電気社長)

鈴 木 洋也君( 東畑建築事務所)

滝 本 安規君( 国鉄大阪工天取局王寺

工事区)

( 管工部門)

寺沢 一夫君( 大林組研究室)

浅見 政一君( 昭和湿潟大阪支庖長)

楢 崎 正 也 君 ( 阪 大1脚 }

伊勢 清 志 君 ( 7 イエス工業社長)

橋 本 喬 行 君 問 題 股E十工務)

牛田 正郎君( 日本熱学工m社長)

前回 大二君( 市建築規! 防災強度係長)

平川 久一君( 平J l I鉄工所社長)

松 尾 文吉君( 大阪郵政局胞工深長)

桜井 徳義君( 新掲工業社長}

光 崎 育利君( 大阪工大講師)

武藤 議吉君( 銭高組工司I部長) ( 建材部門)

村 上 秀夫君( 八幡製鉄伎術サービス課) 赤堀 富吉君( 日本金具大阪出狼所長)

山 本 純 孝 君 ( 安 到 底 築 紋HtUl lh所)
大 内 力 夫 君 (A B C 商会大阪出張所長)

小 林 広仲君( 小林武雄商庖社長)

( 綜合部門)

立野 一郎君( ユニオン社長)

神 谷 新 ー 君 ( 竹 中 エlh間協取締役)

西 村 忠義君( 新光ヲロス社長)

喜治 繁次君( 奥村組取締役)

春田 政三君( 中外商工社長)

坂 本 広 吉 君 { 浅 沼組IIJ 務取締役)

山 崎 達夫君( マルエス工業社長)

芝 地 光君( 戸回総常lh取締役)

横田 辰三君( 満点製作所社長〉

七 尾 健三 君 (銭高組取締役)

矢野 豊作君( 桜木工路脂取締役)

吉 本 一 夫 君 ([111組大阪支庖処築次長)

青柳 不折君( 岡本組副社長)

西 国 太郎君( 西国工業? 締取締役)

和 国 其ー君( 東和組社長)
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い て お 願 いつお 払 込 み に
創 立 4 5 年 記 念 事 業 資 金 の

乙れが事業資金lζ つ
行事の実施が漸次迫 ってまいりま した。

本会の創立45年記念 日が近づき ，式典な らび le各事業，

個人会員各位よりのお申込み
いては大方のど賛同を得て団体会員各位よりは逐次お払い込みをいただいておりますが，

時節柄ど迷惑と存じますが何卒全会員の力を結集する怠味において是非ど応募下さいます
はまだ十分でど ざいません。

ょう重ねてお願い申し上げます。

(  1  )  

(  ，月号に報告分再録)

8::. 

a:::I 

追てお申し込みは1口￥500。数ロを希望致します。挟み込みの振替用紙を ど利用下さい。

報害責
国 .

A  金資業事念
3

u

 

-
言

ロ

年4  5  立.u 

東洋リノリウム KK殿

中 国 新 聞 社 殿

中国支部役員一同殿

朝 陽 包 気 K K殿

東 畑 謙 三 殿

東畑建築事務所殿

名 回 辰 雄 殿

日建設計工務KK殿

西側IJ :甚右衛門殿

日本管工業K K

大阪営業所殿

日;本電設工業KK

大阪支庖殿

日本熱学工業K K殿

伴 野 貞 三 殿

目立工事K K

大阪営業所殿

藤 田 達 男 殿

藤 田 令 二 殿

藤 村 稔殿

宮 士 電 業 K K殿

宮士輸送機工業KK殿

おｾ 武殿

町 口 太 喜 男 殿

森 浩殿

森井電業K K

大阪支庖殿

八 尾 良 蔵 殿

安井建築設計事務所殿

山 内 嘉 兵 衛 殿

山 田 工 務 庖 殿

山 本 久 男 殿

大 和 栄 術 殿

吉 川 秀 夫 殿

点 柄 釘l 支 l苫殿

松 村 組殿

三 井 建 設 K K 支后殿

村 上 建 設 K K 支庖殿

森 木 組殿

子 500 大 村 重 吉 殿

子 1，000 大 屋 寿 一 殿

子 100，000 大阪建築事務所殿

大 阪 電 気 商 会 冊

子 80，000 大 阪 暖 房 商 会 殿

子 10，000 奥村重兵衛商庖殿

y  2，500 加 藤 太 郎 殿

子 500 河 井 千 治 殿

￥ 1，000 川 瀬 渉殿

子 500 木 田 実殿

下r 500 木 原 繁 実殿

子 100，000 近畿包気工事KK殿

￥ 10，000 同 神戸支活殿

y  5，000 同 広島支社殿

￥ 500 国 広 勲殿

￥ 500 桑 野 英殿

下'{ 500 佐 伯 一 夫 殿

モr 1，000 財 団 3丈 夫 殿

￥ 5，000 三機工業K K

広島支応殿

一協建設工業KK殿

三 宝 電 機 KK殿

曽 我 貫 一 般

第一工業K K

大阪支庖殿

大成建設K K

広品交庖殿

大 領 一 男 殿

宅 問 和 三 由11殿

武 田 彦 蔵 殿

谷 弘之助殿

十 日 会殿

￥ 70，000 

￥ 5，000 

￥ 15，000 

￥ 5，000 

Y  5，000 

Y  100，000 

Y  500 

￥ 200，000 

￥ 1，000 

￥ 10，000 

50，000 

2，000 

5，000 

500 

1，000 

500 

5，000 

5，000 

500 

500 

500 

5，000 

20，000 ￥ 

￥

￥

￥

 

￥

￥

￥

子

￥

￥

￥

警

警

創立45年記念事業資金下記のとおり受領致しました。 厚くお礼申し上げます。

記

￥ 500 

Y  100，000 

￥ 2，000 

￥ 10 ，000 

Y  1，000 

￥ 5，000 

Y  1，000 

玄 3，099，5004

l

 

z

z

ロ

A  

ロ

500 

10，000 

1，000 

30，000 

5，000 

￥ 500 

Y  500 

￥ 1， 000 

￥ 1，000 

￥ 100 ，000  

京

ム

￥

T

Wム

Y  

￥ 3，000 新 井 組 殿

￥ 1，000 飯 田 賢 i欠殿

下r 500 市 山 悦 也 殿

'i 2，000，000 五 日 会 殿

浅 沼 組鍛

新 工 務 所 殿

安 藤 建 設 KK 支庖殿

大 林 組殿

奥 村 組殿

鹿 島 建 設 KK 支庖殿

勝 呂 組 支 庖 殿

神 崎 組 支 応殿

熊 谷 組 支 庖 殿

河j 池 組殿

佐 藤 工 業 KK 支庖殿

lる藤建設工業K K

出張所殿

清 水 建 設 は 支庖殿

銭 高 組殿

大 成 建 設 収 支庖殿

大 鉄 工 業 KK殿

大日本土木 KK 支庖殿

竹 中 工 務 庖 殿

鉄道建設工業KK支庖殿

戸 団 組 支 庖殿

飛 鳥 土 木 収 支庖殿

中 島 組殿

西 松 建 設 KK 支庖殿

日 産 建 設 収 支庖殿

閲 組 支 庖殿

藤 木 工 務 庖 殿

藤 田 組 支 庖 殿

別 子 建 設 KK 支庖殿

前田建設工業収 支庖殿
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昭 和 3 7 年 3

創 立 45 年 記 念 式 典

行 事

特 別 見 学 会

特 別 見 学 会

創 立 45 年 記 念 式 典 な ら び に 行 事 挙 行

来る 3 片30 日の創立45年記念日当日および乙れに 引き 続き，つぎのと

おり記念式典ならびに諸行事を執り行ないます。会員諸氏多数のど出席

参加を期待申し上げます。

言己

1  . 記 念 式 典

3月30日( 金) 午後 2 1時 於 太 閤 図

1  . 表 彰 式

3月30口( 金) 式典に引き続き 於太閤凶

1. 記 念 祝 賀 会

3月30日( 金) 3 時一一 4 時 半 於 太 閤 園

一般出席者会' & 1{ 500 25 日までに包話で申込みの乙と 。

1  . 特 別 見 学 会

3Ji 31 日( 土)

( イ〕大阪の新必築巡り ( 別掲参照)

( ロ) 京都の名図巡り (llU抱参照)

1  .  会員余技作品展 (別掲参照)

3月29日( 木) 一- 4月3日( 火) 於阪神百貨庖 8 階画廊

1. 懇親コ' ルフ大会 (別掲参照)

3月29日( 木) 於宝塚 コツレフ クラブ

追て，組立住宅に関するシンポジウム， 講演会， 慰 ｾ祭 ， 記念出版

( 日本民家集) * ，迩励会，宿泊を伴なう特別見学会* などについても逐

次発表致します。 本予告審照( 別掲)

特 別 見 学 会 「 大 阪 の 新 建 築 巡 り 」 要 領

日 時 3月31 日( 土) 午前 9 特大阪駅西口出発

人 員 50名

大阪駅西口パス駐車場出発( 京阪観光パスで‘ 9 時)

① 大 阪 市 体 育 館 (  9. 20→ 9 .50)  

② 四天王寺 ・五重塔 ・金堂 ・講堂 ( 10 .00→11 .00)

①東本願寺難波別院 ・御堂会館 ( 11. 20→12 .00)  

① 日本板硝子本社 ( 12 . 10→13 .30)  

① 日本興業銀行大阪支庖 ( 13. 30→14. 00)  

① 関西電力本社 ( 14 . 10→15. 00)  

⑦ 新阪急、ヒツレ ( 15. 20→16 .00)  

③会員余技作品展観覧 ο 6 . 10→17 .00)  

( 阪神百貨庖8隣会議室 ・解散 17. 30) 注 ( ) は見学時間

. 25臼までに電話でお申込みの乙と。

特 別 見 学 会 「京 都 の 名 園 巡 り 」 要 領

日 時 3月31 日( 土) 京都駅東口パス駐車場，

京阪観光ノゼスで 10時出発。

50名

500円( 精進料理，抹茶，拝観料)

25日までに屯話でお申込みの ζ と。会資は当日持参の ζ と

京都駅出発 10 .00→西芳寺 ( 10. 30ー 11 .50) → 天竜寺( 精

進 料 理 の 昼 食 ) ( 12 .00ー 13. 00 ) → 竜 安 寺 ( 13 .30-

14. 30) → 妙心寺 ・退蔵院 ( 14. 40ー 15 . 40 ・抹茶接待) →

南禅寺 ・金地院 ( 16. 00ー 17. 00) →京都駅前 17 .30 解散

庭 図 中 根 金 作氏 ( 京都府文化財保護課)

建 築 川上 貢氏 ( 京大助教授 ・工博)

員

資

込

程

人

会

申

行

解説者



*会 員 余 技 作 品 展

会 員 の 余 技 作 品 「 絵 画 ・筈 ・彫 刻 ・版 画 ・模 型 ・拓 本 ・い け 花 ・そ の

他 」 約70余点を展示公開いたします。

3月29日( 木) - 4 月 3 日( 火) 午前10時~午後・6 時

於 阪 神 百 貨 庖 8 階 画 廊 ( 大 阪 ・梅田)

会 員 は も と よ り 多 数 お 誘 い の 上ど観 覧下 さい。

*懇 親 ゴ ル フ 大 会

日本建築協会 ゴ ル フ 同 好会 会 員以 外 の 本会会 員 の参加 を 歓迎 いたしま

す。なおオフ シ ャJ レハン デ ィ の 無い方 は ハ ンディ 3 0として ζ 出 場願 いま

す。

3月29日 (木) スタート午前 ? 時

於 宝 塚 ゴ ル フ ク ラ ブ 27ホール メ ダ ルプ レー

会' L' ( 6 . 000円 ( プ レー諸 費 と懇 親 会 費 . tt 品)

tt 優 勝 者 に 日 本 建 築 協 会長tt を 贈 呈 他tt 品多数あります。

お 申 込 み 往 復 ハ ガ キ に氏 名 ・年 令 ・職 場 名 ・所 属 ク ラブ名 ・ハ ンデ

キャッ プを記載 「懇親コ勺レフ大会」 宛 で 15 日までに到 活ーする よ うに 願い

ます。

- 45 年 記 念 行 事 予 告一

「倉 敷 と 鞠 の タ イ 網 を 見 る 会 J ( 詳細 : " 月号発表)

日 時 5月19日( 土} ・20日( 日)

人 員 約30名( 本会会貝)

行 程 5月19日( 土) 大阪駅発8. 15 ( 急行 ・ぷんと) →倉敷駅務11. 24ー ( 貸切パス)

→旅館く らしき( 昼食) →民芸館→陶探館→大原美術館 ・同分館→倉敷市庁舎一

( 貸切パス) →( 仙酔 l斗街泊) 5月20日( 日) 旅館 9.00→タイ網→ ( 貸切パ

ス) →福山駅発( 急行 ・さつま ) →大阪駅着17. 58 ( 解散)

一見 学 会 予 告ー

「黒 部 峡 谷 と 発 電 所 を 見 る 会J (詳細: 5 月号発表)

日 時 7月21 日( 土) .  22日( 日) .  23日( 月)

人 員 約30名( 本会会貝)

行 寂 7月21日( 土) 名古屋駅11 ∞発( 噂急木的) →: g 温泉街泊

7月22日( 臼) 織部川筋4発信所その他見学→字奈月温泉宿泊

7月23日( 月) 大阪駅夜帰省予定

守 己 念 出 版 予 告

「ふるさとのすまいJ 一日本民家集-

6月発行で編集を進めております。

ｂＶ ｾ 司 ｴｬ ( 四六版) ・グラピア印刷美麗仕上げ，予備反則円。全国民家約おO点集録。研究の手

引き !思い出: 執m者: 今和次郎，竹内芳太郎，蔵田周忠，石原理監治外。

懇 親 ソ フ ト ポ ー ル 大 会

本会の役貝，評議貝， 青空貝の中より選抜して「宮公庁公社，迎合J r応策事あ所迎合J r m

投策迎合J ｲ 学校，会社営繕，設 備 ｾ材迎合」 の Ｔ チ ー ム ＱＰ 人制で Ｎ トーナメ ントはより優勝

チームを決定する。

5月2日( 水) 午後1時一5時

於大阪郵政局グランド( 大阪市北区道本町}

観覧および応ml L 多数と参加下さい。

会 告 4

4  5 年 記 念 行 事

会 員 余 技 作 品 展

懇 親 ゴ ル フ 大 会

記 念 行 事 予 告
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イダ

建築慨要

ffi 築/i r.li.'l k. 阪府池田市神 間町 l t 地

工 JPJ 同昭和135年8月l 目

歪昭和お年11月17円

没 Jt 抱 仁 株 式 会 社 k 林 納

ｉ ， ｾｪ 也周悦 o品。 0 ・5 造 ，平 家1部2師寺主s

'Ji f 6 所，食常そ の: I h.. .. RC，世，平京

2.  3再号砲

敬地 rijf，占 153， ｾ ＱＹｴｮ Ｂ＠ (46，530) 干}

主JI 術研，r . i fli 1l 2. 0I汎m " (IR.77，，)干)

桂 離 宮 と 修 学 院 離 宮

見 学 会

建築カラースライド予約

頒 布

頒布方法

.  ，11込締切 3
月

20円

・支 払 申 込 と 問11寺払込み

・申込上Zi 所 n木建築学会近級支部

( 本会内)

・頒布予定 4 月下旬

- 工場見学会 ・

ダ イ ハ ツ 工 業 株 式 会 社 池 田 第 二 工 場 見 学 会

( 大阪府建築士会と共催)

1  . 日 時 3}j 1 9 11 ( 刀) 午後 11時 ( ;1' ，発) 5時半( 紡才η 解散

1. 集 合 所 大| 仮駅丙 1- 1パス時J : r J i . 均( 関西観光パス使用~大林組ど

j，' iHJU 

1 . 申 込 泡ｾＮで Ｑ ＷＱＱ ( U 古でにお rll; ろみ下さい。

ト t'. し定 1150?，，(' ; . 土したときは JVj: l (jI jでも締 切ります

1 備 考

ＢＧ，ｔＮｉＴ｜は現 Ｈｅ 全 ｬ 町嫌 ＱＱｲｬＧ でありますので，主 ｅ 物のｾ学は Ｔ とより，中下 Ｔ 縮。 ｬＧ およひ・小

ｙ 干 ｾＴ 柏 ＧｉＨ の世 ＱＱＰ 占状況ゐ ｔ ｬｬＮ｜係員の筒 ｉ 水内 ＱＭ t って. 併せ見学 3 せて L、r- t.

J  

<  c . とにた

って打ります。

桂 離 宮 と 修 学 院 離 宮 見 学 会

木全恒例のｲＮ ｌ［ｾ 出 ＱｾＱ［Ｑ［ 見学会を下，［ｴＮＺ i J . f J f i により ftl' しますから、折返し往

彼ハガキでお rjl 込み下さい。なお見学11寺間は下1内庁京町1¥Ｇｊｾ 務所の許可次

第参 JJI I( ' i にお知，' ， '11' しすすの

戸

』

Z

E

肉

( 1 ) 申 込 方 法 Ij l込は往彼ハガキに! 恨る。 < 往信丹 j' - に ( 1  )  

{i i t:{I向性' : ; ¥' 仇( 1 ヵ所( I 根ろに ( 2  ) 氏? " . ( 3 )  I，r令. ( 4 ) 刊

務先及び脈' ( ' ，. ( 5 )  .!.J，I，j]) iJ 'f < 返信用、 (，N 1I'， 人il ・iVr氏グl を

ｉ ｙ ｉ ｾ ｴＮＺのこと。

(  2  ) 参 加 者 の 決 定 3 月30 n までに到析のハガ・キにより 1111廿んを行

ない 決 定 し 参加者 l乙通知|いれしますの

(  3  ) 見学予定日及び定員

・修学院出If.下'; 5月28 円( 月) 29 n  ( 火) 30 Il (;)<) 

定員 301乃 ( 3 草E K.分れます)

. ，w向11: '/;'，・ 5)  126 1l ( U.  5月281 1 ( 月) ｾＳＱ＠ n  ( 本)

定員 30名 ( 5 :9W 分れます)

(  4  ) 見学時間は禾走 大体午後の予定

ｏ ｴＩ持附 Ｇｴｾｩ［ 見乍 ｌｴ Ｑ 級 ｾｴ 築 ｼ ての ぞｔ 絡をもっ首 ーに 限ります。

日本建築学会製作 : 建 築 カ ラ ー ス ラ イ ド 予 約 頒 布

。 日本建築史 ( 1  M1200枚，頒価6.000円， 〒を含む)

日本建築の上r ! i より箇川末期ま での代長的現存引l物を選びその全景，内部，細部 f S どを

200枚に集約す。

0 軽量コンクリー卜の工法 ( Ｑ 如 何 枚 Ｎｍ 価 Ｒ ， ＷＰＰ 円， 〒 をｾむＩ

本会主l! 築工事傑即1/1: 織 ( J A S S ) 11: より 怒切 11 : 腕f ，t コンヲリートのて法を献を i臼「て

示す.

0 コンクリートブロ ック造の工法 ( 1組 100校，頒1而3，000門〒を含む)

プロツヲ造主s物 のJt ; 礎より ff: 上りまでの設計総工過科を現場槻影し目で見る! l i l ，耳 .!f 。



取扱いが簡単… ・… ・・ J収付金具とセッ トになっています。徴特

価格が安い ... . ..・ H ・- 規格品のため，従来の半分の予算で

充分です。

種類が豊富・・・・H ・H ・. .用途lζ 応じたデザインを

自由に撰択出来

ます。

株 式 会 社

281- 5551 

202- 2241 

55- 7131 

話

町

一

泊

諮

包

包

屯

ン

東 京 都 中 央 区 京 橋 ( 新 光 ピ ル )

大 阪 市 北 lヌ中之島( 新朝日ピル)

名古屋市中村区堀内町( 毎日会館)

ヨイ
レ菱

-n 

カタログ弗し トてIf 主す。



鉄 筋 中 層 ア パ ー ト な ど の

ガス風呂基準設計を募集. ノ

最 近 、 ガ ス 風 呂 の 普 及 率 は 、 め ざ ま し い 上 昇 を

示 し て お り ま す 。 こ れ は ガ ス 風 呂 の 高 い 熱 効 率

を は じ め 、 入 浴 中 に 自 由 に 渇 か げ ん が で き る 便

利 さ 、 燃 料 の ス ト ッ ク が い ら な い こ と 、 ス ス や

煙 で 汚 れ る こ と も な い 清 潔 さ と い っ た す ぐ れ た

特 長 が 、 広 く 浸 透 し た 結 果 だ と い え ま す 。

大 阪 ガ ス で は 、 昨 年 5 月 に 組 立 式 ガ ス 風 呂 ハ ウ

ス を デ ビ ュ ー さ せ る な ど 、 つ ね に 需 用 家 の 便 宣

を は か る と と も に 、 よ り い っ そ う 使 い や す い よ

う に と 努 め て き ま し た 。

そ こ で 今 回 、 鉄 筋 中 層 ア パ ー ト を 主 と し た ガ ス

風 呂 に つ い て の 基 準 設 計 に 関 す る 漸 新 な ア イ デ

ア を 、 み な さ ま か ら 下 記 の と お り 募 集 い た し 、

よ り 完 全 な も の を 決 定 し た く 考 え て お り ま す 。

ふ る っ て ご 応 募 く だ さ い 。

応募要項

- 応募に必要な図面および書類

(1鉄筋中層建物( アパートなど) で、 10

よ平から 20坪程度の住宅を前提 とす る。

Ｈ Ｒ ｾｴ 宅平面図 xo 

ＨＳｾ 谷室組り平面図および断面図 A  

(4)設計窓図 (着 想 ・考え方) を簡潔に

記した書類

- 応募者の資格

個人に限る

・応募件数

制限なし

・応募用紙

特に制限なし

・応募者名の記入

住所、氏名、年令を記入のこと

. 作品の送り先

大阪市東区平野町 〈東局〉

大 阪 瓦 斯 株 式 会 社 営 業 部 営 業 課

・応募締切昭和37年 4 月30 日

重15; 凶こ限る

当 Hの消印あるものは有効

. 審査

日本建築協会副会長東畑謙三

京都大学名誉教授森田慶一

大阪瓦斯株式会社

応募作品は返却 しない

入選作品の版権は独占しない

・審査の発表

日本建築協会発行の

「建築と社会J 7 月号誌上

. 賞金

特賞 50，000円 1 名

入選 30，000円 2 名

佳作 10，000円 若 干

設 計 上 の 注 意 事 項

( l ) i谷 補 、 釜 、 バ ー ナ 一 、 配 管 材 料 な

ど は 、 大 阪 ガ ス の 規 格 品 を 採 用 す

る こ と

( 2) 燃 焼 用 空 気 は 浴 室 外 か ら と り 、 浴

室 内 空 気 と し ゃ 断 さ れ て い る こ と

( 3) 排 気 は 屋 外 に 出 し 、 煙 道 取 り 付 け

の 場 介 は 室 内 に パ フ ラ ー を 必 ず 取

りイ寸けること

( 4) ノTイ ロ ッ ト は 浴 室 外 よ り 点 火 が 好

まし L ミ

( 5) 浴 室 の 排 水 方 法 を 考 慮 す る こ と



砂ガス風呂規格品‘

※ 詳細 に つ き ま し て は 、 大 阪 ガ ス 常 業 常1I常 業 課 ま で

お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 T E L 大 阪 (202) 2221  

浴 槽

. 釜 の 取 り 付 け は 左 右 い ずれ も 可

30ー 100型 さ わ ら 製 浴 槽 ( 1 人周 )

高約670mm 幅約760mm 奥行約700mm約140.2人

30ー 120型 さ わ ら 製 浴 槽 ( 1 人用 )

高約670mm 制約790mm 奥行約760mm約 180.2人

姐

伽

け

「

m

ろ

は

山

製

釜

J

白

川

側

風

附

鮒

待

相

}

]

バ ー ナ

32- 105型箱風呂バーナー 32- 106型箱風呂バーナー

(左側通路)

31- 301 型 外 焚 釜

寸 法 高 549mm "1径 302mm

湯 加 減 コ y ク は 、 浴 室 か ら バ ー ナ ー の 点 滅 を 行 な う の に

用 い る コ ック で 、 ガ ス 連 絡 管 を バ ー ナ ー に 至 る 途 中 で 浴

室 外 の 釜 焚 口 上 郵 鐙 ま で 引 き 上 げ 、 浴 室 内 に 取 り 付 け た ハ

ン ド ル で 室 外 の コ y ク を 動 か す も の ( 巳 103型 ) と 、 浴 室

内 に 取 り 付 け た ハ ン ド ル で 賛 意 ロ 側 の コ クク を 爆 作 す る

型 式 ( 8 1 1 0'型 ワ イ ヤ 一 式 ) の も の と が あ り ま す 。

湯加減コック

浴榊

8110型 8103型

ハフラー

パ フ ラ ー は 、 図 の よ う に 逆 風 で ガ ス の

火 が 消 え る の を 防 止 す る 役 目 を し ま す

屋 内 に 焚 書 口 が あ る 喝 合 は 、 差 込 煙 突

の 上 に パ フ ラ ー を 取 り 付 け 、 そ の 上 に

圏 直 道 を 取 り 付 け る よ う に し ま す 。

35- 200型

F¥イロット 35ー 100型

皇

ｅ］］ 昨 冒，， ｾ‘ ｟ＮＮＮＮＮＮ

--τ J" 

ＸＱＰＳ 型渇加減コ ッ ク使用のとき ｕ 、 Ｎｾー ＱＰＰ 型パイロ ｹ トを必要とします

排気



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

美 し い 床 …

. )  

しかも永い rm耐える ZI¥:が 特 長 で す 。 俊 れ た 製 品 と

し て 皆 様 に 御 満 足 飢 え る 線 、 最 高 の 施 工 技 術 を 持

っ て 弊 社 でi '( 任 施 工 を 致 し て お り ま す 。

床 材 料 の 販 売 ・ 工 事 ( 責 任 施 工)

株 式 会 社 桂

商
4 合、

": zi ;  

営 業 部 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町三 丁目 23 ill 話 ( 761) 0695番

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 満 橋 筋 六 丁 目 12 電 話 ( 351) 6625番

上梓 ・上扉 下枠 ・下扉

(ピ ポッ ト・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さ い)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 仙 沼 町 1の 4 6 :tm布胞 (721) .7.7 .1 3 - 4  

東京師千代悶区神田三崎町 2 の26 m話東京 (332)5310 Ｎ ＨＳＰ ｉ Ｉｾω＠
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大 阪 市 東 区 北 浜 3丁目 37

電 話 大 阪@9648・9649・鈎40番

摂 瞥 口 座 大 阪 39975 番

発 行 人 沖 困 蹴 ー

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 宝 山 町 6 6

電 窓 @ 2 0 9 1 - 3 番

印 刷 者 網 野 栄
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段 計 監 理 目 建 設 計 工 務 株 式 会 社

建 築 工 事 株 式 会 社 大 林 組

空気調和汲削工、)i 三 機 工 業 株 式 会 社

H.l ｾｬ 設備工事 .!.U 泌 n. l 気 工 事 除 式 会 担

受変 ｜Ａｬ 発 ｈｬｾ 党 側 Ｑ 、 ＩＱ 刷、式会: / J : n  立 拠 i'I' i9i  

Hl ，I;Ti 交換機，1J i 削工 'JC 柄、式会制 n  立 製 作 所

衛 生 設 自11 エサ1 ｾｩ＠ j九 ' 工 業 株 式 会 社

好 降 陵 設 備 工 。)1 見i 洋オーチスエレベータ n式会判

三i I ' ; 日 織 株 式 会 判

l  東 海 …



上 1 階 営 業 室 壁 紙 板 カ ウ ン ク 一 大 班 石 貼 床 ゴ ム タ イル

下 2 階 営 業 室 光り天}I 枠ステンレス 柱 。大理石貼 床 ゴ ム タ イ ル
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1 階

l 通 m r l  

2  ス ロ ー プ

3. 玄 関

4. 客 出1

• 丘毒事司• 

• 

=  

=  

=  

，o. 

山根 正次郎

乙のi . l ! 物の特徴としては ，銀行i.l! 策の生

命ともいうべき常業家のＭｦｴｾｾ的な解決をあ

げることができょう。今までいくつかの銀

行を設計してきたが，従米の営業本の Jf>と

いうものは銀行業務 IC卦; 人である私にとっ

ても ，なにかひっかかるものがあった。そ

れは営業常のもつ「接等部門」 と 「狩来事

務部I"JJ という有1%った機能をもっ二つの

部門が，一つの !.'<: IUIi CJ 恨められているため

に起る矛的 . ( すなわち一つは短時111] 米行

する容のため快 J菌さ . 'i 'ri やかさを婆求古れ

ると 1，; 1 i 与に外部から入り- : D，い表現を持つべ

きであり ，他はひたすらに能率よ く働ける

室内崎岐を求めるという相反するニつの機

能からｾずるＩ IC対する i.l! 策的処即の暖昧

さからくるものであり ，加うる IC批判 上か

らとかく幸: 溜めが外光線の切るい部分を市

めるという止むをえない干而の Jf>が，さら

にE の両者をいl一明nnlC fJ f凶するという無

加を強めて いるともいえる。

点海銀行本日j の? 可決宝 IC はま溜りとカウ

ンタ ーと接客するテ ー ラーの列，それから

毛:のための相談の場があり . r営業'11務: 3!J

はま勺たく別 IC切りはなされていて客の視

野にはいらず，それぞれがそれぞれの要求

する機能を満すのに肢も適した空!日lをもっ

ている。

ｅ のＯ，ｾ鉱への銀行 ￟ｾｊ の立脚点は多少ちが

うかも知れないが ，結拠として，在、の今ま

での気持のひっかかりをきれいになくして

くれたものであった。

11 本の銀行錯築としては ，いささか新険

料iといっていいと思う。

股 E十者 の こ と I<!



司 掴I

上 7 階 絞 鱈 室 壁 Ｚ 事ｾ板 天}!， :  . u布姑り

下 7 階 大 集 会 室 壁天井反射版制: 板 天 )1' : a市貼り

4  
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総会高位置

数j 也i師官I

AI!'高i而fII

延 面i !J'!

工 ｊｾｉ

ｾ 築規模

構造 鉄1' (由Hfli コンタリ ト足I

階 欽 i血下 2 附 (J 由下 '1' 2附イナ) 地上 8

隣 t持!五 3 1i1'i

軒 7，. 31. 00111 

ＱＳＱ 長 ｲｾ ｲ， 43. 00111 

本III 式深礎I血Ji . 一部鋼 if 杭打

l P. 書及び 2師寺 本 ｉｦｊ ｦｊＺ上 ｾｴ 肱 ｬ 石貼

窓 ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー 付

3附 以 上 小1
1
11古仕上擬行プロッ

クlV; ｾスティー ｊ レサッシュニ・佐

:r，，!ihl r! il .ll[正常 fflf Ｒ 丁 ｾｉ H if 地

4.  185. 010m"  ( 1.265. % 月' )

3. 751. 441m"  ( 1. 134. 811;'.) 

36，957.  257m"  (11.179. 521>1') 

IIIHlI34{f 4  J1 - 1間有136年 3刀

A占さ

1主礎

外装

屋 よ 庭 園



外 部 仕 上

本 館

1盟 小ロタイルおよび 6 丁掛テラカッタ

タイ J レ5民り

住11'1 窓部分アルミパオ・ J レ，j也下部分コ

ンクリート打政シ1J 上

事f天井 アルミエンドレスパ才、ノレ

窓 . アルミサッシ

P . R. センヲ ー

ｾ Ｚ ｉ ｬ 、ロ タイ ルおよび Ｖ 丁掛テラカァタ

タイルryfL コンクリー ト打j直し仕上

判明 . コンクリート打放し 0: 上および小

Ｑ Ｑ ク イ ｊ レ ＱＡｾ り

事 ｦＩ Ｎ乙 ｪｾ Ｚ 7 ) レミエンドレス J マネ J レ

窓 アルミサッシ

本館および敷地の鳥隊 写以上 トヨタ総合グランド工場は省下にある

工事監理 トヨ ヲ自動車 1級建築士事務所

設計施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 盤l l J 市盤日1 町 1 番 地

工 jgl I昭和34年7月17FI - 35年81' 126日

配 置 図 1. 本 館 2. P Rセンター 3. n 'li場よh_{

N  

Ａ ｾＺ 干 、

1  .  



外 観 正 面 ( 北I日〕左が P Rセンター

縦 模 地上 3 隣 地 下 2 階 市)'{ 4 11!'i f.t

鉄什鉄筋コンクリ ー ト泊

!散 j血而M 2  2  7， 0 0 0  m"  

I.I!物ffIi ffl および主なm; 皐

階 | m
2

主 な 用 途

R "  1  

R"  

R2 

R ， 

M B  

M B， 

Bl  

合 :1

ιt さ

t軍 吉

外 観 背 面 ( 南面) 右 が P Rセンタ ー

一 一 一 一 一 一 一 一 「

段 計 者 の こ と I<J:

竹中工務広名，!i Ji:l.文応 J l . t t 部長 宮 地 二 郎

大工場のＡ敵地から道路一筋へだてた己のｉＮｉＡｾ匹のＡ肱 ｪ 也は ， 22万 7 千

ｭ Ｒ もある広い ｬ 目的 ｲ｣Ｎ ｬｊＮｾまれておりましたが，ちょうど本町Ａの， ＱＱ 画さ

れていた位置に南へ下った急斜面があって ， その ｮ 低［ｉＺＭＺｾが約 Ｕ 米も

ありました。本館設 ｾｉｲ｣ ｾってまず市ーに ， 乙の地盤の傾斜をイ ｬ￯ ｩｊ ｊ

ＱＨ処 ｾｲｲ しなければならなかったのです。本町 ｪ ｬＮｬＡｾはＱ｝動車生産工場

IC対する Ic 'l'i' PJl.i!ll営節1") のみであるため，外部の 111入が頻繁で， し

かも交通必絡の関係からいってすべてJ I e ' i < 自動、1[1 ( よらざるを1(.1な

い条例から主15玄関はユッタリ広くl I iJ 雌を姐って、ド階の日さをいう

IC上れるアプローチを設ける刑 IIIij が立てられました。乙うする乙と

によって会制のnT l l ゆと自家ITPI[通勤の特別の人速のアプロ ーチ

を，主玄関 111下1 ( 取っても泊路市より l世少の斜路で裂に1 ' 1るζ とが

できました。己うして敷地内の斜聞は府li I I する己とができ ，敷 地内

の松の' " 然林もかなり双し得て風殺をIlt なう ζ とも少なく 保てまし

-九 @

本町fl . l !築はn .el! ι)1務( 1' ，であり ，ホールは PRJ . . ' J . J f IのI. I ! 物でありま

すので ， 品ｾ別 ｉｃ して必要な階高から生じた［ｲ，逃はｪＱＡ絡邸の階段で調

節をとりました。 f'f 分! 歓地の余裕が充分ありましたので，ホール1 (

米るパスのアプローチも別個にする E とができ ，U ・I[ 場設備も相当

の広さとなり ，Elllll l' I，交通を主体とする ，全体のI . I ! 設計画をうまく

; J ! 現できたと思います。



rl rJ也階肢も111. 品より . 1階主| 刻アプローチを見る

ト ヨ ヲ 本 館 新 築 工 事 の 施 工 に つ い て

竹中ユ務山名 .'i 屋支広 土方 義之

佼れたｾ築物 ， 生命の蚊動を感ずるような泌物というものは ， 巾絶した，ｩＡｚ討を ， 似れた

純工技術によってi由般に具現化されたものにのみ ， リえられるJ " 一民だと，[t います。本止。J;

施工 ｉｃｾ つては ， かかる同点から ， 止 ｉｉ 物の供給を熟知し ， ，没 :11 nのぷ現せんとする ti: 図を

徹氏( I -}IC究lijJ I..， . 設計 . fJ :織に正雌t.' . ， ｈｾ ，ＩＡである ζ とは論を伴ちませんが ， 約Ｇ品 ー な総合打

合 ， 安全錨Ｇ￟Ｎな段取 ，迅 速ｬｅ磁な施 Ｑ をモット Ｍ ｉｃ Ｎ 内包せる ｭ 匹，ｩＡｚ ｻｾｩｬ とのｼ刻辿刊をまず

引直し ， 色 ｾｊｔｊ せるぷ材の ｬ ミ ￯ｦｲ の ｪ 止大前 ｭ Ｎ 欠点の排除 ， 補正をし ｩｅ 冊にして竪Ｇｦ・なくるい

のない， しかも美しいものをと心掛けました。以下限られた紙面lの乙とでもあり ，重点的

ICニ，三の. t 1I i 工工程をj >lj ，lC します。

1. ｽ，ｾ礎 Ｑ 事

長 ｉｉ 物Ｙ｝， ｾ ｦ ｜ｬＺｾが南傾した斜面 ｩｲ｣ 川ｉｬ Ｂｩ されているので Ｎ 2 M盟設定地盤の不均ーが懸念され，

，Ｚｾ和 ｬ 地質調印の結巣 ， やはり非常に変動があり ， 必礎 ｲｊ ￬［而，ￍＱ ｣ 位するｴ｜ｾ分の ＶＰ 形は地耐 Ｉｊ を

ほとんど則待できない砂Tl 粘土屑が約 2 mの深さ IC述するととを祭) 111..， . 不良の i住腕を良

質耐刈地崩 IC入れ換える地質改良エ il を探! I J して民結* を lUた。

2.  コンクリート工事( 主として打政しコンクリートについて)

乙のｾ物に打放しコンクリートの�Ａ吉国 Ｎ ，ii 材の1 < なとをあます己となく具現し ，環 境

との融合 ｉｃ よってデ リカシー な味わいを ｬＱｩ したい ， とする設計百［のむ閃からして ，己 の ｾ

物の打放しコ ンクリート の内める ウエイトは 決定的なものであり ，胞工 IC先立ち材料の選

定 ，調合計削，配I!I . れ設. j 民生計四l崎制1脅かっtti 霊 rc 行ない . J国後十欽回の各種試練り

の結集 配 合を定め施工をしたが. 'Pいにして良結果を lUたようである。

3. ｾ只工事Ｈ主としてアルミサッシュについてＩ

外部サ γ シュ全面および 内 部 ｉｃ も比較的多誌にアルミ喫 ｭ ｾ ( 材料耐蝕アルミニウム

6351' 5 1 5 V硫椴アルマイ ト〉を使用されているので，取付け J i i1汁cl 珂しては il'1接アルミ面

とコンクリ ート 面， モルタルの m;{l する乙とを極) J さけすべてコンクリー ト施工図により

正 雄 IC コンクリー ト中 IC防Mアンカーポ ールトおよびインサートを打込み . c. れ IC型枠除

去後間i 鈎処P. I l 済拾枠を緊結した。その後工程と見合せてでき得るかぎり後K サッシュヂグ

を取付けるようにし ，アルミサッゾュ取Hi 主は取合部をすべてコーキング材にて充填した。

4.  安全管理その他

すべての 'J;; 誌は人の品lなくしてl主主れずといわれていますが . ｾ，ロエ・ ｊ［ においては ζ と

ｉｃ ｃＮの ζ となくして成果を Ｑｾｽ られない乙とは論を ｦＡｪ ちません。字いにして本工。 ｊｩ において

は乙れ ｉｃ 反するような Ｇ｝ＨＱ ，出もなく ， 全 ｊ Ｚｊ ｾｊ 113 Ｉｪ 時 ｉｈＱ 無災ｾ，ＡＺＧ ，氾鍬が述l占されたととは . c. 

の ｬ ｬ ｪＨ 内な衣れであり施 Ｔ の良世 ｦｬ｣ も大きな［［ｾ響を与えるものと思 い ます。



1 階 P R センヲーホー

ル ロ ビ - ｾ＠

M、 よli 砂利洗Ul

!盟 松制白板

6 丁掛テラカァタ

タイ J レ

ョ; } t : T ; レミエンドレ

ス，マ'1'、 J レ

"  2 階 ロ ビ ー

lI i  リノタイ J レ

ｾ＠ ウオールナ γ ト制2叡

天井 アルミエンドレスパネル

1 階 P R セン空ーホール 砂

川、 桜フローリングプロック

t控 テッセラ ，松制! i I i

天)1' ， J t ' X It. T ルミハニルーパー

... 1 階 ロ ビ ー

床 . リノタイ Jν

堕 . 外国産大班右

ステンレス J マネ J レ

天 )f ・T ; レミエンドレス J マネル

V  事 務 室

叫ミ リノタイル

! 畳モルタル下I也 スプレ" ドサテン I!i;付

天JI' : T コーステッタテックス



主 な 股 備

冷 峻 m空 気 調 和 設 備

交 変 Hl ｾ北側

;t; H1 池 設 備

照 明j 設 備

鉱，: . : 1占 位 設 備

¥u ?t 時 計 設 側

火 災 替 相1 J ! . t 伽

避' ，¥; H  1 9 : 制;1

氾却設 Ｈｾ￼

ｩｬＧ Ａｩｾ及」ょ ｾｭ ｔｖ 交 ｬ 虫袋低投首 ［Ｑ

ラ ジ オ 支: fJ 装 置 設 備

イ ン タ ー ホ ン l l l : 制

ｾｉ＠ 日111' 11 .{E W 表 示 2え指令ぷ<<; 1

給 排 水 ・ 衛 生 設 伽

消 火 栓 設 備

給 湯 設 備

プ ロ パ ン ガ ス 設 備

エ レ ベ ー タ ー 設 備

ダ ム ウ ェ イ タ ー 設 側

i也隣近主[ 宅監 III 盤

10 

呂田 区図|

[すJ出ロ

園品目:

HI 

ｾｉ＠

官:

R  3. 4  

L  エレベーター機械室

2. 'i¥ Hi 

R  2  

J. JJ ， q' 本

2. ! ) ( 楠主

3.  ターリングタワー

4.  . 軒凋悦同本

R  

L ロ ビ ー

2. 作、 f刊 当f

3  階

l ロ ビ ー 6. 会，;1 :*1 νH 

2.  1  B  M 7. ，'}  }lj l  

3. 'J; ｾ引 8.  空調険州市

4 会，認可〈 9  ロッカ一世

5 資 料 京

2  階

L ロ ビ ー 12 会 議 本

ＲＮ ホール Ｑ Ｓ 役 ｮ 食 Ｎｾｴ

3. 剖 長 官 14 誼! 1路 右

4. 日'1 社 長 屯 15. 事 務 室

5.  riJ.務1i¥' 務引 16. 会 議 主

6.  ，r.: 1. 文京 17. ロァカ一室

7  比 、 彼 引 18. 空調機械百

8.  I唱，' ) 巧， 19. 控 可イ

日. rI 資 本 20. ! 照 明 、 {

10.  .J! ; ;，r;本 21. Hl :'1 当{

11. 米 貧 食 常 22. 技 師 な

1 階

1. ロ ビ ー Ｖ Ｎ 空調険州Ｚｾｻ

2. 'Jr f賀 市 7. ロ ピ ー

3 会，; } ! '{， 8 ホ ー ル

4. 応 援 京 9 小 ホ ー ル

5. ロ y カ一言{ 10. 段 宅

中 地 階

1. エレベータ 8. 

ロビー

2.  深良川企 Ｇ￬Ｚｾ

l長会，; j i 可{ ':7 

3.  郎長J l J tt.;t
10. 

ｉｾ 会波宮 11. 

4. 印 刷 右 12

5. !l イ プ 屯 13. 

6.  テレタイプ 14.  

可{ 15.  

7. ¥11話交換引 16.  

地 1 階

トヨタ ド1!Ii.b

'11他版保険

組合

二j 術 ポl リ

迎転千位当証

企 "'1

空調機械室

配 腿 宝

ピ ロ チ

展 示 立

応 銭 安

1. ロ ピ - 9.  ¥l. i  ｾＨ引

2. 従 Ｑｾ Ｈｬ 食常 10目 ｬ ｾｊｲ＠ Hl 池 引

3. IJI liJ U.  座決焼却炉

4. * 存 食 常 12. 合 w  

5. /J I  /J} 13 金 *

6. 災 後 出 所 14. 日 一 込 均

7. 険 械 室 15. 係 II 本

8. lXi 波 線 百



施 主 名古屋工業大学創立50年記念会

役計監理 合 資 会 社 中 建 築 段 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 間 組

1  名;屋工.

11 



‘剤、酔一一一一

住梁および庇l i ，l コンデリ ー ト打放し

外壁コ ンデリート空洞プロッ ク，焼過 レン

ガ色違い，およひ』立色テラカッ タタイ ル

毘 椴7 スフアルト鉱山防水ホワ イタス仕上

一

学

ー

一

一

占

人

骨

畠

i

一

一

造

京

一

一

エ

ー

一

一

屋

一

一

占

白

翁

同

一

一

傘

同

一

2量 計 者 の こ と ば Ｇｉ Ｇ ＧＭｬｬ策Ｂ丸 ｩ 十 ｊｾ 務 ｊ 灯 火 点 広 瀬 一 政

所 在 地 名 古 I ; l 市町11111孟御: 前19i1ll$

J': ｊｾｊ＠ illfl1l  33 年 6 月 - 34  f下4 月

鋭 校

' - l l 策面f/! 1， 2  2  1. 6  7  6  m"  

延 而 柿 1， 8  8  7. 2  6  7  m"  

m物総1;' l 1. 4 4 0 m  

構 造 鉄筋 コンクリ ー ト立i地上 2

附 j也下 l 附

本市立は名 i'i 庖 J: : ¥' 1大学創立50年，1C念 'J>: ¥' 1 の一環としてI . I ! . 没されたものである。

l ¥' ; J < : されたものはオーディト リアム( 約 800 名収容で ，J時ij.i( ，i:Ji劇，背! 忠などに能

川できるマ J レティ ・パーパスホ ーJ レ) と会活宝 2主であった。立地条fl としてもすぐ

必 IC 木造本舶があって ， 将米 ｒｃ ｾｉｃ 改築されるため ， それとのｩＡ ｉｗ｜ｩ 邑路も考慮にい

れ，会よ車宝の位置が決定された。

オーディ トリアムの必本方針としては24mのスバンを R Cのシェル ターで包みたい

という ζ とと折墜による鉱 i泣linf mの〉を期待して折版榊逃を採用した。

Ｎ［ｾＮｩｬｭｬ 始は ＳＲ 年であったためまだ折版のデーターも少〈尽 ｗ ， ! i ! : の接合部の解決，

主筋の 7 ンカ ーの刀法など IC1'1'1: 心した。f ;U+ l スラプのコンタリートはスランプ 10c m

とした。

ｮ ｬｾ ｣ 没耐 ［ Ｑ 交fll 3荘13 線"t 3300V

動力 3 相 3 斜ht

fl Hl  盛光，白熱燈の l也搾

合I! ({ I加設耐i

ij;j'.li 鉱 ':-:11北側¥日 i-m，r& 

知書i

樟Et 設備 給; ] ( ;](i i J 引込

排水 向然排水 ，一部ポン

プアップ

消 火 邸内消火線 4 ケ所

換火設官;1 送風機 1台，排風隙 1台 iζ

よる

Il l i Ii J設備 調IIlli H F 700. ガス 7 7 一

ヰスによる温風l唆m

，， ｾＢＺｴ は前日己のように多 ｮ 的 Ic ( J I ! われるためステージの Jj ，( 扱い必および音響処PJl IC も

ｃ 心した。ステージはうさ校品ｾ出 ｬ の必見を多く 入 れる乙とになったが ， 今ｊＮｪえればその

必要はなくもっと思いきって処怨すればよかったと与えられる。主主管は結局レクチュ

アーを主とする ｾｗｲ［ ホールとそ Ｓ えて処 ｐ ｊｬした。 ｾｴ む ｬ は ＵＮ 26m"/人でマルティ ホー ル

としてはやや多めである。 ｪｾｪ￟ｪ 残智時 ｈｮ を ＱＮ ＲＰ 秒 Ｈ ＵＰＰ ｲＮ において〉として計算 値 ，

:Ji測{立 は下ぷの通りである。

外 1 250 1 500 1 1. ∞o 1  2，000 1  whi t e 

付 算 値 I 1. 303 I  1. 16  I  1. 16  I  1. 02  I  
Y2 i荷] : 1 11年 A . V V V  I  A .  A V  I  A .  A V  I  A .  ｖｾ＠ I  

: J i 測 値 I 0. 9 1. 1 I  O. 9  I  1. 1  I  1. 1  

， Ｆｾｩｉ概ｾＺ

低 jl ，Ji 政調i分で特 IC T r が泌ちたのはそのt ¥I 分の T rを500r. 以上の部分と揃えようと

忠誠しすぎたためで . I止近のオーディの傾向としては干均して T r を長くとっている

から怯相残響を今少し長くとってもよかったと止l っている。また浪型実験を行なわな

いかぎり災訓HJi i は計算値より 'l' JeJ して . 0. 1- 0. 2 の落ちがある乙とも注意したい。

( ただし ，小ホール，およびエコ ーそのf也のp; i ' a! J は除く)

12 



地 階

1. I環 m 機村ヰィ

2.  fu ｾ Ｈ＠ 可r

3.  :u FF 

4. リター ンピット

5. ドライ エリ ヤ

5. 排 ;;i¥ )' " 

3  階

1. 技 土 佐 京

2.  1快 'う' 'i( 

Ｓ Ｎ 繋流［器ｾ

オ ー デ ィ 卜 り ア ム

A l 舞台ホリゾン ト砂付 サテン吹付， 同 hh%円反

射板1f. 天井 hil反射板固定 1. 上 下 可 動 l

階

1. ピ ロ テ ィ ー

2. ホ ワ イ エ

3 界 子 悦 所

4. 女 子 使 lfr

5 合 JOIl 

6  オ ー デタイトリワム

7 ス ア ジ

8.  j主 '-i{ 

9.  i且 路

10. at ; 世 本 ｬｾ［＠

A タ
ロ

タ

B.  fJ!! 所

C. 従 リ 通 路

D. グ ク ト

E.  j，l  ｾＨ＠ )'" 

2  階

1. 会 よ車 可E

2. ホ J レ

3. オ ー デ ィ ト リ ウ ム

4  ス テ ー ジ 上 部

5. スポットパルコニー

6 調 光
目見-) '3{ 

7. 政 送 3{ 

8.  . r {  J レ コ

A. グ ク

B l 客席 前% 天! i ' 8分叡下I也ハードボー ドヰリ 付け，後部天i I 本E 版下 l血!l! IJn明 け の上

ハードボード銭り ，両日品! 盟 : 折版{ 畳間i分コンクリ - r. モルタル塗り ビニ ーノレペ ンキ

仕 上 . 1，; 11"1冊目イ; イLベニヤ ， リプ打ち . { 五段ロッタウ ール下地空[111明け 4) 孔 ベ ニヤヰリ

ff . l- I <リノタイ J レ

13 



新阪ーグ|

工事監理 阪 急 不 動 産 株 式 会 社

股計施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

14 



);"{以 防水モルタルデリンカータイル則，

IJE アルマイト Jnll .. 7  J レミリププレ ト

州側十Ul . 処刑 カラコンモザイタタイル

ｬ｜ｾ＠ 磁; 出小 11 タイル

;t( ステンレスサ γ シュ ・グレーペンペ

アグラス|配込( ，' I j 側 7 J レミサ γ シュ)

Ｑ 防ｾ｜ｾＢｚＮ ｦＺＺｾＧ｛ 外l司pP. IEI :i; 1(i f1l;)' えステン

レスガラススヂリーン

新阪急ピＩ ｾ 股計につ いて 正

乙のピノレディングの設計にあたってI訟も l問題になったのは . c . の梅伺周

辺ターミナルの特殊十l と大阪駅J i i f日刷化計耐の一環としてのオ 7 イスピル

の ｻｅ り Ｉｪ の検討であった。終円数十万の歩行 ］ 円の流れ ｉｃ 対する地 上 ｾ判 Ａ 日

4 米のアーケードは ，その90%を吸収して地下i主総通路 IC導入 しており ，

M: mi: W50. 000平 }j 米におよぶ・lも務所および山tili 応対し地上，地下階 ICおけ

る本館への噂入ルートと立体交流のI問題 ， 日動 rjJ .ICよる PHf ! な寄付 きと n

* などの公共i固有iの強調，それに容積率，などの条i ' 1'1 Cよって; . I ! 策法部法

第57条官f例によって附和35年12月許可された ，地上41米. J也下22米の 17府

ICおよぶ刈崩事務所を主体とした; . I ! 築である。

近代、Jl 務所; . I ! 策として段も重要な条例として室内環境を低伎に保 つ乙と

である。 E のために空気調布l設備についてはれ附ユニ γ ト方式を探周し ，

窓側系統は分離させ全 ｾｩＨ ｬ ｣￬ 品ってｮＺ￬気 Ａ ｬ ｬ ｊＮｭＨ，ｽｬ Ｚ｣ よる主内空気の ｩ 嘩過 ｩ ｎ 浄化

をはかつている。

外部騒音の遮断については ，グレペーン市桝グラスi < l ! n J のステンレ スお

よびアルミナム併 mの特別 '11位窓はもちろん . iJ'WIi Ufl 騒音を迎 1<: 反射させ

京内よりの倒 jlf を拡くするため ，名師寺出上部を 32。傾斜させ ，窓而えの入

射を IVi ぐ' J i 験に) ，，1、た; J i J 十である。音符学の楠{ 成ハ リス氏もとの提架 IC興

味をもち ，その効果を認めている。無符宅における械'l' 1'Ji 験により窓面音

圧が 仏 ＭＭ Ｚ［Ｓ に減少する官ｩＡ ｴｾ が切らかにされている。現場測光と併せて別 ｉｃ

f申告したいと号える。

また市営 1:6述地下鉄外nと 4.5米 1<: 接近した i也下段を全品. ( 22米のa 吉 広

告 ｪｪ さくして ， それら ｉ＼ＺｦＧｦ 等の支 ｾ￬ｾ を見なかった ｅ とも ， 乙の軟弱地盤 下 ｉｃ

おける竹中式深礎ユ r. t の技術的勝利であった。

グレイの T J レミナムの庇と銀自のステンレスの巾位窓の; . I ! 統するゆるや

かなカーブが， 乙のi . I ! 寝の) [ ; 調となったが，乱雑なとの地区の相; $ の色彩

から附雌された ，憩いの一戸j を創り 111したい息: 図でもあった。

( K K竹巾工務J ; l f取締役" 止ま十抑止i )
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l 地 下 ア ー ケ ー ド

ト 地 階 ヱ ス カ レ ー タ ロ ピ ー

16 

処 築 !立也 大 阪 市 It 区総[ 11 8 需 j也

敷 地 図 的 4.079. 5  m
2  

(  1. 234. 05門' )

ｾ築商 ｗ 3.40:) .  25m
2  

(  1. 031. 3  fI') 

ｾ犠延 ｉ 町制 52.  V47.  76 m2  0 6. 016. 97門' )

内 E沢

地下 5 階 16.  Ｗｾ Ｇ Ｖ Ｎ＠ 69m2  (  5. 081. 0 坪)

地上121l1'i 34. 629. 39m 2  0 0. 475.  Ofl' )  

ＨＩＮｾ郁階 2. 844.  57m2)( 860. 48坪)

深 さ ＩＮｾ俊民ｔｦｩ ｩ G  L - 22.  OOOm 

尚 喜 軒 以 G L  1  41. 000m 

1tJ:商事f“ G L ←53. 000m 

鉄桝尖端 G  L  + 73.0∞m 

J '. JUI ＮＧ，コ ｬｾｭｬ Ｓ Ｔ ｩ ド ＱＰ ｊｩ 1  11 

竣 工 II{州 137年 1 JJ 23 11 

AL 艇 二l 担、 特 訓 竹 中 ベ 深 礎ーnl 、

主 体 桝 進 鉄 '1'( 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

地 下 工 法 に つ い て

己の前阪急ピノレの_ C ' J l ICおいては ，竹 </1式

深礎工法 ICより ， 日本ではじめての総地下 5

mのものが，しかも縦川地区のような軟弱地

般のと己ろで完成された。 乙の工法は . ，1，倒

鉄矢板のかわりに ，竹中式オーガーバイルの

杭 ｾｬｪ で ， 強Ｑｉ庄の ｩｦ ｦｊい Ｑ ＮＱ Ｑ 留を行ない Ｎ ｾ物の個

体を 11"( 接支保工( ! l 1  I i ' { のための仮設構策物〉

として Ｑ 転用し ， 地下 Ｑ ｾ キかられ附毎 ｉｃ 判 ｬｩｮｊｪ し

ただけ地下 lζ l伺って掘削二を構築していく特訓

地下: 1: ( 1，である。1' I ' J; は無音無骨，! J l . hででき ，

また個体を支保コ. とするため ，安全かつ11Pl t

的経済的な工法である。



新阪急、 ピノレ平面図

8  5 階

1. エレベ ー タロビ ー

2. 険 特 室

3. 中央! 唱作宝

4. 貸 倉 時

5. 従業民佳室

6. 工作' f j f _

8  4 賠

l  駐 車 均

2.  ｾ聖域室上田Ｚ

3. 貸 倉 賂

4. 管 理 室

5. 中央監視室上fお

8  3 階

1. エレベー タ ロビー

2. 駐 車 場

3.  f且 調 室

4. 迎転手控室

5. 貸 庖 舗

6. 管 理 室

10 10 
J l l ' " 
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新阪急ピノレ平面図

2 階

エレベータロビー

貸 庖 輔

7 7 ン J レーム

分 電 2控室

1 階

エレベータロビー

貸 白 川

よN 行

i王 宝

ｱ 宝ｾＧｽ

j 住 下 辿 切

階
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新 阪急 ピノレ平面 図

2  ，皆

1. エレ ベ Ｍ ｾロピ

2. 刻 行

3.  U 券 会 社

4. 民 主

階

エレベータロピ -

，_:1:; ｲｾ Ｇ ，＠

>  号電 1 三

11 主

品l ，1M ヰ〈

3

1

2

3

4
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=  

軍

4  - 11 階

1. エレベータロビ ー

2.  ｊｾ 宝

3. 男 子 促 所

4.  t: 子 便 所

5.  i時 沸 室

6.  " " 羽 宅

7.  分? 丘盤玄



三新阪急 ピノレ平商図

階

エ レベータロビー

レストラン

厨 房

貸 会 E控室

ピル事務所

空 間 主

内

4

・

・

・

・

・

・

，
.
，

A

q

r

u

q

o

a

q

p

b

p

o

 

ーー

1 階

エレベータロビー

織 片 山 定

席 上

R

L

2

3

 

R 2 階- R 4 階

1. 漁 村 主

2.  エアーチ十ンノイー

に号1
階R  

階2  R  

R  
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1 階 玄 関 口 ピ ー

特 別 応 接 室 12 階 集 会 室
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ア
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専 家ｲｾ＠

長寿ICいたる人は! 野菜を好むようだ。やすい門ざしは

ふ 〈

うまいし栄 j長食でもある 。高い河l琢を食 って生命を失う

人もある 。 811;のパタ焼は コ ックの腕の見せ場だともき

く。

クジラシ家 JWな趨デラックスイ' j : 宅も，舶来の干ヰ水や

おしろい

rl 粉をj式い去 ったら ，十人並以上というのは数少ない。

述築はその附代の技術と生産品で組立てられるのだか

ら，どれもこれも似たような杭プj 休空間の車Il 1' i わせにな

り易いのはjn出! もない。 しかしt'[i. 20刀もの家で，苦の殿

綴みたいにミ鯛の目玉の肉、ばかりつつき回すのは上手

な金の使い方ではなかろう。芦屋の山の上ICモダシな鉄

骨住宅の隣 lζ ，手足の不自由な彫刻家が独りで建てたコ

シクリ ー トの粗末な住まいがある 。専門家がみたらおか

しいととろも沢山あるが歪んだ天井や不盤形の皇室のかも

す空聞には|時間と エネノレギ ーが刻み込まれているなと感

ずる 。

専門家というものは ，案外寺川家でない場令が多いよ

うな気がする 。 (AH)

建 築 と 寸 法

五位築の設計が人間生活のためのよりよい生日空間を作

る乙とを目的としている以上，建築の要素である寸法

は，人間とともにあらねばならない。人体動作は姑築寸

法の '1' で最も主要な寸法であり，モデ ューノレの決定には

ｩｬｬ ＧｽｊＡな役［甲 ｬ を来すものである 。 適正五Ｎｬｬ築 ｾＩｩ ｬｭ を作るため

には，門的機能と ，必要設備の種類と大きさを知るとと

もに ，人体動作、n去をう; f lるζ とが大切である 。

寸法が現在のようにメ ート ノレ制で行なわれている限

り，メー トノレで表わされる寸法は単純なほどよい乙とは

いうまでもない。l Oc m を基本に選んでいる多くのモデ

ューノレもその立場から導き出したものであろう 。 しかも

乙の基本モデュ ーノレは多くの建築家が考えているそれぞ

れのモデュ ーノレの数似が設計の必要度からい って共通が

あるように ，モデ ューノレの数値の逃いにかかわらず，共

通の問題としてiil 究する必要があろう。 ( MK)

採 算 性

R l l 築がおとされる場合よくいわれる 言必でミ採算性、

というものがある 。 ζ の点だけにしぼ ってみても ，今日

みられる多くの建物はどういう姿勢でとの問題に対処し

たか，その汚然の深浅が容易』ζ 判断される 。

ただ単IC f I 分の主張する不規則な 1-.1削ζ 主主弊率の高さ

を誇 っているもの，あるいは社会全体の発展に円を勾け

た頑問な姿も見られ，それらの '1'にはその法本的綴能す

らも半減しているものも見うけられる 。乙れらの建物は

それぞれその災現までに多くの努) J が重ねられたであろ

うととは容易に批祭されるにもかかわらず，乙の現実は

挫物がその災胞の段階にうつされる前にその採算牲に卜

} 分のヨ5- 慮を婆求される乙とを示している 。

乙の企 画 の段併ではｒｬｬ築 家 はその ｾｪｬｲｊ 的洞苦笑力でリ ー

ドするととは少なく ，とれがrSUEの自jSdJ i 比百しを呼んでい

るとも考ーえられるが，われわれが泣かな社会生活を立受

できるためにも ，乙の高度の係r ，WI ・が強く WS'l される所

以でもあろう 。 ( Y r )
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( 本号と次号は上記の執司E者 IC担当してもらいます〉

建 材 ラ ッ シ ュ

A 氏の住宅を依頼されて設計 rl1の主u築家lζ T E L があ

った。応接間の樫は0 0ライトにして欲しいというので

ある 。ああよろしいと符えたものの ，Ejl 築家はそれがど

んな品物かは っきり解らない。いろいろ淵べてみると某

メーカーのものである乙とが解 った。後 I I A氏 iζ 会っ て

附いてみると ，ある婦人雑誌の住宅仰に山ていたという

ととだ っ た 。 乙うい っ た乙とは果してｾ築 米 の ｬￇｃ ，なの

か，それともハシラ γ する新建材の!nt創出lからくるもの

なのか，同じ材質でもメ ーカーによ って呼初、が逃いそれ

ぞれの特性を生かしたもの ? がずいぶん山まわ ってい

る現在である 。チ ョイト 見かけたがf村料をいちいち設計

者lζ いわれてはたまらない。 (設計者としてはもちろん

化学組成とか特長は解っ ていても商品名として解らない

場介もある) 。 一般の人は週刊誌，テν ピ，婦人雑誌，

E T C . のP Rにより新建材の名前は案外よく知ってい

るのである 。 新 ｾＱ ［ｪの名前と特長をＺｊ，ＧｊＺえるだけでも大変

だし，それらを十分検討してうまく選分け針通所にしか

もうまくデヂイ γ をするという乙とは， tii 築家としては

主主材ラ ッν ュに) u いまくられてうれしい悲鳴ど乙ろか，

J々 しい悲鳴を上げねばならない昨今ではなかろうか。

( Mv)  
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ガラスを組合せた断熱遮官¥' 1 ' 1のサーモペーン悦府ガラスが使用

され ，グレーペーンの裕ちついた色測はアルミとステンレス IC

見'JliCマッチしています。
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テ ン / '{ ラ イ ト ・ ド ア

新阪急ピルには ，テンパライ 1 ・ド7 が 257 枚 It<H けられてい

ます。強靭な Ｑ Ｒ ｴＦＱ 亨研 ｬ￭ｾ 板附子の透明日工とステンレス ・ フレー

ムの郷きは，1 : . のピルの i章容に一段と交申さを添えています。

③処，Ｈ，Ｇｾｾ珠洲主

新 阪 急 ビ ノレ

塗 装 工 事 株式会社 中 村 塗 装 庖

lグ
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幹線配管ならびに動力操作機構

電 気 設 備 工 事 株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会
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機 械 室
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名 古 屋 特 集

森 川
こま乙 ー一

日
n
nド

山

H

M

とら 1f . というので，)芯の同きもの( 主として陶端) の集まった乙と

拝えて八頭 lζ 及んだ。 乙の大成小1たが年末年始にかけて机上狭しと並

ダ11する乙とになったから驚いた。誇張して申せば座右周辺 iζ ジ ャ ン グ

ノレのムードカえただよって来たのである 。

あまりの乙とに一頭づつを来訪者に進ぜようと思ったが，宅寄贈者の

j亨志を無にするようで忍びない。丑年といえば牛，皮年といえば虎，

どうして ζ うも殺到するのであろう 。

思えばこれが日本の実相のようだ。都 rjj には人間がひしめき 3 汚 水

が溢れる 。 IJ Ｑ や海へ行けばスキー Ｉｉｉｾ や海水着で旦 ＱＱ まっている 。 縦泉へ

逃避すればハヤリウタで悩まされるのがオチである 。

観光地のみではない。港では沖待ちの船で勤きがとれず，揚げも卸

ろしもならずに船員は空白を嘆いているのだ。試みに脚下の名古屋港

のととを調べてみると，昨年の 6 月はじめから 12月末にかけて，長 期

港内の碇 ｩｬ ｾ Ｑ によるもの延べ ＳＵＱ Ｇ 笠を ｾ￬ Ｚ え ， 平均所要回数を超ゆる ζ と

1，895 EIl ζ 上り ，船主の蒙った損失は 12佑、 4 千万円と推定される。ま

た1' 1'待ち碇泊によるものは同じ JUI聞で 610 貨に上り ， その時I " i 主 iζ 及 ぼ

した損失は 9 依 3 千余万円と見られる。ほんの 7 ヵ月 聞 に21{j古8 千 万

円のロスで， とれを年聞にJ i i! 拝すれば 37 億 3 千万円という巨額にな

る。しかもこれは名古屋港だけの訊である 。全国の重要浴湾のロスを

加算したらどれほどになる乙とやら ，考えてもゾッとする。

公共投資の立ちおくれ，殊 IC浴湾道路の整備改修の不十分な ζ とは

耳:1ζ タコのできるほど聞かされているが， さて乙うして数字を上げて

みるとなるほどとうなずかれる 。長ー気の調整もよし，貿易の自由化も

よし。なにどとにも立ち 向 って行かねばならぬが， このような見え

るロスを一刻も早く解消せねばなるまい。

とらの群像と 出船入船のラッシ ュでは三題ぱなしにもならぬが， 乙

んなこ題の トピックでも日本の抱えている幾多の懸案に繋がってゆく

のである 。

主主れ走れ.ノ と上を向いて走ってゆくのは ｾ ｉ ｾ 能率であり ， 不採算で

もあるのだ。 乙とらで安座調息してみてはどうか。 おのずから窮通す

るものがあろう 。 (' 1¥者 名古屋商工会議所専務珂! 寄り
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伊勢 湾

lI il 和341，f-9 )J 26 Wi 支' 1' - - ，愛知， 一:

' 1 1 : ，岐阜の諸県下を襲った伊勢荷台

J!fl Ui ， - 瞬にして木市に死お 1，900

余名. 全j袋7，700余" - 茂木 67 ，300

ｾｊￎ という台風史上空白 ￭ ｪ の被告を与

えた。この背更! ! を緩めた被当の状況

については，当時すでに関係各方而

で徹底的な調査が行なわれ，そのt ' l f l

& 詳細な発表がされているので. い

まあらためてここに記載の必裂はな

いと思われるが，それからすでに 2

ＴγｊＭＧｉｾＭ 。乙のｼ品 ｬ もっとも惨禍を乙う

むった本市南部低地裕のその後の状

況についてやや旧聞 lζ 属する嫌があ

るのみならず，いささかi夜、題と合致

しないうらみもあってはなはだ恐縮

であるが，イ山こ持ち合わす種もない

ので， i直接私どもの関与した砧築行

政郎面一一弘は当時建築局指導課の

一係長として住宅金融公庫融資によ

る災害復興住宅の認定業務とその後

処築基準法の規定に基づく災3ι 険

区域の指定事務に携わったーーを-1.::

としてそのー断而を紹介することと

する。

1  .  災 害 危 険 区 域 の 指 定

本i Ti は，昭和3M I' - 3 刀24 1-11' ，川l; l

7打条例第 2 号をもって 11'， i 'i}芸市災

件危険区域に| 到する条例」を公1' I i し

問年 6 ) 1  1  1:1から施行している。こ

の条例は IPすまでもなく伊勢湾台風

の惨禍にかんがみ，今後再び乙のよ

うな災害を繰り返えさないよう防災

24 

よA

Iゴ
と 建 築原L

原

対策の一環として制定されたもので

ある。台風直後，固においては対策

本郎を設置したが. A ; 市においても

これが対策樹if_ーのため市長を会長と

し司学識経験者，関係諸団体代表.

関係行政機関の職員お本び市会議員

のなかから選ばれた90人の委員から

なる名古屋市災害対策協議会が結成

された。乙の協議会において「名古

屋市災害対策要綱」が定められたが

本1 t 綱は 1111羽135作度以降強JJ に批准

しなければならない諸般の胞策につ

いての方針を樹立したもので，主主築

関係事項として

( リ防火体勢の強化

( 2 ) 災害危険灰域の指定

(  3  ) 公共施設などの永久構造化

(  4  ) 公符住宅およひ' 学校施設の

永久構造化

( 5 ) 災害対策関係初代

な どを取 上 げている。当時正ｾ設行か

ら全国的 lζ 災害危険区域の指定につ

いての勧告もあり ，われわれとして

も是非乙れを具体化すべく決なした

のであるが，何分にも企庁あげて災

害後の応、急措置に忙殺され， ; ! 志木的

な調査を行な う余裕はまったくなか

った。そこで1111和34年 l l f ]， 何1市計

画ならびに建築技術の分野からみた

被筈調査と主t築基準法知39条lζ 悲づ

く災害危険区域の指定にともなう池

築Hnli 月の原案作成ブj をru設' 1m築研

究所に依頼したわけであるが，同主t

築研究所では本市の依頼を直ちに諒

とし，問I cf l1よj 下旬から 12月上旬 lこ

の そ 後の

清

かけて 10 日聞にわたり第 1 研究郎i三

新海悟郎氏ほか 5 名の研究員を本市

に派巡し. 本市職員および高校生40

4うを動員して現地調合が行なわれ

fこ。

ζ の調査結果に基づき， 1111平n35"1

1 月「災害危険区域の指定基準( 第

1 次案) J が提示されたが，本基準

案の意図すると乙ろは「今次台風に

よるおびただしい損害の直俊原凶は

予期しない高1布|による堤防のVUl'i: に

あるが，岐本的 ｬζ は，海抜ｾメート

J レ以下のーHfi l 1 ! ! . が計画性にうずく市

街化した乙とにもa因すると考えら

れ，その対策としては，低地峡の体

質改普( 地上げ，建築規fljl J ) が絶対

の必E・条件で，原則としてま] 築物の

地盤面の高さを N_ P  ( +)  3 メート

ル以上 と規;Ijll する乙とが是非必要で

ある」とされていたため，土木関係

ブ'Iilli から強硬な反対芯見が HJ1た。す

なわち，災害危険区域のうち，第 1

草nに属する臨港地区は ，明治の末 JDl

から 1111和にかけての埋立地で地盤而

が比較的高く . おおむね N .P ( +)  

4 メートル以上の高さを有するが.

その他はすべてそれ以前 l乙造成され

た干拓地で，地盤は#ij 抜零メート J レ

以下の部分が多くこれを N_ P ( +)  

3 メートノレ以仁に JJJI 上げすること l

.:I _:ii l， 日li 搬機関などの関係からイ、可

能に近いという乙とおよび現在道路

の山上げについてはなんらの計画も

ないので，いたずらに建築敷地のみ

が地上げされた場合は，道路面と段



差を生じ，囚った問題を生ずる可能 本条例は，建築基準法第39条を収

性がある乙となどがその主な政由で 拠とし，名古屋港周辺を合む南部低

あった。 地域一帯を災害危険区域に指定し，

建築研究所では現地の意見をしん その区域内における建築物の敷地お

し叩くして同3認を再検討の結果. 悶 よび構造lζ 関し災害防止上必'lJ!な fljlJ

61'- 3 月あら ためて知 2 次案を作成さ | 仮を加えたもので， 一口lこ巾せば沿

れた。乙の案は，臨海地区における ｪｔｾ 至近距離に居住施設の ｅＱｪＮＲ 砲を禁止

|りj 災計画 lこ関する両信事! J j ーすなわち し，建築地盤面の山上げと床高およ

(  1  ) 鍋田千桁j也先と繊須賀凹JJ 也 び構造の耐水性を' l ! ! : : Rしたもので，

先とを結ぶ延長 9 粁の高槻i防波堤が 11条および附則からなっている。特

lt1JtJ に建設されるものとする。 に:j ij 則が設け られていないのは，あ

( 2 ) 天端腐と被mが十分で i往 くさでその成果を建築関係者の l'lj ミ 誉

; ] <! こ対し破壊しない河 川 堤 防 が 早 性 ｬ こ期待されたもので Ｎ 条例ｾ反の

ｊｾｈ こ建設されＮその維持管理がー Ｑ Ｇ ，分 あった場合. 必裂に応じ本法第 9条

行なわるものとする。 の適用によってZ . L I 二の約百命令を発

Ｈ Ｓ Ｉ 災 ｾｉＡｻＭ 時 ［ζ も迎転をしうる強 するという仕組みである。施行の経

ノJ な掛; ] < ポンプ湯が |ー分整備される 験にかんがみ， 一・部修正の!裂が泌め a  

ものとする。 られているが， 参考会でにその全文

(  4  ) 荒子川地区開発計画! ことも を末尾に掲げておく。

ない 荒子川地区は土地区困整丑I ! 事

業によって， N.  P  ( +)  1. 3 メート

ノレすで埋立てられるものとする。

( 5り) ｻ以悩Ｚ式黄 ｴ前 ｬｾｊ 須 ｬ 賀 ｈ町町口汀Ｍ池先の埋立 ｩ地 Ｑ也品が早

j均則9引lにE砧l主: 設されるものとする。

(  6 ) 貯木協は将来凶部臨海工業

地，iiJIC移設されるまで，?4!: t足その他

木材 i mW防止施設が胞されるものと

する。

2. 災 害 危 険 区 域 内 の 建 築 状 況

について

の 6 項目が一応満足するという条件

のもとに立案されたもので. その2 f

旨は これらの土木工事を勘案して

}l) 1次案で問題となった地盤のU上

げを ・部緩和しこれを建築椛. i i ! 1lui

でtlli J . L し最少; 仮人命の{ 呆謎を| 湿ろ

うとされたものである。

条例の施行lζ 先立ち あらかじめ

j血行後の影響を予測して規f ! i IJ の似宜

ぞ則するため問主II 築研究所l乙依頼し

て災害危険区域内の述築物の復興状

況. 今後の復興計画ならびに復興実

現のための経済負担能力などの調査

が行なわれた。乙の調査の結果，

写真一3 床下を鉄筋 コンクリート造ピロテイ式と

この第 2 砂く案を基礎とし 111:1和35

年 5 J . J . 建築局指導部内に おいて.

「れ古屋市災3 危険区域K 関する条

例案」が起草された。本草案はその

後数次の現地調査と検討のうえ 8/J

指導部案として取りまとめられ 引

続き関係各局において慎重なな ｾｩ 調

整が行なわれた。この間建設省ー千九

iti)主inTl l ?4!:'Iil' :任会，愛知 l往築士会な

どのぷ見もあって. その一部 lこ修」上ー

が加え られ. 去るl I iff.n3 MI' . 3  )j 8  11  

trl 58号議案として市議会 lζ 提出され

!日J)J  10 1-1議決を見たものである。

(  1  ) 条例を施行した場台地上

げ工事を除けば，現在程度の災答復

興住宅資金建設融資の域内であまり

問題を起乙さず，条例の適用は可能

と考えられる。しかし現在 Ｓ Ｕ ｾ ぢの

建築物については復興計画を全然も

っていないが，乙れらはーに復興資

金の調達が不可能なことに起因して

いるとみられるので，乙うした階層

の復興を促進するために融資枠の拡

大を考える必裂があろう。 白

した木造住セ (i t 4 区笠寺町)

2手f l - 4 基礎を 剥くした木 造ｾＨ南区七条町Ｉ
( 2 ) 条例適用のため在来の平家

木造建築物 ｬζ 対する建築 Ｑｾ の負担額 1] ) '.1- 5  

は， 21絡主t 1  1桝耐ノk椛迭にする場

会均 ｌ 当り ＱＲ ｾρｆｩ となるが この程度

の建築1' 1 増は延却の縮少などの手段

lこより イ- 分消化している。そのため

災害危険区域 ｴｲｾ 3 郡区成内 !C 2 断正II

ビロ テ ｦ 式とした ｗ ｬ［ を ｊ ｉｉｊ ， ｬ ｬｉｾ利 ＱＱＱ し て

いる会祉事務所( 港区l目前:1町)



の規{lil Jを行なっても，その実現は可 ので詳細は明 らかでないが，乙れ ら

能である。ただ，第 5 種区域( 南陽 災害 Ｔ 区の台風後今日までの隊総 ｉ Ｎ ｾｉ

地区) で N . P  ( 十) 2 メート J レの敷 市ij状況は図- 1のと おりとなってお

地地上げは建築工事貨の35% 内外の り. 台風翌(' 1のl凶和35年(;t 前均の約

［ Ｑ ［ ｾｊｪ 符となるた め ，個人負担では実現 509ぢ憎という数字を示している。こ

は'nμ でない。特別の地上げ融資を のうち， ｾ ｉ Ｂ 木造建築物の件数桝 ｉｊｮ は

)) IJ 途に) Z ，. えるか，その他適切な措 置 さらに急カ ーフ。をたどっ ている。

にまたねばなるまい。 一一図- 2一一ーl時暴落した地価も

との結論を得ていたので，われわれ その後間もな くはね上り， JVI: 今では

としては実施についてーl' 分の俗信を 災害前のそれをはるかに上回 ってい

もっていたわけである。 る。乙れらの乙とは ，防神91対策事業

災害危険区域として指定された区 lζ ともなう安心感もさる乙となが

域はおおむねね東海道本線，国道 1 ら，名古屋市明日の発展方向が地理

号総ならびに一部関凶本総で包まれ 的条件によ り南方に宿命づけられて

た低地域で，港区の全域， 南区， 中 いること を裏づけしているものでも

川区の大部分および熱田区の一部で ある。 中部有数の工業都市三A 県四

あるが，この区域内についてその後 H 市市は名古屋市の南方し乙の聞に

とくに必築状況の調代はしていない ある。関東の京浜. 関i! 9 の阪神に対
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抗する地l実は守中部においては名 l山

地区を除いてはあり得ないのであ

る。国道 1 53総の l有約 5 キロの海j 戸

線lζ 沿って，総工t169憶を投じ，い

ま新たに計四国道が建設中で l
児"1・5

)J  Iζ は完工予定であるが，これがI)IJ

泊すればこの地区のぷ義はさらに

段と高まることになろう。

空前の大被告を ζ つむった災: 占j也

| 文の立上り lζ は，当時少なくも 1ir 

以上を史ーすると想像されていたが，

' F 実は芯、外 lζ 早く，大多数の工協が

1 - 2 ヵ月で操業を開始したことは

誠にやいであった。折しも満 ｩ 骨 ｉ ｉｾｦＺ 己

l弘太風. i i l i 45 .  7m/ sec という強風! こあ

ふら れて以i窃f':91f.立5 .3 1mという米自

白の口己主止を銭した高j朝日こよって. ，4:

i/i 重工業地，! 日- の大部分が海水をかぶ

り，乙のため機能を全く裂失したと

みられた大工場の豆ｾ・機械類が予入

れの結果ほとんど‘蒋使用 lζ 耐えたこ

とが大き な原因であった。 3 刀対余

にわたってiJ17}(し， 2 - 3  ' f V聞は

収獲が絶盟視された南陽地区の7 ] < 回

も塩抜作業の結果翌年の秋 lζ は美し

い黄金の放がうった。余談ではある

が， 台風の斜結i泉T預点金がかえつて士: 11" ' 1何削l山)Jr加[日
|  

した

恨悦強l(，しい、4名ノf: 古E底E人の底力をうかがう{ にこ

足るというべく . ζ の底力が復興lこ

JJ ってノりあった ζ とは 申すまでもな

いζ とである。

条 例 によるｾ築腕ＱＡｩ ｉ Ｏｬこついては Ｎ

前日J己のように元来本条例がFJ 1 忽案を

歩後退したものであるため，種々

の問題点を合んでいる が， 就中，建

築地盤面の i:ai 上げについては施行部j

からとかくの批判があった。しかし

既 存 建 築 物 ， 仮 設 怨 築 物な どにつ

いて は一部緩和の道も開かれてお

り，施行後 1 年半の実績にかんがみ

るlζ ，当初懸念さ れた事項もさして

粗街を来たさず. おおむね円滑に実

施されていると考えている。港のj変

淡土砂は臨海域立町が勢一 杯で，民

間の} 般建築敷地のお上げについて

は原則として 10キロ以上 もある郊外

丘陵地待か ら巡搬されてい るJ dii で

あるが，約 2 ［Ａ［ｾ ｊ の余盛りを 見 込んで

も立米当り 600 円前後で納まっ てい

るようである。均上げされたが『敷地

と従来既存敷地の境界1I付近では凹凸

を生じ， 一部面白く ない引象を呈し

ているととろもある が，過渡的段階

としてやむを得ないと思う。ただ，

予期したと乙ろではあるが，第 5 種

区減』ζ 属する南陽地区は N .P ( +)  

0 .5 - 0 . 6 メート ルの水問地付; である

ため，これを N. P ( +)  2 メート J レ

まで地上げして建築敷地とすること

は工事政において も 3 割以上の増加

となり . 実胞にやや昔話ffil があっ てむ

しろ 2 階建の R.C 構造が流行と な り

つつあり Ｎ団 関地区にｾ［止を♀して

し、る。

高さ測定のための原点として条例

は市内熱田区市場町22君子地先国道 l

号線路上所在( 熱田村l' 自の南約50メ

ー トJ レ) の 1等水準点 174ー 1 を指定

し，その高さを N. P ( +)  6，278 メ

ート ノレと押えている が，木市では施

行の簡便に資す るため昨年80万の経

'l!i を計上 して災害危険区域内の要点

1，850 ヵ所の電柱 IC補助標示を行 な

うとともに， さらに近 く38 ヵ所の小

中学校々庭に表示板を設置する予定

である。

一般住宅については経済J j I ' ! ，'i ;o>ら

やはりその大多数が木造であるが.

台風後)Io木造が回立ってきたことは

がｪ， ｩｾ のとおりで，大 な り 小な り敷 地

および法1飴のお上 げを行 な ってお り

また Ｒ Ｑ 緋正 ｾ が圧倒的に明加し て いる

ことは間違いない。災害時の経験一

高槻l浸水の速度は想像外 ! ζ )必く，屋

外高所に避難の暇な く天井， } 引良を

l波って脱出した実例が相当あるーに

かんがみ，条例には緊急避難の周に

供するため避難室. 脱出孔が認めら

れており . 一時平家惑の住宅l乙は乙

れらの施設を設けたものもあったが

故近はむしろ 2 階建 lζ 改修いちじる

しくは迷期しを行 な っている乙とは

好ましい傾向であると思っている。

た だ し 地 震 ， 強 風 lζ 対するイ- 分な

注志が必要である。

36 .6. 豪雨によ り，乙の地区の一

部は再び水浸しと なり 約 23 ，000 戸

( 市全域では約56 ，000戸) が以ぶし

たが，床上浸水は極めて僅少であっ

た。乙のときは伊勢湾台風とは逆で

背後地からの雨J}<. IC ょったものであ

るが， 堤防の完備と j' )I'J}<. ポンプ協の

強化によっ て数 日で減水をみた。も

ちろん条例規fljlHc よってぬ上げされ

た往物は なんらの被害もうけ なかっ

た。元来がイ民地帯であるため豪雨の

たびごと 1'. なにがしかの波JKをこう

むり ，毎年乙 れを繰り返している実

的で， ζ のときは人命損障がなかっ

た気楽さもあって. むしろ規制lの必

'ili t生を再{拡泌するためκ も好伺の資

料であるとさえ思った次第である。

昨年の第 2 室戸台風では，伊勢湾

台風の二の舞を踏んではと万全の態

勢を整えて待織したが， 中心が関凶

ブIj lbilCそれたため，当市の被: 者は極

めてli 丞微であった。し、ずれにしても

年々才 々，乙のように災害の製来 lζ

おののいているようではまことに な

さけな い話で，防災対策については

さらに慎重な検 討 を 焔 感 す る も の

である。

伊勢湾台風を契機として建築Tl が

はね上 った。 台風直後には瓦 l 枚

100 円， 'lli 鉛鍍鉄板 1 枚 1，000 円と

いう Ｑｭｾ な収引もあったように ｉ ｬｬｩ い

ているが2 これは ))I J としても大工下

mJ 台風前 800 円が直後には 1，000 1リ

- 1，400 円と な り， 1底.l N工に至 って

は実に 800円が 1，200円- 2，000円に

暴騰したe その後半年でやや値下り

おおむね 5 Ｚｊ［ ｾ ｊ 高見当で今日まで落ち

ついているようであるがー 乙の現象

は必ずしも当地方のみならず，全国

的の趨勢のようで多分lζ 社会悩勢lζ

支配されていると: 15' えら れ るが，伊

勢湾台風が一転機を回した乙とは間

迎いの ない事実で，権災者ーにとって

は泣ffiH乙蜂 とでもいおうか。主ね重

ねの災難である。建築研究所の意見

もあり，少な くも住宅関係について

は融資の手段を講じたく機会あるど

とに金融公庫に災: J ; . 特別枠の設定を
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陳情しているが，いまだ解決されて

いない。ただ，規制による住宅の 2

階部と地上げの一部については特別

の考慮が払われていることを附記す

る。

つばら災害復興住宅の認定業務に従 どもあって最高件数を算し，実 f( 1  

事したわけである。 日の受付 935 件 [ζ およんだ。昨年 9

舵災率 Ｒ Ｑｦ ｾ ｊ 以上が補修資金として 月26日が公庫規定による有効期間満

4 万円から 15万円まで，同 5 割以上 2 ヵ年自にあたり，申込みの一切を

が建設資金として30万円( 公庫規定 打ち切ったが，集計の結果によれば

の改正lζ とも ない最近では補修資金

217J 円，建設資金42万円〉までの融

3. 公 庫 融 資 によ る災害復興住 資の対象となる。その認定が，伊勢

宅 につい て 湾台風直後われわれに与えられた任

火災，地震，暴風雨などにより大 務であったが，乙れがまた大変な仕

災害があった場合，限災者のための 事であった。予 ill lJ したところではあ

住宅としては，災害救助法による応 ったが， なかK はひげはや1
1び放題で

急仮設住宅，公営住宅法による権災 被災 fCllii ゃっれしたもの，あるいは

者用公営住宅，住宅金融公庫法によ 泥にまみれた作業衣 lζl 闘l紳巻の l 何百

る災害復興住宅などがあるが，われ 者なども交えて殺到し，台風翌月の

われは ‘ 公庫の委託により，当時も 10月 19 1' 1( こは団地( 社宅) 申込みな
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受付件数 18 ，2 10件となり ，結局台風

直後の 2 ヵ月が山場であった。参考A

までに当時の申込み，認定の状況を

示すと 図- 3，図- 4のとおりであ

る。

建築基準法の規定に基く木市の1泊

認申請件数は年間 13 ，0 0 0 - ・14 ，000件

であるから，台風年末までの 3 ヵ月

/'l4] の受付件数 14 ，837件は優に年間jの

それを上回っていることになる。担

当者，申請者ともに未経験者で，一

面において相談指導をするとともに

他国において泥海と雑踏にま みれ乙

の膨大な申請件数に追随して問題を

起乙さ ないように認定件数を乙なす

乙とは容易ではなかった。いま乙乙

(( ，いちいちその事例をあげるいと

まはないが，業務の実胞につれて種

々の障壁に3起き当った。しかも係員

会員が程度lζ 差 ζ そあれ，いずれも

被災者である。当時 「人並に」とい

う言葉が流行したが，壁に穴があき

屋根瓦の一部が吹き飛んだ程度のも

のは樫災者の{ 中間に入ら なかった。

こうした慈条件下に年末までの約 3

ヵ月間 2 土曜， 1:1  日程なしで文字どお

り不眠不休の認定業務が続け られた

のであるが， 主料、外l和団体などのl享

; 立ある援助な どもあって，とにかく

大過なく乙の急場を切抜ける乙とが

できたのは感謝 lζ 堪えないと乙ろで

のる。

昨年12月末の調査K よれば，認定

をうけ公庫融資によって工事を実胞

したものは 9 ，635 件で，認定申請件

数の約半数にあたる。その内訳は，

怨設2 ，100件，有I i 習7 ，535件であと金

融機関 lζ 関する融資金返済事務を残

し J也ブj 公共団体としてのわれわれ

の委託業務は一切終了した。これ ら

の月日IJ 竣工状況は図 5のとおりで

ある。
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4. 応 急 仮 設 住 宅 と 災 害 公 営 住

宅

災古直後，災害救助法に基づき慌

災者の応急収界施設として取りあえ

ず災，1;' l1!! 1実に 1，196 戸の仮設住宅が

往てられた。 6 凶i也( c 分けられ， Iまl

i也によって戸数に差があるがi長大の

汐止住宅は 504 戸。 なかには ! 日南区.

庁舎改造住宅40戸のように遊休胞設

を利用されたものも含まれているが

棋準型は平家ill 6 戸長屋，壁下見板

張，1呈級波形鉄板主主，天井なし 1

戸あたり 5 坪( うち 0. 5 坪は共同使

所として別棟) という ，いうなれば

ノ¥ラック住宅で，それでも当時 1 戸

当りの ｵｬ 設 Ｗｾ 約 Ｑ Ｐ 万円を要したが，

怒さに耐えかねて後から天引を破っ

たり，内部 (eベニヤの板壁を破っ

たりした。寄りおく先もない必のみ

おのままの慌災者が収界されたわけ

であるから当然のこととはいえ. そ

の後間もなく不良住宅化し， WI"I 五

(ζ は一郎 lζ 集団赤痢が発生し，新聞

紙上を賑わせた ζ ともあっ介。

応忽仮設住宅のl収容期間は 2 :h "1' 

で， Wr:l，f. 末すでに その期限が切れて

い毛 が，立退の段になると騒々複利

な問題があって早急 に は 片 がつか

ず その除却状況は現在までのと乙

ろ 300 余了τに過ぎず差しあたり昭和

3 M[' 皮を初年度とする改良住吉( 1  

戸あた り10坪) 建設 3 ヵ年計画がul

て られている。本年度分 216 戸が乙

の秋までに竣工の予定で逐次乙れに

移 される乙とになっているが町全体

の除却]JG了は早 くてII({ 和38{ f &とJ5

えられている。

災害公営住宅についても，台風時

の市内の滅失住宅戸数約 8，300 戸に

対して. 昭和34年度 1，500 戸，同35

年度 1，165 戸の割当をうけたが. 乙

れまた諸麗の事mがあって実施が遅

れ，最近ようや くお工の巡びになっ

たと乙ろである。

5， お わ り に

かつ ての災害地区を舞台として，

いま _ .E ; I の高潮対策事業がrl々と進

められている。港湾護岸の決域 19 ヵ

所，同破損25 ヵ所，河川堤防の決成

37 ヵ所，同 l政担22 ヵ所におよんだ名

古屋港周辺および随所で寸断 されt，-

南阪南方地区の海; . ; 七河岸の防初IJR

k ついては困，日;Lおよび市( 1 ' ，港竹

}11 ( 組合) がそれぞれの所結l乙応じて

従来のt l 1r妨改修復旧工事を行なって

L 、るが，国および県の分については

すでに約7096. 市の分 le ついても約

5096以上の部分ができ 上 った。いず

れも昭和38年度が峻工期限と な って

いる。また知多半島横須賀町地先と

対岸鍋因子拝i. l t ! ! . 先とを結ぶ延長 9 キ

ロK およぶ伊勢湾防i Wl堤の築造事業

もすでに基本的な一切の調杏を終り

総工費68億の巨f 1 をもっていよいよ

近く本質的な工事若手の段階にあ

り，さらにまた名古屋港から乙の防

潮堤iζ 至る間の航路両側は数工区に

分けられて昭和40年度までκ 大々的

な埋立実施予定で，すで1(. 機須賀町

地先においては最近 100 万坪のJAST.

が完了 し，九州八憾につぐ東海製鉄

が建設中でその一日[1が傑当性を開恰し

ている。

かつて柴仕1，白水地lヌに人的大被

害を与えた図をなしたl行ヱ木場( 直係

1 メートノレ余のベニヤ板用ラワン原

木を貯潤している。) も周囲には

日C 造の竪悶な流，' 1 ' 11坊Lt 壁が設け ら

れ，港周辺の内陸部大貯木場はいず

れも乙乙ー何年の問 l e港外西寄りの

鍋田方面lζ 移されるはずである。

こうした土木事業の進歩{ζ とも な

って伊勢湾台風による災害地区一帯i-

の防災条件も今後急速に好転するも

のと考えられるが，それにしても伊

勢湾台風級の高潮に対しては乙れ ら

の施設のみK よってはその完援を期

する ζ とは困難であるとされてい

る。 乙の窓味 lζ おいて現行災害危険

区域』ζ 関する条例の基礎調査を行な

った建築研究所では「乙の条例は，

国 1黒および市が現在行なっている

名古屋市の防災計四の一環として椛

成されているものであるため，乙れ

らの公共的胞設が完成した腕におい

ても ，その胞行を廃止すべき性質の

ものでは なし、」と経告している。

防災建築の似逃，ひいては熊災安

部市の建設一一乙の課題は ，伊勢湾

台風を契機とし， 36. 6.  ｾ 迂雨，気ｾ 2  

室戸台風を京一づけ として， さらに大

きくクローズアップされてきたとい

わなければならはい。いままさに発

展途上にある大名古屋市の陸の玄関

名古屋駅前地区と海の玄関名古屋港

周辺地区 . ζ のうち名古屋駅前. l t ! ! . [ X.
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写j ! ( - 11 改修中の河伴提防( 庄内川， 新川河口附近)

乙れに引替え海の玄関の方はやキ

立遅れているよう な! ぷがないでもな

いが， 上町:G高槻l対策 'J j:;長，名凶国道

の13目設と相まって，市 ICI 体において

もH付税13561皮からの 5 ヵ" [・?' -I闘のも

とに現 中 川 ｩｩｬｩ 河の凶方地区荒子川ｽＡｾ

辺のー帯 682，000 余坪の水田を埋立

て，土地区画整理ー事業を実施中で，

すでに第 l J l J l 工事として 216，000 余

坪の埋立てを完了し，目下進; 1 ' ，工場

の選考 中と聞く。引続き第 2 JUl 工事

!こ移るが， 乙のなかには予定下川巡河

計・闘が織り込まれており，乙の地灰

一帯は東 iiij 製鉄のul 設とタイアッゾ

して， いまや木市重工業地帯の核心

として力強い息ゆくさをあげてい る。

2 "ド前の悲惨な光栄を思い起こす

とま ζ とκ 感慨は無担である。 辺境

においては 一家全滅の悲i 3 ! ICあい，

いまなお当時の惨害をそのままとど

めていると乙ろもちらほら見掛ける

が，いずれK しても建築指導の一端

をになうわれわれの重立を顧みると

き，乙の ｪ 也灰の 長ｾ会 な 発展を ｪ 引する

とともに将来の方針 に誤り なかれか

しと念じてやま ないものである。

(el!者 名古屋市主II 築局審査課長)

名古屋市災害危険区域に関する条例 (翌2 3122 J A Z )
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写真一13 貯木場の木材脱出防JI :峻

( 港区船見町， 8 丹貯木助)

は戦後短時日の聞に驚異的な発展を

遂げた。 そ していままた市内第一の

規模をもっ て駅前ロータリ一 周辺最

後の一角に大名古屋 ビル( 仮称) が

工事中で， ffi 品交差点から名鉄ビル

にかけての一倍区企画して全国一を

誇る郊外ノ《スターミナノレが近 く着工

されんとしている。 i積極の事前で木

市再開発の一大がんをな していた駅

西地区も東海道線新幹線の敷設とと

もに，いよいよ大改造の機巡が熟し

て きたようである。

30 

四 ft ! 区のうら ，mffiJ i目本線以内の区減

( 災苫危険区域のs ! 別)

第 Ｓ 条 災留 危険 区域を 次 心 Ｕ ￟Ａ Ｑ ｾ 区 分する 。

ili l !m区 以 直後高糊に より 他険のおそれが

ある臨海坦!1工工業地のfrする区域

ili2 s! 区域 iI¥7J<K より f山険のおそれある 低

地 域の附泊予定地の存する区主主

ili3 s ! 区域 Ｑ ＺＱＱ水 ｉ ｾ より 若 しく位険のおそれ

のある 低地肢の既成市街の存する区域

百14極区域 出水 ｉｾ より危険のおそれある低

地 核の内陸部既成 ll i ! l ! i の古ーする区域

首15 種 区 域 山水 ｉ ｾ より危険のおそれある低

地 践の雌村』臨時在の存する区成

2  ＱＩ 日 ｦ ｊｪＡｾ規定する災密危険 区 減は，規制で ｊ ￎＺＺ

める。

( 高きのl1定方法)

第 4 条 乙の条例において建築物の地銀iui の高

き ， ｊ［ｬ＼の路事等は ， 名古屋港器削ＺｩＱｩｩからのＮｾ

i' (以下 r N ・P ( +)  j という。) とし，

測1司法 ( 昭和例年法律釘 188 -fj ) 節10条 K 規

定する永久銀総である 1等水制点174ー 1 ( 名

古屋市熱田区市場町22官地先路上所在。 N.

P  ( +)  6.278 メートルとする。) を器削と

して算定す る。

()ft al iの定義)

第 5 条 ζ の条 例におい て 次 の 各号 ｉ ｾ 掲 げる ｭ

!r!t の滋誌は，それぞれ当該各- fj sz : 定めると ζ

ろK よる。

一 耐水 情 造 次のイ又はロのいずれかに該

当する 4 のをいう。

イ 主要構造都であるf : t : 及ぴはりを鉄筋 コ

ンクリート造 ，補 強 コ ン ク リ - h ブロツ

ヲ造 ，組積造，鉄骨造そ の 他 ζ れ らに類

する 構造 としたもの

ロ 制組壱浸水応対して特K 墜聞にした木

造 で，規則で定める l搾造 とした bの

二 避難室避聖堂 の ｭ ｬ ｾ 供するため平家主 ｅ

の ｩｉＡ築物 の 小原叉は天 ｾ ｉ 泉氏ｩｦ，ＡＺける居室以

外 の 笠で ， 品Ｚ のイ 及びロ ｉ ｾ ｴ 日げる 附 逃 とし

たものをいう。

イ 床 llii 被の合計はi I ! 築物の延べi前磁の10

分のl 以内，日ミの前古は N ・P ( + )  3.5  

メート ル以上 である ζ と。

口 容易K 屋製」こに脱:Uで きる関口部を有

する乙と。

三 遊鯵設揃 ｅ 叡上 ｉｾ 脱 仕 ｬ するための 屋内 か

らの階段若しくははしと及び 脱 出 口 を い

コ。

Ｈ居住 の ｭ ｬｾ 供する硲築物 の ｩｉＡ築紫，ＱＺＩ

第 B条 第 l s ! 区域内においては，泌i戸線叉は

泌ｽｾ線から の距 般 が Ｕ Ｐ メＭ .)レ以内で市昆が

指定する 区威内応住宅，IJt J l l 住宅，共同住宅

寄 宿 舎，下 宿そ の他常時居住のｊｬｬ ｉｾ 供する 氾 ｉ

築物 をiI!築 してはならな L、。

( 硲 策 物の地総l百の商事)

ili 7条 災 害危険区主主内においてi I ! 築物を迎築
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する場合においては迎築物の地盤面の高きは

災 ｭ 位険区域のｦｩｒ ｾｕ ｉＺ応じて ， それぞれ次の

表 11 : 定めると乙ろによらなければならな L、。

τ官官吻 建 築 物 の 地 悠 長 五7

!rl 1 f i R区域 I N . P ( + ) 4 メートル以上

!rl 2f i R区域 I  N .  P  ( +)  2メートル以上

司B 部氏域 I  N .  P  ( + )  1メートル以上

第 4f i R区域 N ・P ( +)  1メートル以上

前 極 区 按 I  N .  P  ( + )  2メートル以上

2  次の各号の l に該当するものについて t! ，

前項の規定によらない乙とができる。

一 貫J 2種区域内において ，次のイ叉はロの

いずれかに該当し ，かつ ，地盤面の高さを

N .  P  ( +)  1メートル以上とした色の

イ 階数が 2 以下で，かっ，地階を干1しな

い延べ面積が 100 平方メ ー トル以内の木

造，鉄骨造， コンクリートプロ : J ? 滋そ

のi自己れらに翻する締造の砲築物で，容

易に移転し ，又は除却する E とができる

もの

ロ N.  P  ( +)  2メートル以下の部分を将

来1f s 磁叉Iま地備とする E とができるもの

ニ 第3極区威内叉は館4極区域内において，

ｾｊｩ ｦ￰ｈＧ＠ N ・P ( + )  1 メートル以上としに

もの

三 第 5lill 区域内において ，基礎を N . P

( +)  2 メートル以上 としたもの

(ru築物の御池)

第 B条 災1 : - 危険区威内においてm語物を犯策

する場合においては . m築物の刈迭は，耐水

構造としむければなら低い.

2  !rl 1極区威内I l : おいて迎築物をm策する場

-A' 11: おいては ，建築物の柵逃は . ITMCi の鋭7立

にかかわらず，木造以外の耐水州立tとしなけ

れば4よらない。ただし，居室を干j しないru築

物で斑ベ面積が 100平方メートル以内のもの

については ，L の限りでない。

3  節 2 f i R区域内，節 3 磁区以内及びi . 1 l 5 fiR区

主主内において居室を有する m策物をm築する

場合においては . 1以上の同室の保の高さを

.  P  ( + )  3.5 メートル以上としなければ

なら低い。たどし延べ面積が50平方メートル

以内のm築物で，避難室叉は避鍛設備を有す

るものについては ，ζ の限りでない。

4  Jl'orJ iの区域内 11: おいて . 1師li' 線又は ζ れに

近j主する浸水のおそれのある河川l線か らの距

献が50メートル以内でm良が指定する民域内

Il: m築物をm築する場合においては ，安全上

支悶がはいと忽めて市長が街定する日まで，

ｭ 築物の ｩ ，ｾ治は ， 木造以外の面 Ｔ 水情逃としえよ

ければはらない。たにし. m Ｒ Ａ ｊＨｴ こにし ｾｦ の

主II 築物及ぴm10条第1号車、ら第5号までに掲げ

るものについては . L の限りで' . t . い。

{ 公共建築物等の地銀面の荷主及び締巡)

第 B条 災・8 位験区技内において， 学校， 病

院 ，集会場，官公務その他乙れらは類する公

共主II 築物又は feffi 所，変 低 所 排 水 ホ ン プ 場

その l也ζ れらは類する場合においては，百11

種区威内を除き ，延べ而積が50平方メートル

をζ えるm築物の地殻面の利害は . N .  P  (  

+ )  2 メートル以上とし ，その締法は ，木造

NP !  
ｻ 崎 ｬ ｦＮ ｾ ｭ ｬ

ｴ｟ ｾ ｜ Ｎｴ￞Ｎｉｩ Ｇ明利 Ｓ Ｕ ｱ 潮 位 ｄＮ ｌｊ

名前屋地法t I ' l 商 ( N .P. ) の説明図

N.  P  とは . Nag oya  Pei l  の簡で，名古屋P. W，司直面の意であ

る。 T .P.) T o k yo  P eil の附，東京問中等潮位) より 1.412m

低くとってある。 己れは名古屋港におけるI i i 干潮位にほぼ近い 6

のである。

以外の耐水憎造としなければならな L 、。ただ

し. N .  P  ( + )  2 メートル以下の部分を将

来) & 磁叉は地調査とする乙とができる精進とし

た場合においては ，m築物の地盤面の高きを

N ・P ( +)  1 メートル以上とする乙とが

できる。

2  共同住宅. ilf ! i i 舎叉は下l(j の川浩11: 供する

もので . l l f べ面積が 400平方メートル壱乙え

るm築物叉は一団地内I l : lli 策する住宅戸数が

10以上である場介のそれぞれの建築物の地盤

面の高きは . N .  P  ( + )  2 メートル以上と

しなければならな L、。ただし，木造以外の耐

水ほ造とした bのでやむを得ない'tlt. tl がある

と: ' a めた場合及び N ・P ( + )  2 メートル以

下の部分を将来基礎叉は地附とする乙とがで

きる柵造とした場合においては N ・P ( + )  

1 メートル以上とする E とができる。

( 特殊の用途K 供するm築物':fsに対する制限の

緩和)

第1日東 災害危険区域内において建築物を政策

する場合においては，そのm築惣叉は lli 築物

の部分が次の各号の- I l : : t 主計するものである

ときは ，第 1 f i R 灰威内を除き ，当該砲築物叉

は当官主主主策物の部分については， 第 7 条首11

lj 'j . 第 8 条第 1l J 1 および節 9 条首11 項の規定

11 : よら伝い乙とができる。ただし，m六. f:-}U::

mげるものについては， ms条釘1瓜の規定を

泊J l I する。

一 巡特派出所，公衆似所その他乙れらに類

する m途 11: 供するm築物

ニ船. { J 場，木材llH車場その l也E れらに顕す

る用途に供する硲築物

三 自動車III 凪(， ｦｦｩｲｬ ｬｊ ｲＨｾｕ その他 ｅ れらに 類

する m主主に供する lli 築物

四 工 場，事業場等における作業場でm要な

ｬｦＺｬＺ ｎｎｾ 長区がない節分

五 居 宣 告 有 し な いru築物叉は居住室を訂 し

ないj ) f べ商務が 100 平方〆ートル以内の附

脱姐l築物

六 応舗 ，{H扮所その! 也乙れらは類する川主主

11: 供するm築物の部分又はこれらに附属す

る居住室の一部

( 仮設砲築物等比対する制限の緩和)

第11条 法第85条第 4 l J 1 の規定により ，市良が

6 月以内の期間を定めてその正l s匝を許司した

ものはついては ，首J 7 ｾ長からｦＮｩｬ Ｙ 条まで の 規

定を ，既王子のm築物を閉業し，改築し，又は

. f t 転する場合で，日j 聞の状況によりやむを得

ないと認められるものについては . 百J 6 条，

m 7 条，第 8 条第 2 lJi れしくはi . 1 l 4 !Ji 及びm

9 条の規定は，適JTI しない。

m

H

 

乙の条例は，公布の日から otilnして 3 月号 ι

ええEい期間内において市長が定める日から民li 行

する。

31 
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か

( はっとりちゆき〉園都市計画への註文がき

蔵)千田( 奥圃名古屋の土地利用計画

雄)博尾(松- 名 古 屋 市 の 公 共 施 設

哲〉船(御. 地 域 計 画 と 工 場 誘 致
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今回の本誌の 「名古屋特集」の依頼に応ずるために，日頃

よりより集まって都市計画上の問題について論 じたりしてい

た 6 名で，それぞれの立場から ，この都市に光をあてる 乙と

を試みた。

相互の内容については，とくに調整をおこ なわなかったの

で，六つの原稿が一貫したテーマを追来しているとは いえな

いけれとも， このまま のかたちでご紹介する 乙と をお許しい

fこTこ、きたい。

今回の執筆を機会 lζ ，私たち も， いよいよお互いの討論を

深めてゆきたいと念願 している。大方の ご叱声を賜 る乙 とが

でき れば，乙れほ ど幸いなことは ない 。 ( 長峯記)

角視の者画

時

H青

林

峯

若

( 長

ン 開 発

. 新 し い 計 画 の 方 法 論

タ ウー ユ ー• 
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都 市計
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画 の 註文 きカt

ー と く に 名 古 屋 の 現 在 と 将 来 の た め に 一

は っ と り ち ゆ き

1-' ，古屋市の都市計画が広く全国にも知られるようにな

ってから数年にもなる。その乙ろの: ? " 古屋はいまだ計画

も行き届かず計画の什子であった道路の拡巾 ・拡長整理

さえも米完成な個所が多く，舗装されない道路 lζ は絶え

ず砂ぼ乙りをあげていたものだし，かの有ｾ，な Ｑ ＰＰｭ 大

路にはペンペン草がはえている始末であった。乙の総子

をみて，心なき人々の時j笑をかったものだったが，復興

計画の進展! C . ともなって，いよいよ街並は務理されてい

き，いまでは都心部においてほとんど新しい様相を現わ

し面白を一新した。乙うした今日を見抜いた立派な計画

に対して，昨今では，名古屋の都市・号| 聞はわが国の都市

計画事業のなかでもっとも秀れたものとの定評をかち得

てしまった。

もともとわが国有数の都市 として成長を示してきた名

古屋市は第二次大li 去によって大きな被害を乙うむったけ

れども，戦後いちはやく立直ると同時に，新しいl時代を

予期して都市計画の新しい空間へのアプローチのための

姿勢を固めた。その見事さは他の都市の追随を許すと乙

ろではなかった。そ乙には，市当局首脳の並々ならぬ心

構えがあったとともに，乙の都市改造rc . 対するねらいを

支える計画のli 攻略と[ 政術とをいちはやく準備した用意周

到な態勢があったという事実を見逃してはなるまし、。

折しも，本年度「朝日文化1 l J が名古屋市の都市計画

上の立役者であった回世間寿郎氏( ) e 市助役) に与えら

れ，その事業上の功紋を大いに日讃した乙とは， i現代

都市の悩みJ ω がわが国はいうにおよばず世界的な問題

となっている昨今ま乙とに当を得た評価であるといって

よかろう。

と乙ろで， i現代都市の悩みJ は，わが名古屋 ! G;i:.無

関係であるといったような安易な問題ではなさそうだ。

それは資本主義大都市K 共通の深刻な悩み一一混乱，無

秩序，不経済，危険 etcーーであるのだ。

戦後十数年を通じて築きあげられてきた名古屋の都市

空間ならびに都市施設にしても「現代都市の悩み」にど

れほど対処し切っているのだろうか。乙うした f 悩み」

のそのj 1J
1
てきたるもとは，おそらく資本主義体制のなか

での現代的な諸要求のなかから見出す乙とができるのだ

が，ひとり名古屋は都市計画
lζ おいて

Nogoyo Co mmune  

と称して安関としておれるものだろうか。

地価j除i1，旧市街地の老化といっ土一般的問題から最

近の交通ラッシュと事故の増大，臨海工業地域開発lζ と

もなう公害の問題 lζ 到る までの「不経済J ( j ) の問題，さ

らに都市lこ対する新しい要求( とくに市民の要求〉につ

ぎつぎに対処するための「経済」山化するといった問題

等々。徐々に移り変わり行く都市の変化K 都市計画は空

間の創造，変革という行動を通じて対処しなければなら

ない。それに，最近の伊勢湾台風の際には低湿地lζ 対す

る計画の無防11111 さを簡単にパクロしてしまった。ひと乙

ろまでは名古屋といえば， i 高度に発達した J; 1 業地域を

後背地にもち，生活1 ' ( は安上がりで労働力も豊かであ

る。気候は温和で，台風などの被害も少な く大変悲しよ

い」とされていだ。

と乙ろが近どろの名古屋は台風は来るし，物価は上昇

する始末で全国一等しにくい都市になっ て しまったとい

われているは》。乙の聞の事'Wも，単lζ 台風がきたために

偶然に物価高になったというものではな く，名古屋が資

表 2 名 古 屋 市 の 人 口

( 名古屋市統計年鑑および国勢調査より)

34 

関勢調脊年度 | 新 市 成 人 口 | 削 l率

大正 9年 651，596 

11 14fi= 816，660  125 

昭HMH和121 5025年年年年

961. 283 148 

1，147，328 176 

1，367，879 210 

9 M，245 139 

HHH 233055年年年

1，083，412  166 

l ，359361  ，780 
205 

1. 591. 935 244 



* 主義都市 として一人前K なったために必? 公的に 引き起

乙された結果であると理解した方がよさそうだ。重化学

工業部門の開発，第 2 次，第 3 次産業人口の急速な増大

(表 1) ，日IJ の現象では人口の市内外への移動は l昭和] 34

年で87，047人，社会増が23，681人と な ってq: 々増加の傾

向をたどり，全人 口[ζ おいては最近 160 万人ωを越える

状況であってみれば( 表 2 および，主) ，そ乙からおのず

から生ずる消世物質の莫大な需主に対し， 111来のj品業生

産のあり方や11=1来までの商業流通機構では到底|古] 1ζ あわ

ずｾ求を満たす乙と ｬζ な らないと判断するのが妥当であ

ろう。乙と都市空間と都市)j在設についても同じ乙とがあ

てはまるであろう。一例を自動車交通 lζ とろう。

名古屋における最近の m効率保有丑の増加はいちじる

しく実に乙の数年で 2 倍以上のふえ方で全悶の水準そは

るかに上回っている( 表 3) 。乙乙 IC生ずる膨大な交通

量をさばくために広い巾員を準備するだけで足りないと

いう乙とは現実がよ く示している。

名 古 屋 の 計 画 が き

ζ 乙でしばらく名古屋の都市計画の紙型特眺めてみた

い。ぷ古屋の計画は大正 ? 年都市計画法

く新しいものとして始められた。 rl1貝 100 m の 2 大幹

線. rt 員 50mのもの 9 路線， 巾員 32. 73m ( 18 間) のも

の 7 路線， rt 員 30mのもの 13路線等々幹線11i 郎総計一43路

線，総延長 268，45 1 ｭ ，補助幹線街路 Ｈ Ｒ Ｐ ｾ ＱＵ m)  55 路

線， 総延長 177 ，164m といったよう な街路計画からな

り 都心部の閉業地域にあっては幹線街路を 500m 間隔

に Ｎ 周 辺 部ｻ主照地域 ，工 業地域 ｉｃ おいては ＵＰＰｭ ｾｉ ， ｏｏｏ

m でクロスする方式与をとり ，さりに乙れら怜線街路の 中

間lζ 補助幹線街路 1 本配置するといった考え方である。

乙のほか追加変更にともなって36年度現在では . 幹線街

路総計 50路線，総延長 345，27 1m，柑iD)J': 味線街路91路線，

総延長 324，877m とな っているが，乙れらは戦災復興事

業，土地区画整理事業により大半用地が確保され，その

上lζ 平而的』ζ 造成されたものである。

高) i l i 度鉄道計画( 地下鉄) をみよう。乙の事業は 100

万人都市 lζ 必裂 な輸送手段を採用したというにすぎない

のではある が， 計画上，技術I上実施の上では大変むずか

しい点が多い。当初，乙れらは間 j鈎になり，高架にする

か地下にするか( W] : ，I;I J式 という案さえあった / ) という

よう な間組も ，地下鉄でかつ，開発工事はオ ープン ・カ

| 昭和3伴 末 | 問削 年末 | 昭和32年末 |昭和お年末 | 昭和担年末

が施行さ れると同時に本格的に始められ

たと考えてよ い。もともと大正初期から

行なわれた耕地整政 ・1ヌ画整理による市

街地の整理開発をも とにし，都市計闘|ヌ

域を始めとして総合的な用途地域，街路

網，公団 巡河など都市計画として決定

された。乙の伝統はi以後にも受けつがれ

発展した j彰で表わされた。

全 I 総よ | 7 t ; : i マi : ; : | でi Z |1 T i: : |1 2t ; :

li 災災復興事業につづいて，"百平[13 1壬fーに

は市域周辺 3 ヵ1Iりを合めたI同点約 282. 4

km2

の地域を都市計画区域とし，さらに

将来計画においては昭和60年度の人 口を

350 万人と恕定して周辺 1市 13 ヵ町村を

合めた| 師以約 430km
2

を考慮している。

用途地域，専用地医においても大正 13年

を最初として. 戦後も 2 同にわたって改

定をしているがきその動向は表 4Iζ 示す

ごとく大正 13年から約40年後の現在およ

そ1. 73伐の増強である。

この都市計画地域内の人の集まりは.

人口干何度で表わすと約 6 ，400人/ km2 とな

って，さすがに現在までのところ東京 ・

大阪の約 Ｑ Ｔ ， ｏｏｏ ｾ Ｑ Ｕ ， ｏｏｏ 人 Ｏ ｫ ｭ Ｒ
IC比べ

て余裕のあると乙ろを示している。道路

計画をみよう。道路計画はl i i J i 災による焼

土のなかで大規模な企画のもとでまった

t f : ! ? ;: ; : | 62 1 7: : : 1 8引2

自 動 耶 1 1iご| 2: ; ; : |  て;: 11ごl tz  

動 III 1 ぷ| (1: | ぷ| ; : | : iZ

特 殊 j 円 途 市 I 1. 007 I  1. 299 1  Ｍ］ｾ＠ I  1. 840 1  

ヨ長 4 名古属加市計画川途地域変 遺 ＷｫＮＨ名古屋市計師紙止ｾ 5. 36)  

ｾ，＠ I刈 13年附|一月 H… 月… 3月

τ?寸7 7 37 7 1M l M11 3 |労

使 居 地 減 1 8，082 訓 55 1  8，674 .61  51. 61  12，807.2
1  

50.01  12，282.21  

商 業 地 減 1 1，471. 41  10 1  2，317.71  l3.7'  2，699.6  10.91  2，8例 51 11.0 

工 業 地 域 1 4，788.01  32 1  4，675.3  27.8  6，112.21  24.8  6，410.01  25.1 

m工業地域 | 寸 ー 1 ] ，] 67，0， 6.9， 3，028.2 12.3， 3，069.21  

米 指 定 地 l U44 3 1  Ｖ Ｗ Ｑｦ Ｙ Ｑ ＳＰｮＺ Ｑ Ｓ 仰 ｾ ｉ ｾＮ ｏ＠

計 1 14 ，市 6

1

1∞0

1  

16，823.6  100.0  24，647.2，100.0  2同 5.91100.0
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一

図 1 名古尽市高速度鉄道計画路線網図 ( S. ｾ Ｎ＠ 4)  

一名古屋都市計画概2 : f よりー

ット ・システムという経質のかからない法を案 ;-U，実行

した。現在までのと乙ろ，東西路線「名古屋駅一地下」

聞であるが，ノミスで約30分かかると乙ろを約 13分に時間

短縮した。路線配置は当初放射線型をとっ ていたが，最

近では副都心化の傾向とにらみあわせて現状型プラス放

射線型のal '困へと変ってきている。 ζ れによって，都心

( 栄町 ・名駅前〉一副都心( 金山積 ・大曽根) 閣の迎絡

も大いに改善，活発化されるであろう。将来，路面電車

との交替も考えられる。( とくに都心部において路線数

が多い乙とは. 路面電車の用を十分充足するに足りる。

ι r . 図1 )

最近. 主化学部門を中心とした工業の地域的開発が全

図的にさかんであるが， : : Y ，古屋市およびその周辺におい

てもその例外でない。乙の乙とは，計画の大きさからい

って，乙乙では中部経済圏の問題としてとりあげられて

いる。愛知用水然り ，港湾開発然り，臨海埋立計画然り

である。さらに，施設的な去| 闘についてみると，主なも

のに公図 ・緑地 ・墓地( 平和公園共同装地は回i J l l l氏の構

想、で，乙れは高く評伍されている。〕の開発整備，都心

部における駐車場，臼 E効率タ ーミナ J レ( 名駅南，郊外パ

ス専用，敷地面積約 13，570m
2

，うち建築物敷地約 7 ，580

m
2
といった概要をもっ) の整理 ・建設など都市計画がな

されている。

さらに，他者s市 と異なってユニー クな施設計画として

は一団地官公庁施設の建設整備がある。乙れは，従来の

市役所 ・県庁々舎の立地にからみ合わせて，面積 19 .7h。

の区域を官庁街としようというものである。乙の計画に

よる土地利用構成は宅地6596書道路2896，公団 7 96で建

36 

由民率3596以下，容積率 100必以上とし壁面は 15m 後退さ

せ， 前庭とするなどの企画でー建物の高さ，外観，構造

の統一を::1・るといった点も都市計画上から決められてい

る。また，住宅団地経営においても千寝台で有名な名古

屋K おいては市域東部丘陵地帯に星ケ丘団地 (6. 22ho)

はじめ猪高 1- 4 号( 合計 15. 74ho) のどときー団地住宅

経' 討が行なわれている。乙の建設事業は日本住宅公団が

実施しているが，が] 者で517戸，後者の合計 2，083戸の予

定で，その事業の大老さがうかがえる。乙乙 lζ は，共同

施設( 小学校 ・庖舗 ・集会所 ・公固など) が含まれてい

る乙とはいうまでもない。乙のほか敷地約21万坪といわ

れる名古屋大学を中心とする都市計画学校団地がある。

かくして，いまだ利用度の低かった土地に対する積極

的な土地利用計画を中心とした一連の都市計画事業はむ

々と進行して，とくに策部丘陵地ー帯の大きく 新しい変

貌をみたのであるが，実はその影にいまだ困対[ な問題が

ないというわけではない。もちろん，ある癒のもの. 例

えば::Y，1干屋駅西一帯の bl i ght した地域などは有if¥市改造土

地区画経理事業の一環として事業が進んでいるのだが.

他方，台風のとき多大の被害をうけた南部地域のどとき

惑い環境に対する十分な対策が講じられていない点を忘

れではなるまい。ちなみに，罷災地区の当時の状況をみ

ると 南郎 4 灰= 熱田 ・中川 ・港 ・南の人口は 444 ，406

人で全市の29 .596にあたる。また，人口増加率では昭和

25年- 30年で，南灰 39 996，つぎの5年では 22 .0，96で全

市区別で五}itSとなっているのである。ほかの 3 区は若干

低いけれども ，乙の 4 区! こはどのような人が住んでいる

かをみると ，労働者比率が高いのである山。とすれば，

都市計画τ'j J 業としての星ケ丘 ・猪高lζ みたホワイト ・カ

ラ一回のための一団地住宅経営と の対比はあまりにも明

暗があるといわねばならない。乙うした取り乙 lましたよ

うな問題ばかりではなし、。いままでの施設の量的供給を

主とした計画から 司さらに施設の質といった1 l i i K 自を向

けなければならない。生産性の向上，階ｾ分化の促進 ー

と1 : . 活様式の大衆化- < ス ・レジャ 一等々 ー乙れらは資本

主義都市としてのれ古屋の計画の新しい条件となるであ

ろう。

都 市 計 画へ の註文がき

都市計画は広い意味の都市生活のための物理的空間の

計画と尖胞であるが，現代における都市生活の諸要求は

あまりにも多く，かつ系統だっていない。とくにその系

統性をとりたててみるならば，それは企業のｾ求を主と

した一貫性があるといえるであろう。しかし，企業が

方的 lζ 主吸を通す乙とが決して企業にとってもプラス! こ

ならないという乙とは都市の歴史と現実をみて切らかな

乙とである o : ? " 古屋市の場台もその例外でな L、。こうし

た名古屋における都市空間の問題点について若干のべて



みたいと思う。

およそ，都市計画の事業や計画は土地を切り離して考

えられない。したがって，土地利mといった面lζ 端的に

矛盾が現われてくる場台が多い。名古屋の都市計画事業

の場合も土地利用計画が基本であり ，またその矛盾が具

体的に現われてきている。地域指定によって社会的分業

の定着化を計る乙と，公園，緑地のli(i 保によって都市大

気の 1:1然浄化機能を確保しておく乙とはそれなりに大切

な乙とであるが，問題はそれだけですまされない。地域

指定における名古屋の住宅地域をみると，東部丘陵地の

開発による住宅地域化は今後増大するホワイトカラ一層

の収恕しての処置であるけれども ，一部既存の西部から

南部にかけての低湿地の住宅地域lζ 対する対策はどうな

のか，大いに疑問を感ずるのは当然であろう。

さらに，乙 れらの低湿地域lζ 限っ て，人口密度も高い

わけであるから，それなら土地の高度利用やm物の不燃

耐震化への態勢を固めること乙そ霊安であろう。ある い

はまた「如何なる都市であっても理恕をいえば. 競菜 ・

:tE升などぐらいは自給向足したい」 ω という考えがある

ならば，近代的な j民業生産または出産物加工業という面

で土地利用を高度化する乙とも考ーえ られないであろう

か。他方かの東部一帯の住宅地は. 少なくともその南半

分は南部工業地帯のベッド ・コミュニティーとして計画

されなかったか。名古屋市のもっ J I.j函の矛盾がここに現

われているようだ。

道路 ・路線計画lζ ついていえば，ともかくも Iヌ画整理

方式による用地取得は結果的 lζ 大詰の土地取得をみたけ

れども，巾員が拡がっただけでは il1の流れは処理できな

い。区画整理方式自身が地主尊重の弱い而をもっ乙とに

もよるが，その方式だけに今後も市当局がたよっていく

ならば，道路系統 ・立体交通網といった考えへは到達で

きないであろう。さらに区整方式によって造り出された

都心の道路には多くの交差点を生み ｡ｾ し，主道路のＡｬｉの

流れを止めるよう [ζ 作用している乙とを忘れてはな るま

い。道路系統の不備は者fS心部外への目的を持つ車を者rs心

に招き寄せている。例えば，駅前南JGtSMζ は通過交通だ

けのための貨物箪まで混って疏れを麻郎させるまでにな

ってきている。道路は「スピード化J Iこ順応するように

考えられ配置されねばならないのに，平而的な市街地の

道路が速度制限 IC.や っきにならねばならないのは決して

ほめられた計画ではない。乙れでは， :7， i士7尽の道路は巾

員が広いというだけで，東京 ・大阪のそれと追わないの

ではないか。

っさに施設面をみよう。たしかに，文化的におくれた

化古屋市民を啓蒙するためには，大学の3整備充実や公団

を開発整備したりすることは大い [ζ 望ましい乙とである

けれども，それが，現代において大部分の市民の生活と

どのように関係し，どの よう な要求を反映しているの

か。一体，都市における「外部不経済」をになわされて

いる多くの人々に，簡単に文化をｾ求したりすることが

できるであろうか。それさえも飛躍している乙となのに

大学を充実したからといって，都市の文化水準を上げる

ことになると思い上が ってはなら ない。教育 ( Educat ion)

は教主主 ( Cul t ivat i on) をよりど乙ろとして発展するとい

う考えからすれば，もっと手近かな教養施設K も:n. 函を

もたねばなるまい。そうして乙そ大学も都市市民に定析

したものとなるであろう。

と乙ろで，近どろとみに都市生活の様式が変わって生

活の余暇利用の函が強く現われてきてい るのだが. 公共

投資は乙れに対して早急な対処をしているであろうか。

例えば先にのべた公園をとろう。かつては，当時として

は画期的であった鶴舞公園，東山動 ・植物闘を造った名

古屋市であるが， レクリェーションの要求がパッシィブ

な行動から アクティブな行動へと変化をみてい る現在.

相変らず，パッシィブなレクリ施設の供給lζ とどまって

いる。名古屋械の再ill は乙の例である。歴史博物館への

投資としては怠味をもっ乙の施設は，実際 K は市民より

も市外 ・県外の人々の観光見物l乙役立っ ており，市民の

要ー求とは直接結びついていないのは前述の生活様式の変

化からみて当然の帰結といわねばならなし、東山動物図

にしても，戦後の一時期から答:は減る一方で，やはり市

民には十分利用されていない。哀返していえば，市民の

要求! こ乙たえていないといえる。

紙数の限られた範囲で，最後に簡単にまとめると . わ

が国のどとき土地問題の多い所では，土地の高度利用を

考えねばならない。高度利用は，投資の効果といった而

だけでな く，だれのための利用なのかを明確にしたうえ

で，施設が高度 lζ 利用されることを目的としなければな

らない。一口でいうならば，外部経済は企業のためだけ

でなく，むしろ，外部不経済を担わされていた人々によ

り多く享受されるのがよい。公共投資はそのとき十分Z主

義をもつであろう。供給の面でいうと， E 的供給から質

的供給へと計画の次元を高くする乙ととそ望ましいと考

えるのは私だけではあるまい。

注( 1 ) 都留軍人: 都市開庖へのー扱宮 : 朝日ジャーナル 62. 1. 14

向 上 米 国の都市改造 : 朝日新聞 61. 6.4

( 2 )  34 年度の消質者物価指数( 1 目前130年= 100) をみると，総合で

106.5と伝って東京，神戸の106. 3を上聞って1似であるが，百Wl

労働者平均賃金をみると ， 34年度愛知県の男子 24 ，539円，女子

10，028円で東京の男子 25，535円，女子 13，681円と比べて大いに

下問って， 6 大都市在府県中段低である。

また乙ういった名古屋の事情は ， 1 ; { 困惑郎編「名古屋J 有望E

1柑K くわしく述べられている。

( 3 ) 昭和36年12月1日現在の人口 1，647，000人 となっている。

( 4  ) ζ 乙での容昌文献は

名古屋都市計画概褒・名古屋市計画局 : 36. 4 

名古屋市災苫危険区減K おける建築物復興状況調を : 新潟f吾郎

他 : 名古屋市36. 6

名古屋市統計年鑑 31- 35年 : 名古届市

( 5  ) 回目m寿郎 : 都市計画一特氏名古屋についてー: 新l ' l ! 築1958.3

( : 医者 名古屋工業火学講師)
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名 古 屋 の 土 地 利 用 計 画 に つ い て

奥 田

民主化された都 市づく りのための土地 利 用計画

古il 市の生活に，より多くの白山が得られるようになっ

て以来，多くの人聞か都市lζ 住むことを求めるようにな

ってきた。精神的自由 ，活動の自由，楽しみをねる向由

など，あらゆる生活の向出が得 られるようになった1見代

の郎市においては，古f I 市 lこ対する人聞の: j ，( k Lt がなおいっ

そうはげしくなってきた。しかし，それは必ずしも人聞

が. より集団的 I( 生活する乙とによって，お互にいっそ

う今理的な生活が獲得できるというような意識や白党 lζ

より集中しているとはいえない。なお現代社会の忽辿の

進歩は科学の進歩とともに，占 ｦｬ 市の諸ｾ求をいっそう明

大させ このような人口集中のはげしい都市はもとより

どの鶴市でも雑踏や混乱を増大し，市民生活のあらゆる

分野にわたってその秩序化が Ｎ 大きくｾ求されるように

なってきた。

都市が存立するための本来の目的は，乙のi ' I 山と秩序

が成立する都市，すなわち，よりいっそう民主化された

38 
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者ｦｉ市にあるであろう。都市計画の ｾＳ￯Ｇｊ も乙のことによる

のではないか。

乙うした都市づくりのためには‘ まず，市民の生g [ ，

消ｾｾ，文化など，都市のあらゆる生活活動の基盤となっ

ている土地の利用方法を‘ 秩序ある合理的なものとし，

土地，ｾ物，すなわち都市空間につ い ての総合的整備を

はかか雑踏，混乱から救済し，乙の基盤のうえに民主

的な社会組織を成立させるよう都市づくりを推進しなけ

ればならない。

個性ある都 市づくりのための土地利用計画

一青年都市名古屋のために一都市が生成発展する生命

体であるとの見方からして，名古屋はまさに青年都市で

あるといわれている。都市計画的な見方からしても，名

古屋をとのような郎市として理解する乙とは，極めて妥

当であると考えられる。乙のような見地から，名古屋の

パイタ リティ や. ポテンシヤ J レなどをよく理解し

てゆく乙とが，今後の名古屋をいっそう育ててゆ

く方策を見出す ζ とのできる唯一の道といえよ

つ。

また . tiil 市にもそれ門身のもつ個性がある。当

然乙の例性を見出しかつ，愛して. 個性を伸ば

すなl沫において. これに適合した; 汁画をたててゆ

く必 ｉｾ ーがあろう。

上地利用計画をたてるにあたって. まず問題に

なる乙とは，都市の将来規絞および性格の惣定に

ある。 ζ の想定にあたっては. 当然，過去から現

在にわたって，その発展の状況を検討する必ｾーが

ある。

中部広域圏の核心都市としてまた近代産業都

市とし て一名古屋市は古く熱田村q凶- の発祥lこより

集部がIJOけたと予想されるが，市井の2ま礎は上Vill

ｬｉ Ａｹ 代 Ｔ ノＧ， ￯ｾＧｊ 玉城の築城Ａこより始まった。爾来，減下

町として政治的 lζ も軍事的にも: i l l : ' l J ! な地{ 立を占

め，立穣な泌尾平野の中央部伊勢湾 I( 面して，商

業も燐んであった。

明治以降は政治，経済の近代化とともに その

立地条件から，商工業都市lこ脱皮し，以後その発



展は極めていちじるしい状況にあった。i j i ! (

時態勢! こ入ってからは軍需産業都市として

発展はいちじるしく，昭和 1M干には. 戦前

の最高 136 万人に達した。しかし名古尾が

軍需都市であっただけに第二次 )c1i 設の打吸

は大きく 終戦直後の人口は59f j 人までに

激減した。しかし乙の戦災復興事業はその

計画| の総合性からも画期的であった。戦後

16年を過ぎる今日その成果は極めて顕著な

ものがあり . 名古屋市の今後の発肢の大き

な基継を築きつつあり 人口もすでに 165

万人に達し，明治22年市;l j I j が施行されて以

来70数年の今日 ，当時の人口約 15万人の一

戦災復調!¥IJ; !!IL よりすっかり di 街地は f3:捕され高度利J f I . 再開発が般進されている都心地区

gif[ 101円余! と淫し，その面積においても 13方粁から 250 ブi

粁に拡張された。

この発展の ｾｉ 週は，量破な ｩｋｾ 尼の大平野，および中

部，北陸までもヒンターランドとする中部経済協同核心

部市として，乙の中部経済| 華! の拡大と発展 lζ 対応して，

ζ れを導く山床において，経済，社会，文化 (ISj : 安心とし

ての佼命をになっ てきた乙とにあり，また一方その立地

条件が ， 工業の開発 ｬζ 好適で ｊｾｏ 住吉 ｦ￭ 市としての発展の型

件lこすぐれている乙とである。乙の点lζ おいて，今日な

お‘ 近代技術の飛躍的進歩により伊勢湾沿岸の立地条件

が国家的 lこも認識されるにおよびz その中心である ?"rti

屋港の盤甘IJ 拡充とともにその);'3辺の埋立造成により，技

術革新にとも なう近代的基幹産業の場として脱皮せんと

しており 中部経済凶に対する乙の地灰の使命はなおい

っそう大きなものがある。

一将来人口 350万人の都市づくりのために一名お尽は

このように 中部経済閣の紘心部市として，また近代的

な発展のための多くのi倍在的 't: 系ーにめぐまれた. 近代1ft，

3E都市てあり . 今後の発展はなおいっそういちじるしい

と予想されるが噌今後の人口約加状況の推計を紹介して

みよう。すなわち，乙の将来人 rl の想定にあたっては，

過去の人口 i1:J mの傾向から将来の発展状況を勘案し と

くに伊勢湾臨陶工業地特などの杭極的な開発lとともなう

ロ

巧A

^  
人 口 増 加 の " ' ' 2 1

- - w人口の: 1 ! i 1 l O

ーーー 宍 ￬ｬ ｴｬ ｕ ｕｬ屯 ＮＮｰ ・ ａ 、Ｈｬｾ p) れ

A_ >副 川内人ロ p- o o n ｮＮＮＮｾＶｾＱ 惚

- - - - A- 図咽" . の人口 ρ 。03' レマ市"

抽 凋 咽 h 忠正 '0 却 30 柑 5 0 ω

第二次tE業人口の矯加と乙れに付| 凶した第三次産業人 !こ

の増加などを考慮し行なうものとする。

名古屋の郁市計画が，都市計画法の施行された当初

( 大正 10>: 1 ' - ) 採用した人口推定式は P = A x ( 1+ ρ ) "  

P : 求める幾年後の人口 A : ある作の人口( 大正 11年

の人口) ρ : 半比j 土台1JU率 (0. 022) n  : 年数 (A より

求める壬l ' までの年数) であった。 ζ れによると別グラフ

に示されるように，第二次大戦を中にはさんで大きな変

動があるが，昭和 ＳＰ 年 ｋ はほぼ封 ｴ 定 ｦｊｾｋ 復帰し ， 昭和 ＶＰ

年には 261万人が予想される。しかし乙乙で問題ICなる

のは，ムj L . 均増加率てある。戦災により激減した人口が，

戦後急激に復焔し，特殊な増加を示した時期は特別とし

ても JI百和30年以降なおも 0. 03と相当上回った増加率を

示している。

乙乙で今後の名古屋の将来性および，大正 11年都市計

画が採用した率 0. 022 とその後の実紡との関係などから

都市 JI- 画的 lζ は今後の増加率を0. 03程度を採用すること

が無難であり妥当と考えられる。すなわち前の式lζ 増加

率 ρ を 0. 03 として今後の人口を推計するとグラフ! こ示

されるとおり 唱l別手n60年・[乙は 333 万人 l己注する乙とと な

る。しかし乙の人口は到底現市域内 lζ 包存する乙とがで

きず当然はみ 11' 1すので. 1又域をt広張すべきは必然的で，

乙の今後拡張が予恕される区域の固有の人口を加えれば

H召和 60 'f における人口は. 350万人としてきしっかえな

い。また乙の将来人口を適 ￆｉζ 収作し Ｑｾｊ る区域は，その
、、

生活断および，市街化の予想からしても， : g，J . 在の名古j毛

(250ブ7粁) に周辺のほぼ 15km1症1域に包合されるー市 13

ヵ町村を合めた| ズ域面積約 430 1; 粁が妥当である。名古

屋が将来の土地利用計画を批准するにあたっては少なく

ともこの15( 域について進めらるべきであろう。っさに土

it i ! 利用計画の立案，推進上の問題点を検討してみよう。

土 地 利 用計 画 推 進 上 の問 題点

都市計画と土地利用計画一 都市; 11- 画の分野におい
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名古屋の地図的中心 lζ あり ，やがては副都心とし，交通の中心と もなる金山附近

て土地利用計画の策定がどのような立坊にあるか， ζ の

点の認識は一般にきわめて低くかったようである。また

今日までの日本の者h市計画の全般の傾向が7 スタ ープラ

ンの貧困が指摘されている。乙の乙とはれ古屋において

も例外ではな L、。土地利用の7 スタ ープランが都市計画

のどのような地位にあるかを理解し，過去における日本

の者fi 市計画に対する乙のような非難や，都市計画の進歩

の状況などから推終を加えればー土地利用計画が少なく

とも都市計画の器本計画であるとの認識はうすく，主体

性を lζ なうまでにいたらなかった乙とがいえるであろ

つ。

たしかに既成の都市! こ立脚した都市計画i ，とくに土地

利用言| 一画などでは，現状1(. 忠実な色のぬり分けでしかな

かったT l l i もあったにちがいない。しかし名古屋のように

分後発展のいちじるしいと予想される都市に対する土地

利用計画はどうあるべきか，少なくともなおいっそう前

向きの姿勢で進まなければならないであろう。土地利用

計画を真に将来の都市を得くための充実したものにする

にはなかなか容易な乙とではない。すなわち，広範な都

市総合調査の必要性，乙れらの適格な資料収集の困難

性，既成市街地に対する方策など多々あり，主体性をも

たせるまでにはいっそう努力が必要であろう。今後の都

市計画をなおいっそう 進展させる道は土地利用汎函をい

っそう充実させ，マスタ ープランを旅立し，行政面にお

いても乙れにあわせて技術的指導法の合理的改善をはか

る必苦Eがある。

一土地利用 計画の指導性と 保守性- ;f l 古屋のように

今後発展のいちじるしいと予恕される都市lζ 対する ，土

地利用計画の策定が，今後のすべての開発計画を導く意

味 ｋ おいて ｬｬｩｾ な ＱＴＲ 義をも っている乙とは ， さきにも述

べたとおりである。しかし名古屋も 白 木のお ｾ￭ 市の例外で

はなく既成市街地が広く存在しており，大正 13:qニ土地利

用計画が策定された当初といえども相当の市街地が形成
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されていた。また名古屋がいかに区画整理が進歩し市街

地のほとんどの地域! こ区間整理が進められたといっても

それは決して， 名古屋の土地利用計画が合理的，積極的

( こ推進されてきたとはいう乙とにはならない。

乙の点，区画整理は市街地造成上は意義があったかも

知れないが，土地利用上の積極性においてはとぼしかっ

たともいえる。土地利用計画を積極的 lζ 推進されたもの

として過去κ おいてみるべきものは，中川辺河開発によ

る沿線の工業地開発と，臨港地帯の埋立てによる名古屋

港東部工業専用地区，最近 lζ 至っては東部丘陵地の住宅

団地開発，荒子川迎河開発による工業団地開発などであ

ろうが都市全般からすれば. わずかといわなければなら

ない。しかし区画整理事業でも，市街中心部の 1，000 万

坪の区岐にわたり実施された! i i J < 災復興事業は，街路，公

園，学校，欽道，墓地の整理などの総合的配置計画から

別のf i ; 味で積極的であったといえる。

このよう な現状にあって，土地利用言| 闘がなんの P R  

もなく，守られてゆくのをただ待つばかりで， しかもそ

れを最後まで、永年にわたり守りとおす乙とにおいて， そ

の効果を発揮できるという大きな保守性に，この消極性

が加わって，内面的にも外面的にも脱皮し，急速に発展

して諸ｾ求を増してゆく都市を将来どうするか ， 今後ま

ことに多くの問題が残されているといわなければならな

し、。

都市計画は常 lζ 社会経済などの諸要求に応えてこれを

誘導する技術であるといわれている。たしかに土地利用

計画もいったん決められたものはまったく固定し，最後

までこれを消極的 lζ ，まもり通すのみでなく，その指導

性において若干のフレキシフソレな面も必要であるかも知

れない。しかし，乙れはあくまでも将来についてのしっ

かりした見通しに立っ て誘導する乙とが必要で，充実し

た土地利用計画がなければこの乱用はさけなければなら

ない。

むしろ乙の解決は，区画整理. 都市改造，住宅団地開

発，工業団地開発，都心の合理的なス ーパーブロック的

開発，市街地再開発などの事業を大いに推進するととも

に，乙の推進にあたって土地利用計画 l乙積極性，指導性

をもたせる乙とにある。

一都市空間の秩序づけのための土地利用計画一 土 地

利用計画は都市空間の秩序づけをなす基本的な計画であ

る。 市民の生産， r肉質，文化などあらゆる都市活動の場

として合理的，能率的であり ， しかも快的な拐を与える

ためには，ζ の都市活動の基盤である土地，建物につい

て，すなわち都市空間についての合理的秩序づけが必要

であろう。

現在までの土地利用計画は，土地の佼われ方が木造建

物が主体であったがために立体的利用といっ ても おのず

から 限界があり，主として密集をさけるための方策と，



用途的に立地条件による合理的な配置などが主体であり

その計画の内容はきわめて平而的であった。しかし，今

口においては，高度利用を強く要;JJされる商業地の再開

発，また住宅地でも一部にはいっそう立体的に利用する

乙とにより，多くの空地を確保する方策もたてられ. ま

た反面オートメ化Iζ よりいっそう大きなI面積を必要とす

るようになった工業地など，土地の利用方法がその開発

目的により立体的にきわめて多くの変化を要話されるよ

うになり，土地利用計画は建築の界政構成およびそれぞ

れの土地との相関関係などを主体とする，立体的な方向

づけが強く要話されるに至った。

すなわち，建築容積は市民の都市の諸活動発生の根源、

であり，その把握および，乙の質的司量的な適正配置.

合理的な秩序づけは，今後の都市計画においてもっとも

霊安な ζ ととなっ て きた。乙のｾｴＮ ｩＧｩｦζ 乙たえ，土地利用

計画は平面的から立体的へと進展させ， しかも終局にお

いては，それぞれの土地の開発目的をい っそう具体的に

明らかにし，そのうえの市街地がどのような形が理想的

であり，またどのようなコムミニティをつくりあげてゆ

くかを明らかにし，今後の市街地の再開発や開発を脳級

的l乙導いてゆかなければならな L、。

名 古 屋 の 将 来 の土 地 利 用計 画 に

ついて

*，' 1守屋の土地利用計画の今後の課

題は，いままで検討してきたように

土地利用計画の本来の使命を迷成す

る怠味において，名古屋の個性をfrJ l

ばし，その発展を約束する芯tiJ;lとにお

いて，また郷市空間を合政! 的( C . 秩序

づけるため都市の開発 再開発を花!i

極的 lζ 指導する意味において，なお

そのほか，多くのいままでの問題点

を解決するな味においてーより立体

的にブc)[ した計画をたてる必要があ

る。

乙の豆訪に乙たえるため. 現在ま

ですでに 350 万都市づくりのためつ

ぎのような若干の作業が進められて

きているので乙れを紹介する。すな

わち，その主なるものは市街化計画

である。

112和ω年において 350 万人 [ζ 述す

ると忽定された人口を如何に収容す

るかはきわめて重要な問題である。

また乙の人口の生産，消担( . 文化な

どのあらゆる都市活動の場として μ

、
、、

、.

1  

空Il的. 能率的に. しかも快適な場として. 乙の人口を適

正 ｬζ 収科する乙とができ，しかも都市としての理想ｾ形態

を備える乙とのできる医域を 2 現在の市域 lζ 周辺の 1 市

13 ヵカ村を合めた司而積約 430 方粁の区域と惣定した。

乙の忽定を基本として1 : ' ，; 片屋市の個性を考雌し，土地利

用計画は ICI 然放住 lζ よって生ずる無;rl 匝! な土地利用の混

乱を防止し. 秩序ある市街化をはかるため，産業の立地

人口の配分は r J 然的人為的な諸条件全勘察し. それぞ

れの土地についての立地条件により . 土地の用途ならび

に土地利用率および建築作積についての益的，形態的な

想定を行ない，既成市街地および未開発地についての改

造，再開発および開発の方式について，土地利用の総合

的な構想をたて. つぎに示す市街化計画の構想を策定し

Tこ。

れ古屋市においては s すでに乙のような椛恕にもとづ

き， IIjTFn32年 lζ は 30年 l乙合併された周辺の 6 ヵ町村の

区域についの用途地域，空地地区の決定， ならびにあわ

せて| 円市域の高度利用をはかるための諸般の汁画変更が

行なわれた。当H寺忽定した区域もこの椛忽とほぼ同一で

あり ー乙の合併 6 ヵ町村の他 lζ 周辺の 1市 13 ヵ町村の区

域を合めたものであった。

一 市街化計画一土地利用計画の板併となるものは土

.  

名 古 屋 土 地 利 m 3  画 図
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l 5 Z 域) の近知地l又および

:1地灰 斗 竺 |竺lF |襲警|語手|岩 t l- : 地区

栄ム盟主J ::11 :; j id: :: |:: :|;;:::: |; ;  

臨海地I夫として考えるべ

き! ヌ域 l乙分けて市街化を

計画する。左に示す表は

既成市街部の立体的高I立

利用を推進するf X . 域の適

正市街化計画である。

なお周辺部の市街化計

画は下表に示すとおりで

ある。

地三日地; |;: : ; しむ;; |- ;ι 目立 H

昭和30年 lこ令併した 6

ヵ町村の灰域および隣接

14市町村を合む周辺部は

近郊地灰的な主として低

i1f i度地帯として開発する

:慨:ニ 2:: l ; τ. : :|1; : 12 ;: 2 1 1 - z-

宅 宅地 1 700
1  

65: 吋 60
1

273 185 肌 ∞01 11 

地 辺住宅地 ｼ ＹＰ 戸ｾ Ｍ 585; 301つい150い22.∞01 第2. 3極空地
茎域で，それぞれの立地

- 111EZ37地l2.2OOr 1  1  1  ｟ｉ｟ ｾ Ｎ 竺 ｌ 一一一一
条件l乙応じて閑静な住宅

地，河川および海j主総に

沿った工場地，地1 > < ' 中心

商業地などに区分し，既

に市街地を形成している

部分およびその縁辺地区

を計画的に整理し また

団地開発計画および工業

;」ι : |IU;: 11211 :: 1211ばI :づ

地一扇王町3112:: 1;; l ;j 11::剣 山

下 1- Ｍｉ ｾ＠ 1- 1 I  Ｖ ， Ｑｾ ＭＱＱ 五付 一一一

地の用途，建物の杯五!i ，土地利用率および人口配分計画

であるが，乙れらを総合的に計画したものが市街化; 汁画

である。乙れによって都市空間整備についての多くの問

題を解決せんとするものである。

市民の都市活動のあり方は土地および建物の用途およ

び料航に起因する。市民にすぐれた都市活動の場を与え

るために，占 ｾｉ 市の土地および建物の用途および符砧なら

びに人口密度などについて，乙の代理的，形態的整備お

よび品的制成の見地から各地域の地価および立地条件な

どの諸条件に基づいて，将来の適正な市街化をはかる必

要がある。乙のため既成市街地( 旧市峻約 160方粁の 1><'

域) の立体的高度利用を保進する! 又域と 周辺部( 合併

6ヵ町村および隣接の 14市町村を含む! 天城約 270方析の

周 辺 部 市 街 化 計 阿 亥

1  1 夜 間 人 口 白

地 区 名 | 面 積 1 ha  当 ア ァ 一 門 l 摘
要

1 人 口 密 度 八 回

Z E可1治1 Ｑｬ Ｐ ｾ Ｑｾ 卜 ｯ ､ｚＳＵ ｩ 炉直

的 1: 品1 7001  ＲＰＰ Ｑ 川 ＴＲ ア Ｖ アｊｴｉｬｾＺ＼

内山地 12.8001  刈 205.0∞1i;; おと二地段

平jlpE|2ml 301 Mo|叫ん脱

合 計 1
15
.
4
∞1 1…l  
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地造成計闘により，それぞれの適地に灰園経理Ｇｦｾ業を起

乙し， 統制! のとれた住宅地帯， 工場地帯の整備をはか

る。これにより周辺部の 7 割程度がJ実質的に市街化する

乙と lζ tJ .る。

なお乙れらの表は臨海工業地帯の埋立造成によって生

ずる工業地帯約 4，050hoのr[i 肢は合まないが，乙の地帯

の常住人 口はあまり考えられないので，その後n地lζ 対

して住宅地および地区商業地などの配置につ いて l 分な

考J. ，S: ( を払っている。

乙の訂聞にもとづく人 口配分はつぎのとおりとなる。

昭和60年 ICおける |  

人 口 |

同 上 人 口 密 度 |

腕 人 口 明 10) 1  

向 上 人 口 密 度 |

既 成 市 街 部

的 160方 粁

2ω万人

12.500人/万粁

約 155万人

9，680人/万粁

周 辺 部

i.! 'l 270方 粁

150万人

5.500人/方 粁

的 31万人

1. 150人!1J 粁

市街化;: 1画についてのそれぞれの表はたしかにまだ不

完令なところがある。それは乙れらの数字についての実

証的なうらづけをなす資料が得難いか らである。ナ;71"原

市においては，乙のために，都心邸主主築物および人口干何

度実態調査，市内建物用途別，構造別現況調査 工場調

査などを実 ｽｪ 包して極力乙の ｾ ｉ ・画を充実し十もの と する乙

とに努) ] している。

( 筆者 名古屋市計図応計画課)



名 市古 屋 の 公 共 施

号' } 1.

己又

ー と く に 水 道 事 業 を め ぐ っ て ー

松 尾

は じ め に

都市がｦ￭ｊＡ全で快ｾな環境 ｬιｊ ｊＡＺまれ ， 人間性些かな館市

生活を? コ; むためには，都市 lζ 十分な胞設が整備されてい

なければならない。また市民生前の平1) 伎のみならず，商

工業的活動の不1) 便と経済的発展を企てるためにも，穏々

の公共施設がo、' z f て‘ ある。すなわち，公園，緑地， 上下

水道，工業用水，電気，ガス，市切などの諸施設，また

生活するに必ず封| 出される汚水，山J尖，[ ) 長尿; 立完全に処

理されなければ，われわれは ー口として. それらの堆砧

したなかに居住する乙とは不可能である。

これら/ l f l市施設の配置が適正なものでなければ，せっ

かくの胞設も利用上不便であり，その効果を発揮する乙

とはできなし、。各都市施設には，それぞれ適切なる計画

が必ｾであるとともに，それら［布施設が長 ｪ 切にわたる都

市計制のなかで一体化して考慮され3 さらに他の諸: 1f 件

[乙余致したもので なければな らなし、。

民間投資と公共投資のアンバランス

最近わが同における民間投資と公共投資のアンバラン

スが問題にされている。池田内閣の所得倍増論 l乙刺激さ

れて民間に おける企業設備投資は予測されたよりも ，は

るかに急激に僧加したが，乙れに比較し，公共投資はあ

まりに差があり過さるといわねばならない。公共投資に

よる公共胞設の整備が遅々として進まないがために. わ

れわれの生活環境は現況よりもますます悪化する一方で

ある。

交通はいたると乙ろで麻締状態と なり，無理な巡転に

よる交通事故も続出する有様で，ついには「交通殺人J

なる新認が生まれる始末である。また港では，何隻もか

の船が荷協げできず， 沖合l乙停泊し， ilr に入れば， 騒

音，大気汚染は市民の健! ぷを蝕ばみ，; U ともなれば，水

道がでない，使った水が十分捌けてし、かないで随所にた

まり，恋ｾを放ち ，蚊 や闘の発生源となっている。乙う

した状態が日本の各都市の現在あるがままの実的ではな

かろうか。いかに民間事業が盛んになり，その設備が拡

充され. 生産性が飛躍的に向上しでも，乙れに対応する

だけの公共投資がなされなければ. せっかくの設備もそ

の機能を 1・分lζ 発揮する乙とができない。また，乙の乙

とが，将来都市の発展にとってE 大な障害となるであろ

博 雄

う乙とは明白である。

名古屋市においては前lζ 述べたような極々の理由にも

かかわらず. 一般に都市 計画は他者I1市と比較して，進ん

でいるといわれている。しかし，水道事業は他の都市と

同級( L ，その日，j 去に追いつけない実状である。とくに下

水道卒業の返れはいちじるしく目立つと乙ろである。そ

乙で乙の文では公共施設のうち，とくに水道事業に注目

し，その現実とi Q 而する問題点について述べてみたいと

思う。

他のZ広やかな都市計画事業一土地区画整理事業，街

路. 公園事業，市街地再開発ーに対して，つねに目立た

ない存在として現在まで育 ってきた上下水道施設は，都

市生活に とっ て絶対に必要な施設であ るにもかかわら

ず，都市計画家. 建築家の水道事業l乙対する認識は稀jVi-

である。; ) < . 道事業は「地方公釘企業」として，独立して

きたが，その基本 ｾｉ ・と花Ｚ伎な的係がなかったためであろ

うか。将来の都市の規模は7)<. の供給能ノ']1( ，よって決定さ

れるであろう乙とは A ， Fl ei sher が主張していると乙ろ

であるが，われわれも他の都市j庖設と同様lζ ，水の問題

を以険に考えてみる必ｾーがあるのではなかろうか。

名 古 屋市 の 水 道施 設 の 現 況

(  1  ) 上 水 道

1'，古j毛市は ;e来，低湿地帯が多く， しかもその地形上

から地下; ) < . の伏流に 乏しく，飲料水は雨水，または汚水

が地中にi号透して，井戸1(. 集合したものが多かった。そ

のため市民は怒; ) < . による疫病 1( ，昔から悩まされ. 飲料水

対策は都市衛生上極めて重大な問題であった。こうした

事情もあってか，名古屋市の水道の歴史は古く徳川H寺代

にさかのぼる乙とができる。尾張旅館二代議主 ・光友の

乙ろ ( 1670年ごろ) にはすでに東本日弁1¥11大森山の近く

lζ 水源を求め，城内の各戸 lζ 給水していた。

明治22i p・4門前屋市に市街1) がひかれたが，市民の飲料水

は徳川 l時代からの土管と竹の樋による水道と，あまり良

質でない )1' 戸K :li買っ ていた。しかし市制施行後の人口増

加のため，)1' 戸の汚染がひどく なり，また火災発生件数

も激増し LTから 7)<.1ζ 悩む名古屋市にとって，上水道の

建設は術生上のみならず，消防上からも早急な建設が望

まれた。! 日j 治22年 10月に起った濃尾反災をj切に，そ の復
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旧ともに上水道施設を完備しようとする怠見

が強まった。しかし当時の財政難か ら実現は

みず，その後上水道の必要性は認識さ れなが

らも極々の迎由で遅れ，ょうや く明治43年に

なって工事がお工され，大正 3 年になって長

年の歩であった給水が実現された。とれが現

在鍋j至上野系統といわれているもので，その

後いく度か施設拡長が行なわれ，現在まで40

数年余市民の水源となってきている。

現在本市の上水道は乙の鍋屋上野浄水42系

統と終戦後昭和2 1年竣工した大治浄水場系統

lζ 大別される。鍋屋上野浄水域は，その7 ka京

を木曽 川に求め，犬山取水湯一駄目ー松i : t でん

地一鍋l丞上野浄水坊を経て市内に給水されて

いる。また大治浄水湯系統は愛知県尼西ill の

木白 )1 1から取水，大治浄水拐を経て，ポンプ

で- 圧送給水されている。そしてその最大の給

水能力は口 2 で，鍋屋上野浄水場28万トン，

大治浄水窃26万 2 千トン，合計54万 2 千トン

となっており ，現状でーは一応水不足の不安は

解消されている。しかし昭和35年互には，最

大配水晶が 1 日([ 58万トン l乙達し. 給水の危

機 l乙追い乙まれたことがあった。そ乙で乙れ

に対処すべく，下記表のどとく第 6 ) 切拡張工

事が計画され，昭羽]35年より 15工されている

が，乙れは l昭和50年度の計画給水人口 196 万

人余り 1 日最大配水量95万トンを目板、とし

たものである。

れ古屋市水道貫16期拡張工事の概要

(  1  ) 計画年次 昭和50年

( 2 ) 計画人口 2 ，179 ，400人

( 3 ) 給水人口 1，961 ，500人

( 4 ) 普及率 9096 

( 5 )  1 日 1人最大給水量 480 t  

( 6 )  1 口最大給水量 950 ，OOOm
3  

内 訳 鍋 屋上野浄水場 280，OOOm3

大治浄水場 262，OOOm
3  

第 6 )羽拡張 408，OOOm
3  

言1
・

950，OOOm
3  

( 7 )  1 日平均給水量 760，OOOm
3  

( 8 ) 究S6 )羽拡張による取水量，

毎秒6. 14m
3

( 9 ) 工事政 105億円

( 10) 施 工 年 次 昭 和35年度より 39年度まで

( 2  ) 下 水 道

約有屋市の地勢は低湿の部分が多い ζ とは

古 ｾｈζ 少し述べたと乙ろであるがＮ乙のことド



少し急激な降雨があると，減渠はた

ちまちあふれ，汚水が道路( L i氾濫し

市内の各所に泌7 . k 箇所ができ，都市

環境衛生上ゆゆしき問題である。

名古屋の下水施設は明治2M下こ‘ ろ

計図書ができていたにもかかわら

ず，財政上! 時期尚早として見送りに

なり，実際にその一部が完成したの

は15年後の大正 12年である。 引き続

いて下水処理湯の建設計画がなり，

従来の河川直接放流を止め，昭和 5

年から同 9 年ーにかけて，掘留，熱田

伝馬 11町にそれぞれ下水処理場を築

造，その区域の下水は下水処理場へ

流入し，処理された後，河川へ放流

される乙とになった。また昭和 7 年

! こ天白汚泥処理場が建設，最高さ処理飽設はー応、整備され

た。しかしその後の市域拡大にともなって下水処理胞設

の新設はほとんどなされてお らず， 都市環境は悪化する

ばかりである。

下水施設 が 貧弱なのは ｕａｾ 全般的なことであるが ， :r， 

古屋の下水施設は下水管延長し791k m，敷設面積3 ，876ha

であり ， まだ市域の ＲＵ ｾ ちにすぎない。都市施設として，

交通事業， 上水道，道路などは十分ではないが，一応、盤

備されているに反して下水道施設はいちじるしく立ち遅

れている。その原因としては，都市への人口集中による

急激な膨張 lζ 比例して，下水道需要が激増したが，者fl 布

施設全般にわたって，乙の歩調についていけなかった乙

と，さらに根本的には便所の構造が下水を必裂としなか

った乙と，またi弘前戦後の約20年におよび空白があった

乙となどがあけられる。けれども決定的原因となったの

は下水道事業 lζ 対する特定財源の欠如であろう。

同じ水道事業のなかでも，上水道事業l乙は水道料金と

いう特定財源があるにかかわらず，下水道事業には乙う

した類の財源がなかったのである。( 現在では上水道料

金の何 ［ｾｉ ｊ かを下水道料金として附加しているがＩ特定の

財源を持たない乙とは， ｾ ｾ ，、 下水道事業の地方税を主制Ａ

とする一般歳入に依存せしめる結果となり，元米地道で

間接的消極的事業効果しか持た ない下水道事業は， { 也の

都市施設にくらべていちじるしい遅れとなったのであ

る。名古屋市は ζ の立ち遅れをとりもどすべく昭和28年

から 15年計画で実施中の下水道 4 流域拡張事業がたとえ

完成してもなおかつ全市域に対する下水道完成率は
4096

に満たない状況である。そのうえ既設処理区域において

も，当初計画にくらべ，区域内の人口増加，上水道使用

品の増大などを考えるとき( 奥田千蔵氏原稿参照) 下水

道事業のはなはだ容易ならざる乙とを考えるのである。

名 ili l . i ! 市下水 道 一 般 平 面 凶

( 3) 工 業 用 水

i以後，中京工業地帯は交通の便がよい乙と，労働'Ji>tl';

がよいことなど 1' - 1 然的地理的諸条件に恵まれ，急激に fljl

長してきている。そのなかにあって名古屋市は中京工業

閣の メ トロポ リスとして，また伊勢湾臨海工業地413・の中

心として，年々異常な成長Z容をもっ て躍進を続けてきて

いる。このように前途洋々たる発展 lζ 対して，もっとも

必袈なのが工業用水であり，そのlilii 保如Mr乙よって工業

生産のうける影響はきわめて大なるものがある。

それでは? " ，i5屋市の工業用水の事情はどんなであろう

か。名古屋市における工業用水の使用量は 1 口で 4 5 -

ＵＰ 万トンと推定されている。このうち ＲＵｾＳＰ 万トンは淡

水が使用され，そのうち 7 '，I(I Jから 8 割は深井戸によって

いる。さらにグI古尾市南部の工業地帯! こは， ｉ ＺｦｦｩＺｾ 港湾

地帯の背後地を整備する目的」で大規模な土地区画務理

を行ない，乙れによって，迎河用地，公共用地を隊保し

巡河の閉さく，街路の整理など行ない，臨海工業地帯を

造成しようとする荒子川地区開発計画，また昭和43年度

には埋立 540 万坪におよぶ広大な名港西部臨海工業地待

の造成計画( 必2 I ' 工業用/ ) < は日i U: 43万トンと推定されて

いるＩなどぼう大な品の工業用 Ｗｊ くを必ｾとする ｅ 化学工

業がお々と進められている。乙れら工業が，その必ｾと

する工業用水をコスト而でもっとも低廉な地下'水に求め

るならば( もちろん，地下水汲み揚げには限度がある

が) ，地下水位の低下，および地役沈下による種々の被

害が変慮されるわけで‘ 伊勢湾台風で，ひどく痛めつけ

られた市民にとっては，だまってはおれない豆大問題で

ある。そ乙で，乙れら問題l乙対処するため，名古屋市工

水の建設計画が樹立されたわけである。

そし て 乙の ［［ｾ ｉ 聞は， ::2， ￯ｾＱ 屋市南部工業地帯の加 川 以来

[ 乙愛知用水からl ! 5U}くして県営工業用水道が建設されるの

に対応して立てられたものであり， 11百平n33年かられ工さ
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れている。乙の叶画は下J己表のごとくであるが，総配水

晶30万トンとして，昭和33年から 7 ヵ年JI 闘で完成しよ

うとするもので，その水源は第 1 M 工事においては，圧

内川，第 2 J切工事においては下水処理7 1 <1ζ 求められてい

る。と乙ろがず ， ｲ 片屋市の工業用水の ｦｔｲ ｩｾ は，既設工場の

鉱充，名古屋港西部臨海工業地帯の造成および荒子川地

区開発による工場誘致 lζ ともない，昭和60年において 1

口320 万トン推定さ れているが， 乙んど乙の大量の工業

用水をどう確保して行くかが豆裂な課題となろう。

前ぷの 7 ヵ年計画が完全に遂行し得たとしてその給水

能力は30万トンであり 2 圧内 川を水ilJi t とし得る工業用水

工業J f I 水第 1 JUI a十 両 紙 :l!!

摘 要 | 計
商

1 水 源 | 庄 内 川

2 給 水 位 I 7川 Om"/ 臼

3 取水 |取 水 口| 鉄筋コ ノクリート逃陪犯巾 2 m 1条初m

.設備 1m水路制水門 | 鈎鉄製 II J l . 5mx <li 0. 9m 31正

4 浄 水 | 抗 澱 池 | 径 23. 5m 深 6. 7m 2池

.J¥t ua I硫般パノ土釜| 鉄筋 コンクリート治 22上手

配水 |配 水 池 |おm Xぉm X 3 m 拙

5. Ｑ 配水 ポンプ Ｑ ｉ 両巻ポンプ ＳＰＰｾ 4台

投備 |配 水 管| 径 初O mm.......15Dm m 班長 14. 820111

6 末 端 水 圧 1k g/c m"

7 給 水 区 竺 」

8 使 川 料 金 |

9 胞 行 期 間 1

制川以阿南部

1 m川E っき 4円

昭和33年4月~昭和36年3月

10 事 業 資 | 耽 附千円

| 年 度 1 33 1 34 1 35

年 次 別 内 訳 |一一一一斗一一 l  」ーー一一一一

日 孟 1111 千円| 千円 千円

|事業政 213.ω0 ' 1  400. ∞o  1  1ω. 1飴

鏑

工業川水茸l 2 期 計 画 概 要

要 | 計 両

1. 水 源

2 給 水 政

3 麟 | 取 水 口

4 導水 |導 水 ホ ノ プ

設 備 | 導 水 符

浄 』 く I ; t 績 池

5. 1  : 急 速 ろ 過 池

設備 |硫低〈ン土室

配 水 池
配水

6. 配水，f . ンブ

設 備 | 配 水 管

7. 末 端 水 圧

8. 給 水 区 級

9. 佼 )11 料 金

10 施 行 期 間

下水処四水

133.000m" ; n 

露織，主主‘ t責処加場より分水2ヵ所

渦巻ポンプ 1000' 6台

筏 900m m- 800mm 延長 7. 390m

3 0 mx I05mx 3 m 2池

1池 90m2 14池

鉄筋コ ンヲリート逃 100坪

6 4 mx 4 4 mx 3m 2池

渦巻ポンプ 500l P 4台

径 Ｑ， ＲＰＰｭｭ ｾＲＰＰｭｭ w' 足 14.680m

1k g/c m"  

掛川以内i判部

1mお につき 4. 5 円の予定

ｬ 問看 Ｑ お年 Ｔ 月 ｾｉｉ ｉｬￆｲ ｉＳＹ 年 Ｓ 月

.11. 事 業 政 I 2. 000. 000千円

年 次 別 内 容 院 っfzldl よilp出評

46 

は 7 万ト

ン余り，

あとの第

2  J羽工事

で確保し

ようとす

る14万ト

ンは. 下

水処理の

巡兄使用

にまでそ

の水野、を

求めなけ

ればなら

な くなっ 工業用水道一般平而凶

ている。さらに残りの第 3 期工事では，そのノド狐をど乙

に求めるか検;i ，J' I ねという。工業用ノk もその;K源 lζ 苦慮し

ているわけであるが，中部地方はわが国でも- : ! s : ;J<.1乙恵

まれているのに不思議な話といわねばならなし、。木曽川

長良川， t耳炎川など7 J <f立の豊富な河川が三県l乙; ti lt して

いながら，その，f IJ;Kをめぐって，各県の地域的権益の問

題が相反しているのである。利用度がもっとも高いとい

われている利線川;Ki J j j ( 、すら，その利用品は企流iii の 874

前後であるから，木曽川水系の場合も大きく中京工業| 習

という広域自1lrlL i I ・断的見地から問泌を解決する乙とが盟

まれ るのである。

お わ り に

名古屋市の ［ｋ 道 τ ｝ｩＺ業の概ｾについて ， たどたどしく述

べてみたが，今後 [ζ 残された問題が，如何に多く . また

大きいかを知るのである。具体的には，各種水道の［ｊ ＼ｩ｝ｾ

の問題， r地方公符企業体」として独立採算制を強いら

れている，水道事業の水道料金の問題あるいは上水道の

Ｒ ｾ ｊ から Ｓ 訓にも述するという漏水の問題などがあるが，

根本的な問題が他にあるのではなかろうか。

水道事業が郎 市 行政の現業的郎門として，公ｾで ｵｬ 設

し，経営する都市の施設および事業は ， Ｇ，Ｚｾ Ｇ ， ζ 多大な設 ￺ｬｬｩ

投資と経営規校が変求されるにもかかわらず. 常利追求

の目的とする私企業の対象とはなり得なし、。したがって

他の公共胞設と同じく ，ノド道施設の完備は地方財政にと

って，かなりの。E圧となっている。しかもその貧弱さは

生活環境の忍化を激化させ，都市の総会な発展のE 大な

降路と化している u 都市経営のために袈する都市人口 1

人当りの経' 1 J . は ，都市の文化水準が高まれば高まるほど

市民の負担も多 くなると乙ろに間凶があるよう である。

また引状では ，公共施設を整備する事業主rr が ー本化

されていない乙とが原因して，種々の公共胞設全般の総

合的奇| 闘が皆無といった状態はなんとかならないものだ

ろうか。少なくともわれわれが常に街で見かける地ド埋

設物の掘り起乙し現象のたぐいは，なく な ってほしいも

のである。 (子R者 名古屋市氾l策局f冒導，深)



地 域 計画

御

生産施設を中心lζ 名古屋地法の都市;n- i i l TI を考えるにあ

たって，まずｾ，古屋を中核として約 ＳＵ 粁闘を合めた中京

工業圏にふれる必要がある。乙の工業図を規定したのは

そもそも昭和34年 9 月，科学技術庁資源調査会から出さ

れた「中京工業関確立 lζ 関する勧告」である。そ乙では

「名古j歪を中心とする中京地域の工業発展は，将来，京

浜とともにきわめていちじるしいとみられており ，その

規紋と内容からみて，その発展動向は，国民経済的にも

っとも関心のある地域のひとつといえる。と乙ろで，工

業の過度な集中は，京浜 ・阪神にみられるごとく ，諸般

の混乱をひきお乙している。中京地域においても，乙ん

ごの↑ Ji 勢如何によっては，乙の二の舞をふむおそれがあ

る。」とし均衡のとれた経済発展を可能にする集中的

分散方式を提案している。その乙ろから 乙の地獄の工業

開発を中心とした地域の変様はいちじるしい。乙 ζ では

その一部を簡単[ 己紹介し，都市問題の一端にふれたいと

思う。

1  - 名古屋南部臨海工 業地 帯

ｾ，古屋港 Ｇｩ 築港以来，約 ＸＰＰｨ｡ の埋立地を造成し ， 工

業用地. 埠頭などを提供してきたが. 中京地域の産業規

模の拡大. 工業構造の重化学工業化などによって，伊勢

湾の埋立による工業地造成の要訪が生じた。乙うして乙

図ー1 変 知 県 r ! i 郁 別 工 場 敷 地 而 積 32_  12_ 31 

ζ の資料は従業者 4 人以上の工場である。

震知県の総計は 19. 377 工場 5. 131ha である。

と 致工 場 誘

日公 哲

の臨海工業地帯は中京工業図の中核として工協の計画的

な配 ii ' 1 を予定して，昭和35年 2 月以来埋立事業が進めら

れている。現在，知多郡横須賀町地先の第 2 区には，乙

の重化学工業地帯の原動力となる東海製鉄が工場を建設

中である。

東海製鉄の誘致については四日市市と激しい誘致合戦

を行なったと伝えられ，誘致するについての協定案では

(  1  ) 工業用地は県が埋立て， 住宅用地は瓜が確保して

無償で引き波す。 ( 2 ) 漁業補償は名古屋港管班組合と

県で行なう。 ( 3 ) 工業用水施設は県が建設し会社に負

担をかけない。 ( 4 ) 操業開始までの不動産取得税は全

部免除し償却資産の固定資産税を 3 年間免除する。これ

らの協定によれば! 尽などの負担額合計は95億円にも達す

るといわれる。以後は進出希望が殺到 し. 3 .  4 区につ

いては，いまだに配置が決定しない状態である。その配

置は名古屋港管理組合が中心となって企業聞のコンビナ

ート形成などを考慮して能率の高い工業地帯となるよう

決定されるであろう。一方，主11立地後背の知多半J斗丘陵

部では社宅建設がお々と進められ，土地ブームを引きお

乙している。

中京工業図確立lζ 関する勧告によれば，知多半島の丘

陵部は名古屋南部臨海工業地有J-およびやや返れて企画さ

れた衣打Ii 臨海工業地帯にはさまれて，新しい住宅都市の

拠点適地とされていたが，現在では地方公共団体. 公団

などの| 日来の手法では処理しえないほどに地価が上って

し、る。

住宅建設，道路改良などの公共投資はその必要ととも

に図刻さを ｩ 曽している。 ｊｾ 家は兼業化の傾向にありＮ ?:i l  

多半13の弘子の用水として完成し，今年から本格的な給水

の開始される愛知用水の受益地域は自に見えて減少して

いる。埋立地lこ立地する) 次の重化学工業にともなう関

述工窃は直接の後n地でなく，名古屋の南部 lζ 位置する

国道 1 号線沿いの市町村にいちじるしく進出している。

乙うして名古屋の市街地は市域を乙えて延びている。

名古屋南部の大規模な土木工事，工場進出. また日本

の幹線道路である国道 1 号線の利用増加等で，名古足の

南入口の交通難は非常に悪化している。現在，名古屋南

部の怜線道路は国道 1号線，国道22号線の 2 本しかなく

それらは 2 本とも市街地内 lζ 入ってきて，臨海部または

名古屋の策周辺部を通って市街地を避ける環状線のない

乙とが原因である。乙の港湾区域の拡大から，名古屋市

47 



発にはならなかった。

しかし雇用の面からは123長および地核社会には大きな

は港湾区域と市域が合致するよう横須賀町，上野町の合

併を希望し準備作業を進めている。

影響を与えている。市域47，000人のまちに，流入人口が

11 ，000人という膨大な数になっている。従業員の半数は

通勤 I C(，古j京鉄道を利用しているが，単線の上l乙施設規

模も大さいので時差 ilHOJIζ よらなければ処理できない状

態である。 2 ，3 年先には誘致工場が完成し 100 近い工

場がいっせいに係業を開始するので事態は深刻である。

市域の 民家 Ｒ ， ＹＰＰ 戸の ＷＶＮＷ ｾ ちが兼業でありＮ流入人口の

ほとんども兼業j出家からの通勤者である。民家経営は主

婦中心となり ， 協ｾが積極的 ｬζ 行なわれるが，それでも

入手をかける泉樹野菜の栽培をやめて粗放な経併が可能

な米麦が中心になっている。工業化の傾向が激しくても

就業が臨時工という形をとる限り. 不安定な身分をいざ

というときには保証する民業経営をやめてしまうわけに

はし、カ，tH 、。

小 牧 ・春 日 井 地 区

小牧市，春 LI 井市はオ1古屋の北部. 北東部! ( 接する新

民i都市である。このi也l又は近年. とくに工場進出が目立

ち，これまでの稲作を中心とした山村地域が工業都市に

変りつつある。

小牧市では l昭和33年に極東開発jq; _ 械工業が進出して以

来 3 年間! こ 91工湯 300ho の誘致決定をみている。昭利136

年'. 9 jj 現在て 15工場が操業しており， 25工場が建設中で

2  豊 田 ・ 刈 谷 地 区

名古尽の中心部から東南方 20- 30km のところにトヨ

タ ｩＧｬ ｩｊ￬ｽｊｉｉｾ工業を中 心 とする豊田 ・ 刈谷工業地区がある。

この地区は トヨ タ自動車の発展とともに成長してきたと

いってよい。現在盟国市 長田市はもともとは挙母市と

日手んだがトヨタにあやかつて改名ーの市税収入の71. 596

をトヨタ自動車工業から得ている。自動車工業は数百に

のぼる部品の組立工業であるから当然数多くの関述. 下

諮企業がある。したがってその量産化 ・合理化κ は，企

業計として一体となって合理化を考える必要がある。そ

のために親工場の周辺に集中的! ( 立地する乙とが考えら

れ， 一方盟国市当局の積極的な誘致策があったので，昭

和34年以降54社の関述企業が条令による優遇制 値をうけ

て誘致された。乙の工場鮮が完成したときには . rli 西南

部の高台， トヨタ門動車工. 業の挙母工場， ) eiiir工場の聞

は工場で包められる。

乙うして開乙ん地ではあったが市が替え地をあっせん

するなどの私極的な予を打った乙と，また自動車工業と

いう点で統一さ れていたことなとーから ，土地利用の観点

からは整理された工場地区が形成されつつある。中小企

業団地として法律化された初年度K 国と県の補助対象と

して鉄工| 守l地が指定さ れ るととにもなった。! 災地の改廃

も109ぢ以下と大都市近郊にみられるようなむ らのある関

ある。 ｾ，Ｑ￮ ｊＭｬｩＮ 北部の工業九 ｴ 誌が外へ延びてきたというだ

けでな く. : ? " 神高: i ! I . i 道路とれ東高速道路のインターチ ェ

ンジの建設とそれK ともなう名古屋 ・小牧閣の道路改良

が行なわれれば，道路交 通 の 条 件 が 非 常 lζ よく なる乙

と. 乙れまでは! 品業が主体で市街地開発が遅れていて地

価の安かったことが特筆される条件である。加えて市執

行部，談会，職員一体となっての誘致運動の結果でもあ

る。最近では市民のslIJ から積極的な働きかけもあり誘致

工場は全市域に分散している。

市当局の発言では「各郎務 lζ 3 - 4 工場という目線は

パ
口

応実現したので町今後は土地利用計画 配置計画をた

て. さらに誘致を進めて行く。」という乙とである。こ

と数年の悶! ( は固定資産税などの増収で市税収入が 4 i意

円を乙え，人口 4 - 5 75人の都市で財政規模が約 10億円

に透すると推定されているのしかし誘致結果にみられる

ように工場の分散傾向は土地利用の混合化をまねき ，後

を追うはずの公A li Ui 設整備を 困難なものにするであろ

う。すでに下［ｊ＼道ｾＱｊＱｉｩが緊急、の課題 ｬι なっている。 Ｚ＿Ｇ， ￯ ＡＺ￯

屋から 20km 圏内に入る近郊地帯で労働人口の大半は名

古屋へ通勤という現状で，はたして望まれる労働力が充

足するであろうか。 m産と連繋した食品加工工場の誘

致， I災業人口の工業人口への転化を含めて各種の労働力

を必ｾとする Ｓ 駐車 ｅ の選 択などを考える段階にきている。飯 田 市 誘 致 工 場 路 図
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春日井市は小牧市と同級の条件であるが，やや名古屋

! こ近く，かつての寧工場跡地があった。そ乙 {ζ 昭和26年

王子製紙答日井工場が誘致され，そ の関述企業が周辺 lこ

進出する乙とで小牧市よりやや早く工業化が始まった。

とく lζ 昭和30- 35年の|切の工場進出は，手ノ1千7尾市内から

転11' ，する中小企業を主として愛知県内でも目立って多か

った。乙こでも工場用地による辺地蚕食が激しく用途地

域ｾｪｪｉＡで指定された工業地域外の安い ｊ 災地に工場が立つと

いう現象もみられる。現在でも工業地域に指定された地

区内にはかなりのj辺地が残っているが. 工場は国道 19号

線に沿っ てや11びていっている。市としては l"j11ζ 誘致を考

えるだけでな く，道路整備，住宅地整備など工業都市と

して完成する方向へ転換する ζ とを考えている。乙の住

宅地のｾ求は，進出する企業からの豆請でもある。工場

を作っても住宅を手当てしなければ労働) ] を集めにくく

なってきている。春日井市を縦断する国鉄中央本ｴＭｾｾは Ｓ Ｙ

年度中には市域内の複線化をほぼ完成するであろう。

こうした条件が加わって名古屋市の住宅地としての整

備も要請されてくる。住宅公団! こよって市東部の丘陵地

帯1:1こ目標人口 7 - 8 万人の住宅都市の計画もあり，将来

の市街地拡大は目 lζ 見えているが，春日井市のみでは処

: f l J l できない問題をかかえる乙とにもなるであろう。さき

に述べた国道 19号線は若手日 j l:市と名古屋市を結ぶuft - の

怜線道路であるが，名古尾市へ入った大白根11付近での交

通混乱は現在すでに問題となっており . ますます r1  動車

交通の増加するなかで春日井市が発展するためのひとつ

の障害になっ ている。

×  ×  ×  

以上簡単le名古屋周辺で最近とくに工業化のいちじる

しい 3 地区について簡単な説明をしてきたが，すでに戦

前から工業地域を形成していた地区 [ζ ももちろん‘ 問題

が多く残されている。代表的な地区としては， :?" i!i 1毛の

南ms，北部工業地帯J ，一'ι 尼西を中心とする繊維工業

地持，瀬戸の窯業地帯があげられる。これらの地区は用

途地峻s[l lでは工業または準工業地岐に指定されている

が，工業の集積 !e ともなう胞設の整備という点では遅れ

ている。すでに市街地に包凶されてしまった工場地区は

拡張する土地がない。現状のままで操業を続けると公害

の原因と なる 乙とが多くなる。最近は拡張を機会に集団

移住によって施設を整備しs また 1 企業では持つ乙との

できない厚生施設を共同で運営するといった例もでてき

ている。しかし乙の団地化が工業経営の而からは高く評

自面されても，ただ市街地の膨張をもたらす結果になって

は問題である。名古屋市内では工業地再開発の動きはま

だないが，荒子川運河の改修にあわせて区画整理による

工業用地造成計画が進められている。とくにこ乙では中

小企業の用地提供を目 際としており，共同で利用するよ

うに計算センターを設置して経営合理化をはかる計画も

図- 2 変知県市部別誘致工場敷地面積 31. 4-35. 10 

ある。

知 多郎がとくに大きいが， c . れは mffii 製鉄 596ha の

巡1.11決定のためである。内向工業地への立地状況をみ

ると ，名白昼周辺，小牧犬山，量世間周辺. m三河の 4

地践に代f). される。

都 市計 画 区 域 はせまく な りつ つ ある

中京工業| 調，とくに愛知県の工業の成長，新設工場の

や1
1ひ' 率は全国の最高に達する状況である。乙のいちじる

しい工業化はその地域，その住民に大きな影響を与えず

にはおかないだろう。最近令図的 l乙工#7，誘致を中核とし

た地域開発が叫ばれ，それが一方では「地域開発のきし

み」として取上げられ，地方自治体，地域住民の過重な

負担が折摘されるような例がでてきている。すぐれた都

市E十図的といわれる名古屋市も市街地が拡大するにつれ

て 都市活動の符器としての弱点が目立ってきた。

前lζ 述べた周辺都市の工業化は. 生産活動の市でも域

外との交通巡輸の而でも中核であるれ古屋市と周辺地以

との人と物の流れを活発にした。それが辿絡道路の不倒!

という現状によっ て， 大き な問題となってきている。乙

れは千六古! 忍市のみの問題ではない。既存の市域でそれぞ

れ自治体が都市事業を. " 0 " え実施していたのでは，その不

均衡と境界日付近での混乱は大きくなるばかりであろう。

名古屋市としては近い将来，周辺市町村を合併して 350

万都市を地域の目標としているが，現行の自治制度のも

とでの市械決定には十分な配慮が必要であろう。 r中京

工業凶縦立に関する勧告J le示された広域の計画および

行政が翌刊さ れている乙とは事実である。

現在乙の問題をとりあげて，中部経済総合調査会が，

「中部地域IL ょせる期待と勧告」中部経済連合会が「中

部経済 10 ヵ年計画」中部産業配置センターが「東海三県

の工業立地案と工業適地」とー述の基本構想が示さ れて

いる。これら三構想とも，軽工業中心から脱皮して主化

学工業化を急ぐ中部地区は総合的 な開発を必要とすると
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図 3 愛 知 県 市 郡 別 誘 致 工 場 JTI 地 i七時.: I  I  図- 4 愛 知 県 市 部 別 工 場 適 地 面 積 昭和35年7月

15 月，t 高

田rrn 30 ｾ＠ 15  

匡雪 50 ｾ＠ 30 

匝雪 印匹以上

図 2 でみた地域指向はこ ζ ではっきり示きれる。その! 司主主は各

地域でかなり娯なったものである。簡単にまとめると，名o!lfi!

周辺 ・il1内工業の分散，規般は小さい。小牧犬山 道路利川に

よる新しい工場地情。盟国周辺 : トヨタ自工l均巡企業の集積。

束三河 : 大企業の進出

いう点で一致し，それぞれ工業生産の仰びから必要な行

政投資，工業用地，工業用水などを推定している。

乙うした企業が先導する地域開発は，必ず住宅，道

協，用水，港湾なと‘ の現体flilj では企業の計算 lζ のらない

i;d投資 lζ よって補なわれなければ地域の活動を支える基

盤にならない。可能ならば先行投資が盟ましいのである

が，春日チ1:，小牧地区! ( 典型的にみら れるように， 名神

高速道路の路線決定だけでもいちじるしい工湯進出が起

るという現状である。先行投資が先行投資でなく，より

大きな追従投資を必要にする場合も十分ありうる。

工場誘致によって人口が 1 人ふえれば，財政需要は 2

万円ふえるといわれている。将来の市税増収を芸! よみて，

また雇用増を期待して工場誘致が積極的に進められてい

るが，結果として財政規模の拡大，地域の経済活動の活

発化であっても均衡のくずれる危険性は大きい。雇用に

ついても臨時工という不安定な形をとってj品業経営に大

きな影響を与えている乙とはすでにふれたとおりであ

る。愛知県では各市町村が工場適地として，かなりの広

さの土地をあげている。それらは，おおむね建築物のほ

とんどない，ある程度まとまった民地，山林を取り上げ

たものである。はたして額面i湿り適地であろうか。その

区織に建築物がなければ口収はいくらかでも容易ではあ

ろうが，そ乙に工場または工場地区の出現する乙とが，

その土地，住民』ζ 最適の条件かどうかは大いに疑問のあ

ると乙ろである。誘致する際にはJ品業をやめても工場で

働けるとか工場と同時に道路が改善されるとか，いろい

ろな条件がつくがそれが実現するまでには数年かかるこ

とが考慮に入れられていない乙とが多い。土地の利用状

況が変っても，地域の生活は変りなく続いているので，

転換期の細かなプログラムは当然用怒されなければなら

50 

E の数字は昭和35年 7 月IC愛知県工場: 誘致委が各市町の報告に

法づいてまとめた志ので，工場進出が必ずしも乙の適地IC決定

するとは限らない点は問題がある。盛田市 O は市独自に司H駐

をi l 1 ! めているためである。坦li L 工業地K ついてはここではふれ

ていはい。

ない。

工 業 の団地化一 一土地利用の専用化

最近はインダストリアノレ ・パークという言葉が佼われ

始めている。乙れは，かつての工場も商庖も住宅も一体

となった市街地が，住生活からも生産活動からもまずい

という乙とで，土地利用の専用化という切J きになり，ま

た屯力，ガス施設，道路，用排水施設などの効事の高い

利用をはかるため，とくに新規工場を新設する場合には

団地化が考えられるようになって，さらにその先を示す

ものである。工場周辺の環境整備，従業員のリクリェ ー

ション施設を設けるなどの目的で，工業地帯，敷地内 lζ

緑地公園的な空間を持つよう κ なってきたのもインダス

トリア J レ・パークを目指すものといえる。乙ういう処理

は都市の公害を防止する結果にもなる。土地利用の面で

はこの方向で計画に乗ってくる要素が多くなってきてい

る。豊田市の工場団地造成などは企業のDllj の統ーがある

だけに一層効果的になるであろう。

乙れまでは工業とその土地利用に対して積極的な政策

がなか ったのである から大き な進歩をみせているといえ

るが，都市計画として十分であろうか。生産活動が，ま

たそれにともなう人口増が要請する都市の事業は非常に

大きなものである。現在はそれが住民の大きくは国民の

負担で行なわれているのである。 乙れらの都市事業は，

とくに工業開発が集中する地域では，いつまでも不足で

あり，産業の要求が俊先される。都市計画はフィジカ J レ

な而では工業』ζ 解答を出せるようになってきている。し

かし，地域開発，都市計画…・ 目は; 地域住民の福祉のため

という基本原則[ こてらしてみて，開発の背呆にある経済

的なノ'J ，政治的な力にふれなければならないであろう。

( 依者 日本住宅公団名古屋支所宅地開発部)



二L タ ウ ン

若林

ーーーは じ め に

まずお断りしなければならないのは，乙乙で主( ( . 取り

上げるのは住宅公団の高裁寺ニュータウンであり ，それ

は現在 (111327 . 1) " スタ ープランと川地買収を進めてい

る段| 併であって，いまだその事業は具体化しているわけ

ではない，という乙とである。しかし私があえてそれを

取り 上げたのは，乙のなかに名古屋の問題があるはずで

あるし，また名古屋を紹介するのにもな、にとっては一番

あいふさわしいと考えたからである。乙うした独断をお

許し願いたい。

1  .  ニュ ー タ ウン計画と現状の問 題

名古屋地域におけるニュ ータウン計画はいままでに愛

知県地方計画や資源調査会の中京工業圏構: t Ltのなかに取

り上げられてきた。しかしそれらは実際 lζ 建設するため

- 1  変 知 県 民 お け る 主 要 都 市 西日目

地域区分

金山中心 Ｘｫ 図 ［ 市街地鼠 ， 将来の居住人口 ＨＮＢＡｾＲ ＰＰ 万人

8- 10k  ; 近郊地践

10- 15k ; 周辺緑地帯

15- 35k ; 衛星都市地待

乙のm仰において，衛星都市の配白はすでにすでにほぼ適正であり ，

現在の都市を核心としてその育成を図るよう計画されている。すなわ

ちそのベッドタウン化を防 止 するため ， その都市 ｉ ｾ 通した独自の工業

の発展を図るよう立地条件の盤備を図るものとしている。

ニュータウン ｾ可証 Ｑ

愛知 ｾｉｾ おいて ， 変化のいちじるしい地域は，名古屋市南部地区 ， 盛

岡 ・刈谷地区，衣浦地区，小枚 ・器日' 11且I ! 区および鐙締 ・i'lt 川地区で

これらの地域K ついては，その関連並. : 1 1 をも考 厳 した新都111の建設が

必要とされるのである。

愛知県新地方計画( 愛企画資料 No.6. 1961. 6) ー

開 発 を め ぐ っ て

時 fls 

の努ノJ がなされないために，具体性を持ち1. ; J ず単なる稿

短l とか絵K すぎなくなっているきらいがある。実現への

努ノJ は第一lζ 新しい組織，総合された組織を作る乙とに

あるだろう。愛知県地方計画は， 1砲 33. 12 Iζ 策定された

が，その後の実↑ !5に合わなくなったため一驚異的な経済

成長 ? 一昨年その全面的な改訂にのり出した。そのとき

「周辺にニュ ータウンを建設し名古屋の過大都市化を防

ぐ い・」という基本方針を出したが，それが名古屋市の

350 万都市構想 i 15キロ闘を市域に編入 ・ー」と衝突し

相当もめた挙句，来ては市の意向を入れざるを得なくな

った。 Lt 京工業圏構恕には，絵としてやや具体的な提案

があったため ( C そ乙の地価上昇を促し，かえって実際

の開発を困難にしてしまった。閉じ乙とが四日市でもい

える。地図上に色をぬれば，ぬられた通りに地価が上っ

てしまうといわれる。

組織ができなければ，また地価が上っ てしまえば公的

関- 2 ( 1 ) 中 京 工 業 凶 般 式 図

図- 2 ( 2 )  グ ル ー ピ ン グ 絞 式 悶
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図- 3 公開住宅団地位ロ図

日開発は不可能なのか ? 現状のまま

で実現のみを考えるのはむしろ危険

であろう。しかし一方でそうした努

力と 広い視野を失なう乙となくや

はり実現されるものを考えなければ

ならないのだと思う。

表一1 名 古 展 に お け な 主 な 公 団 団 地

住宅公団の| ヌ画整理方式によるニ

ュータウンは日本の現状から生まれ

た苦肉の策だという感じがする。そ

れは大都市圏のあり方として，また

は大都市問題を解決するものとして

計画されたものではない。一言でい

えば，金と力のない公団が追い込ま

れた郊外開発の変形にすぎないとい

えるだろう。しかし，それがニュー

タウンとなるとき，一方で苦肉の策

をごまかせると同時lζ . いままでご

まかしてきた公団のあり方というも

のが否応なしに検討される乙とにな

るのである。

団 地 名

志 賀 団 地

桑 名 丙 万

務 前 岡 山

目白 子 団 地

高成寺ニュータウン

所 在 地 か ら の 飯 能 地 自 而 磁 | 開 発 方 式
I m1.EJ1I! I都心( 栄町|開発的

k  円/ 吋

名古属市 4  4. 000 

ヨE 名 市 1. 300 

名古展t I i 8  1. 200 

拘 海 町 9  1.000 

務白井i I i 20 1. ∞o  

到: 1  九(噌品?此ザ?}玉再劃i  

20 区(広名間 航 )

2. 住宅公団の土地探しと

ニュータウン

名古屋における公団団地の主なも

のを年次別にあげると 表- 1のごと

くである。

250 区 画 撤 迎

4 図- 4

図- 5

中京工業図モデル計画

四日司1マスタープラン



乙の表は公団の限界とニ ュー タウンの意味をあまりに

も明らかに説明してくれる。当初は公共団体のまったく

の日替りとして公共団体の用Zました土地に住宅を建設し

ていた。乙の乙ろの団地は都市計画的にみても問題は少

なかった，というより公団の11任はII 霊かったであろう。

鋭敏が小 さいというばかりでなく，それは公共団体の計

画の一部であったはずだから。公共団体のタホがつき て

くると，公団は自分で土地を探さねばならなくなってく

る。土地の値上りはますます激しくなっているのに用地

' . 1. ' 1単価はほとんど変ら ないため，開発は年を追って遠隔

化し，かつ大規模化する。大規模化する主なJ l l ! 由は二つ

あるだろう。

ーは市街地を離れてしまったために日常生活に必要な

施設を最少限持たなければならなくなった乙と。二は公

団内部の問題であるが. 土地取得の困 ;'!JEとその見通しが

立たないためにー度質えそうなと乙ろをとらえるとどん

どん大きくしてしまうという傾向がある。それに加えて

名古屋では他よりも土地が得られやすいという理由から

他支所で乙なせられなくなった分までかぶせられる乙と

がある。高蔵寺ニュータウンの位置と規紋はまさにその

よう な理由から生れたものだといえるだろう。

3.  高蔵 寺ニュータウンの開発方 式

一一名古屋は区岡整理がやりやすい。何故か? 田舎だ

から。住民はオ カミ に弱し、し‘ 大都市とい っても都市化

はそれほど進んでいない。つまりまだ回舎なのサ一一

という話は問題の所在をはぐらかしているが. 現象と

してみれば，またはいいようによっては，そういえるか

も知れない。区画整理事業の成否は第一{ζ 住民の協力如

何にかかっている。そして名古屋では住民の理解，協力

と. それをうまくリ ー ドする人たちがいる乙とも事実で

ある。高蔵寺ニュ ータウンの地元説明会で公団のとった

やり方は，現在の枠のなかで灰一回務理事業がスム ースに

行なわれるためのかなりうまいやり方なのかも知れな

し、。

〈高l談寺方式〉

①公団先T r ; 開発区域の半分

① 5  " 目減歩 ; 公共減歩3'，甲J Ｈ道路 Ｒ Ｇ ， ｾｾ ｊＮ 公図緑地 Ｑ 割Ｉ

保留地 Ｒ Ｇ ，ｉ［ ｾｊ

先口封ｬＡおよひＺｾ成歩率は理論的には施工 ｲ ｙｲ ｊ の土地評価と

施工後の評価によって算出されるも

のだといえそうだが. 実際には不可

能だろう。現在では第ーに土地評価

それ自体が問題であるし 普極性の

ある評価基準などあり得な L、。また

もしかなり適当な評価がなされたと

しても，それを認めるか否かは地主

の意志にまかされる。公的開発の場

E 回

半分先 ￯ｾ

合の収用権は現在ではあまり IC微) ] であり. それを強行

する乙とは事業の失敗を意味するとさえ考えられるほど

だ。したがって乙れらの線は建設されるニュ ータウンの

イメ ージを持ちながら ，現実の諸条件を十分把握して1 ' 1

1

1

されなければならない。いくら名古屋といっても区画整

恕ではせいぜい Ｒ ｾ Ｓ ｾｊｩ ｪ ｊ の減歩が常識である。しからば

半分先貝， 5  ';I;jJ 減歩を可能にしたものはな lζ か P

① 公有地をねらえ !

開発予定区域 350 万坪のなかには県有地約35万坪，

同有地約30万坪が含まれ，その払下げが予定されて

いる。乙のため半分先買といっても民有地からは約

3 分の l の60万坪を買収すればよい乙とになる。

前lζ 述べたように，公共団体の用芯したタネがつきて

公団は自分で土地を探さねばならなくなったが，それで

も公有地の払下げを当にしなければやって行けなし、。私

たちの Dp- 62 作業 (62年度の土地探し) の基礎資料に

公有地のプロットは不可欠のものである。また市街地住

宅でも 市有地の利用を大規模に考え出している。それに

しても，せまい国土，ひしめき合う市街地lζ 公有地の，

それものんびりと放置された公有地のなんと多い乙と

か。公有地をねらえ !?

① 住宅誘致委員会

市と地元の代表から なる組織，ニュー タウンの誘致

巡 iJ!}) を行ない，とくに地元住民への説明，意見調整

に大いに役立った。

市街地周辺に土地が得 られる可能性がな くなったとき

公団では大規模開発，ニュ ータウン開発の椛忽を持って

限を郊外K 向けた。東京，大阪あたりの常識で適切1)1時間

30分，者[1心から 20キロ闘を名古屋にあてはめてみると ー

そ乙にはまだ驚ろくほどの土地があるようにみえた。実

際高l銭寺以外 lζ もいくつかの候補地が考えられていた。

乙うした公団slIJ の余裕が地元への最初の接渉を非常に

俊平IJ にした。市当局は住宅建設がその直接の M er i t 以外

にそろそろ伸び悩みはじめた工場誘致に，労働力のli{t 保

という怠| 沫でプラスになるものと考え，またI也正民は待

ち望んでいたチャンスを逃すまいと思ったかも知れな

い。そのままでは収益はほとんどあがらず，乙の機会を

逃してはいつ開発されるか，いつ他がつ〈かわからない

土地。乙うした状勢のなかで 5 引j減歩，半分買収. そ

の他換地や計画についての基本線が認められ. 市 と地元

図 B 高 成 寺 方 式

e、B-ar.I - ー. . . 1

5 削 減 歩

ｾ＠

ど‘ーーー『

、ーー. .

予侶される土地利JH
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の代表は公団住宅の誘致委員会を組織して公団の事業に

全面的に協力する乙とに なっ た。

4.  ニュ ー タ ウ ン 開 発 と 地 方 財 政

現在のニュ ータウン開発にとって最大の問題のーつは

地方i ' I 治体 lζ 課せられる負担が非常に大きくなるという

乙とであろう。もともとニュ ータウンは大都市のポテン

シャ J レが生み出したものだし，その規模と建設されるス

ピー ドは偶然そ乙に居合わせたというような市町村のも

のとはまったくスケー J レを異にする。高i飯寺ニ ュー タウ

ンの場合人 口は現在の市総人口に匹敵し，市』乙課せられ

る施設ｾ設ＱＧ￭だけで現在の財政規模を幾倍にも上回るも

のである。 市当局が乙の点を検討したら事業に難色を示

すのは当然だろらし，安易に考えていたら市財政の破た

んとその結果は限に見えている。乙乙にある矛盾とそれ

から生ずる問題はなにも名古尽に，またニュ ータウン開

発lζ 限った乙とではない。程度の差はあれ，いままでの

団地開発への批難も乙乙 lζ 因するものであろう。しかし

私は，名古屋で公団のニ ュー タウン| 摘発ががもっ具体的

な問題と，それに対する一つの プラニングの方法として

乙れを述べたいと思う。

① 高蔵寺ニュータウンの総投資 と負担区分

ニュータウン総投資のなかでは住宅以外の諸施設への

投売分が団地に比しでかなり大きくなる。住宅公団は形

の上では団地建設から ニュー タウン開発へ踏み切ったが

実質はなかなかとも なわない。いまの公団でできる乙と

は他人郁相撲 ? のよう な区画整理と住宅だけ。 施設のな

かでもいくらかは建設できるものもあるのだが，乙れは

高利貸のようなもの， しかもその予算枠はあまりに少な

し、。

公団以外の投資では 司民間および公益企業体は十分探

鉱が考えられる。国 ， 県はｾ際 ｉ ｲＮはかなり問題もあり ，

金をI l ¥したがらないと乙ろだが， 市に比べて財政は泣か

だろうし，それに反して負担額は少ないから乙 ζ ではふ

表- 2 ニュータウンの総投資と負担区分( 比率) K O Z ニュ ータウン

( 単位必)

I  I 負 担 区 分

総 投 資 区 分 | 総計 | 公 開 | 図 | 県 | 市 | 民1mI会議

宅 地 造 成 投 資
。

住 宅 投 資 76. 5 
。

都 市 施 設 投 資 6.3  
。 。

行 政 施 設 投 を 1.4 
。。。

文 教 員s 般 投 資 7. 9 
。。。。

医 療 民li f投 役 n 1.7 
。

リクレーシヨン

1. 3  
。。

踏段投資

交 通 施 設 投 資 4.9  
。

t企 計ト0. 0¥バ 3. 5 ¥2. 3 ¥ 8.4 ¥27. 0 ¥ 7.1  
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れない。 市の負担する施設は採算がとれないものが大部

分だい財政規模が小さい上Ir . 負担の割合はかなり大き

い 。 ( 表- 2参照)

乙の表では算定した額そのものは若干振れる乙とが考

えられるので% のみ記しであるが，乙の負担額は現在の

市財政規模の 4 - ，5 ｦｴｾＮ ， ζ も達するものである。

② ニュータウン 開発 にともなう市の支出と収入

市の負担する施設のなかでは学校( 幼，小，中〕が 5

答 Ｑ ｝ を占める。また ｾＱｬ 立して経営採算を考えられるものも

ある。世;1] えば上水道施設や汚水処理胞設 など に れ が 全

体の約 3 者1]) 。したがっ て乙の分は以下の検討から除い

である。市の支出としてはニ ュー タウン全体の経営維持

( 市の施設を合めて) のための経質を加えなければなら

ない。乙れらの支出 l乙対してニ ュー タウンからの収入と

しては市税がある。市税の主なものは表- 3にあげた通

りである o 96は開発事業を 10 ヵ年とし，すべての投資が

20年間 lζ なされるという一つの年次計闘をもとにして，

その20年間の収支総額を現在行なわれているもっとも普

通の場合として算出した。( 乙れはつぎの収支予測( 1  )  

の場合と同じもの，また% のみを記した迎由は前と同

じＩ。ニュータウンの建設期間 ｬζ 固定資産の占める Ｚｾｑ ｝ 合

がもっとも大きし、。評価額をいちじるしく低く抑えられ

そのうえ 1/ 2 - 4/ 10 の軽減措置をうける公団住宅であっ

ても ，住宅都市 ( ニュ ータウン〕ではやはり最大の財源

なのである。

表- 3 i 1 i の 収 支 区 分
K O Z ニュータウン

( 単位 %)  

m I  100.0  
支

川

仏
市

市 投 資 額 I 59.4  11 市 民 税 I 37. 5 

固 定 資 産 説

市 ｔ ニば｣Ｎ￬ｴＧｦｾ税

低 気 ガ ス 税

都 市 計 師 税

43. 5 

一般経ｾｾ "

h

u

 
n
υ

 

4

 

① 収支予測

ニュータウンに対する市の支出とそ乙から生ずる税収

はもちろん，直接的な採算としては考えられないにして

も，また現在の負担区分，税法または行政区画にさまざ

まな問題があるにしても，現在では ニュー タウンの経営

と採算について長期的な正しい見通しを持つ乙とは，開

発者にとっても市当局にとっ ても基本的に必要な乙とで

ある。しかしそれを正確に予測するには煩雑な計算が必

要だし，また速い将来をそのよう な形で正確を期そうと

いうのもあまり意味がない。乙乙ではそれに対する試み

としてな るべく簡単なものにまとめてみた。

図- 7，図- 8 は公団の開発事業を一応 10年にした場

合起りそう な両極端を示したものだが実際 lこはその中間

的なものとなるだろう。また開発の年次計画をいろいろ



CitiIv  
図- 7 収 支 予 測 ( 1)

K OZ ニュータウン

支出

5  

← ト ー ト トー トー lー トー トーー

市の投資分と一般経質とする。公団の年次計

画 IC合せて10年111J Kほと んどすべての投資 を

完了し ，15年以降は一般経質のみの支出とな

← トー ト トー トー トトー トー トートー ト一一 る。

「ヶーτ ト一一
税収

ト一一

- 圃

陣i )ｾ Ｓ ｾＴｾＧ＠ ｾ｢＠ ｾＷ＠ ｾＸ＠ ｾｧｾ ｬ ｧｾ Ｑ ＱｾｬｚｾＱＳｾＫｾＱＵｾ Ｑ Ｖｾｗｾ ＱＸ ｾＹ 却
巨三

現在行なわれているもっとも普通の場合とし

て計算した。固定資産税は名古屋の実情K 即

し，公団住宅K 対する軽減指訟はあるものと

する。

5  

ト一一

巨

年度収支はニュータウ J 投資のほぼ完了する翌

年から m字となるが，税収のほとんど上 らない

ニュータウン建設初期IIC投資が集中している乙

とと ，収支差額以計が非常IC大き し また20年

後にも赤字を減している 。ニュータウンru殺を

10カ年とした場介のもっと も不利な型である。

ー- ト一- 一一 t 血 性tt

l→ 
1ト

吸i差別思計←

図- 8 収 支 予 測1) ( 2 )  

K OZ ニュータウン

向)

、、
Ｈｾ＠

支出

ー--，，. . - ト一一一

公団の司Jmは同じく 10年とするが，市の投資

はなるべく退くする。 ι E では市投資分の約

8 由j を占める学校( 小，中) 投資を児霊，生

徒数の変動 IC合せ巡 らせた 。市の投資は19年

でほぼ完了する。一般経費は( 1 ) の場合と

同じ。

トートー トー』ー 』一 一一トー ト 一一

z  
3  ｾ Ｔ ｾ＠ ｓｾ ，＠ ｾＷ＠ ｾＸ＠ ｾＹ＠ ｾＱｾｾ Ｑｉ ｾＱＱｾ Ｑ Ｓ 怜 Ｑ ｓ ｕＱＶｕ

』一一ー

変えた場合のスタディも必要である。そして一方現在の

市の財政状態の分析から将来を推測し，それにニュータ

ウンの収支予測を加えて全体でバランスがとれるように

計画する。いずれにしても問題の焦点はニュ ータウン開

発初期の投資の山を如何に乗り切るかにある。したがっ

て第二段階の作業としては，その時) J J Jの起債できる粋お

よびその方法，公団や他の公共団体による日替り投資，

団や県からの特別補助などに対する検討と積極的な提案

を行なってゆかなければならない。乙のよう な作業から

ニュータウンの規模，性格，開発の年次計画といっ た7

ト一一

ト一一

ト一一ー

ld 1J  10 

興 産)

税収

公団住宅に対する軽減撤ほは全然行なわない

ものとする。他は( 1 ) の場合と同じ。

年度収支は 7 年目ごろからパラノスがとれ に

し ( 1  ) と同じく 11年 目からは烈字が恒常化

する。 初 JijJ の投資お よび収支差額累計はさ ほ ど

大きいものではない。ニュータウン政殺を 10カ

年とした場合のもっとも有利な型である。

スタープランの' 胃組みが検討されなければならないし，

また ζ のようなプラ ニン グを含んで乙そマスタ ープラン

は実現性を持つであろう。

一一お わ り に

以上述べてきたなかに私自身多くの疑問と問題を感ぜ

ずにはいられない。乙れらをもっとも整理した上で，ま

た私たちの進めている高蔵寺ニュー タウンの吾1- 固につい

てももっと具体化されたときに，ふたたび名古屋か ら報

告できる機会があればと思っている ( 620 130名古屋W)

(1居者 日本住宅公団名古屋支所宅地開発部)
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プラニンク

新 し い 計 画 の 方 法 論 を 模 索 す る

長 峯

1  .  は じ め に一 経 済 学 者 か ら の ひ と つ の 提 言

今年 1 月の「朝日ジャーナノレ」誌上 ( C， [ " 日本の都市

をどうするー経済学者の提言J と題する都留重人氏の論

文が掲載されていたのを読まれた方も多い乙とであろ

う。 *

その中で 都留氏は資本主義経済活動の集結点として

の現代の都市は，総数の: 苦手IJ追及機構が展開する無秩序

なエゴイズムの百鬼夜行の坊となっており，その結果と

して生じてくるさまざま な矛盾( 交通 7 ヒ， 都市公害な

ど〕が都市の機能をつよく圧迫しはじめている乙とを指

摘しておられる。都留氏の言築をかりれば「資本主義は

“ 外部経済" を内部化する乙とにはほとんど妨げられる

乙と な し “ 外部不経済n の内部化は拒否しつづける乙

とによって成長のため lζ は無類の強さを発揮しつづけ

てきたのだ」というわけである。彼は結論として都市問

題への今後の基本 的 視角を問題として， [ " 外部経済」

(都市に立地する乙とによって乎受する便益) と「外部

不経済J (都市 に立地する乙とによって乙うむる不利

益) を，者11市全体としての総合的な見地から評価する乙

と一「外部」を「内部J とみな しうるよう なず『しい社会

会計の方法論を案出すべきでは ないか，と提唱 しておら

れる。

晴 夫

2.  名 古 屋 の も つ 「ゆとり 」 の ゆ く え は ?

私が治古屋をめぐる都市計画の課題に取組みはじめて

からの日は浅いのだけれど，名古屋が直面する問題の性

格一問題の性質 ・深さのほかに . 市民の都市問題への意

識などをもふくめてーには東京 ・大阪とは若干異な った

ニュアンスがあるように恩われる。少なくとも乙乙 lζ は

明日ー日をどう生きのびるかという緊迫した危機は感ぜ

られないし，事実存在しないといっ てよい。雨が! 寄った

からといっ て，電車やパスが遅れる乙とは ない。路線沿

商J苫街のすぐ裏手にはキャベ ツ畑もちら ほ らしようとい

う閑散な住宅地をつらぬいて 1 メー トノレ百万円という

地下鉄工事ーおどろくべき先行投資が着々と実施されて

いる。名古屋駅から栄町にかけ ての目抜き中心地区 [ζ は

板囲いもしてない空地が| 随所に散見さ れ る。挨の舞う

100 メー トノレ道路についてはいまさら指摘するまでも な

いであろう。町はスキ悶だらけ なのである。

しかし，昨今の中京地区への急激な設備投資のために

乙のよう な町の「ゆとり J が，もはや「ゆとり」で な く

なる日も，そう速い ζ とでは ないだろう c もしも乙の町

lζ 対して旧態依然とした消極的規制程度の都市計画しか

構ぜられないとすれば，東京 ・大阪の「外部不経済J !ζ 

手をやいた資本は 乙の「ゆとり J !ζ たい して より巧妙

に ・より苛 Aーな く「外部経済」の

名 古 屋 市 東 部 の 住 宅 地 開 発 ( 千種台 ・自111 カ丘一筋)
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エコ' イズムの論理を展開してくる

ことであろう。[ " 工業誘致j の幻影

にまどわされて，みずからそれを求

めたりするものが少なくない実悩に

おいては，それは なおさらの ζ とで

ある。

[， 3.  新 た な計 画 の論理 を

ここで私たちは考えなければなら

ない。資本のエコ8 イズムを制御す

るためには，プラニンクのfillj からの

論理を明確にし推進しなければな

らないのである。東京や大阪のあや

まちを二度と繰り返さないために ，

建築の形態のみにとらわれた教祖的

改革案や，独占資木のエゴイズムに

"  62年1月14日号



池 下 公 団 ア パ ー ト

市街地再側発のプロトタイプは，今後ともさまさ. まな鎚策が与され

なくてはならないであろう。( 設計. 日建設計工務K K)

奉任するような 人間不在の産業開発計画 ・工業立地計

画K かわり得るものとしての，具体的な都市建設の指針

となりうる総合的な評価のシステムが確立されねばなら

ないのである。

冒頭にかかげた都留氏の論文は，乙のような問題意識

にたいして大きな示唆を与えるものである。日本のトッ

プ ・レベルのジャ ーナリズム の上でこのような方向での

問題提起がな された乙とは私たちにとって喜ぶべき乙と

であろうし，反面残念、lζ 恩うべき乙とであるのかもしれ

ない。というのは，われわれ都市3十四関係者のあいだで

は，いまだに乙うした総合的見地からの都市計画方法論

がl凋憾な かたちで確立さ れていないばかりか，積極的 lζ

取組まれることもすくないように恩われるからである。

もちろん，さまざまな試みはすでに開始されてはいる。

抱負としては大阪の北千里丘陵開発に匹敵する名古屋郊

外の高磁寺ニュータウン開発計画 lζ

おいては. 地元の春日井市の公共投

資と租税収入のバランスが検討され

現行税法や地方自治のはらむ問題点

lζ メスを入れる乙とによってニュー

タウン開発の方法論 lζ 新しい息吹与

が導入されつつある( 高蔵寺 Ne w 

T own. 若林君原稿参照) 。

ないのだし， Z' ，古屋では乙の核心にとり組むことが現実

の課題として要請されているからである。使い古され ，

気の遠くなるような混乱にしめつけられた都市ではなく

空白の1J: 勢で将来の方向を検家するもil1市にとっては，ど

のよう な版序で どのようなペ ース で計画を推進するか

という行動の論理が，まさに現実の課題にほかなら ない

からである。

もちろん私は このような条例が都の大都市と木質がJ

lこ異なっ たものとは思わないし，いままで東京や大阪の

混乱と取組んできた私たちのエスプリの蓄積が役K 立た

ないといいたいのでもない。まったく逆 ( e ，名古屋! とい

う 多少とも問題が単純化されたひとつの主泌を索材と

して，あらたな角度からの行動論理としての方法論を組

立ててみたいと念願しているにすぎないのである。

4  む す び一 計 画 の板 野 をひろげよう

乙のような方法論に肉迫するためには，私たち建築 ・

土木系統の計画担当者の感覚だけではおそらく不十分で

あろう。財政 ・行政 ・経済等の社会科などに加えて，推

計 ・統計 ・経営 ・O R などの分野で開拓さ れつつある方

法論の感覚の若手入が不可欠であるように恩われ る。

もちろん，具体的 にはきわめて困難な課題が山積して

はいる。たとえば一方で「論理」をとき なが ら，およそ

論理からは遊離した変動因子としての「宅地評価」の問

題 ・ある潔境の社会的 ・物理的居住性や都市機能への評

価の桁棋の問題 ・バランスシートを構成する無数の指標

の数量化の困難等々，あげればキリがない。

しかし，都留氏の論文をまつまでもなく，情勢はすで

に熟していると考える。この ような問題意識を日どろ抱

いておられる方々もけっして少なくない乙とであろう。

私たちの未熟な暗中模紫にたいして多くの方からのご助

言 ・ど批判を賜る乙と ができれば，乙 れほどうれしいこ

とはない。 ( ! 在者 日本住宅公閲名古屋支所事業部計画叙)

¥ 

私たちは ζ のような方向一一都市

開発( 郊外開発 ・都市改造すべてを

ふくめて〉のインパクトを定量的に

把短し評価してゆく方法論をお実

におし進めてゆきたいと考える。な

ぜならば乙れ乙そ計画という新たな

プロフェ y ションの核心にほかなら

街l 闘 公 団 ア パ ー ト 名 古 屋 の 目 抜 き 中 心 部 IC位むし ている。

( 設計 K K 大阪硲築事務所)
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名 古 屋 の 駐 車 場 収容するもので竣

名古屋の中心部は道路面積が2
096

あり，大阪ほどの混雑はみら れな い

が， 11召和34. 10. 1 より !弘車場i法によ

る条例が施行せられ，整備地区内 lζ

建築せ られるビノレはその対象となり

設計上考慮せねばならぬ乙 とは社会

的な当然の義務となったのである。

現在名古屋の駐車場は t 、かなる状

況かを述べると ，法施行より現在ま

でに対象になったビルは， 40件あり

延illi 砧 10. 000m
2

以上のビノレは 23

件である。とくにそのうち最大なも

のは，駅前の大名古屋ビソレ72 . 000m
2

で Ｑ ＶＰ 台収容の ＱｾＱ 置駐車場ビノレの

Ｑ ＰＮＳＰＰｭ Ｒ が工 ｾｊｬ 中である。

なお駅前名鉄ビノレ( 住友を含む)

の延前夜1132 . 000m
2

が計画され駐車

台数 300 台，パスターミナルとして

1 日3. 000本 1 時間300本の発車能力

あるものが近いうちに実施せられる

予定である。現在までに 50- 100 台

功したものは， ト

ヨタピ J レ‘ 東海銀行その他 8 件ほど

ある。つぎに駐車場における問題点

を 2 - 3 あげると，

イ) カ ーリフト を使った場合，ビ

ル内における駐車台数は，何台まで

可能か。

ロ) 吊上式立体駁車場の構造設備

ならびに附置駐車場としての諸問題

ハ) 用途による附置義務の問題点

ニ) 3. 000m
2

超過した場合，500m
2

( または 400m
2

) {ζ 1 台の算定は，

当を得た方法であろうか。

イについて行政指導上， 20台まで

は1 ; 1 までやむを得ないだろうと恩わ

れるが 30数台 lζ 1 ; 1 まで認めてほし

いと， 2 - 3 相談があり常識論から

止めてもらうようにしている。乙れ

らは理論的根拠を早急、 lζ 出さねばな

らないと考えられている。ロについ

て現在名古屋では 51正申訪あり，構

造. 設備などに相当問題を残してい

る。例えばカ ー リフトの独立塔はエ

レベ ーターとして確認ができ，吊上

式はできない。また吊上式は通達に

より平家主主として指導されるが. カ

ーリフトはどのように借導されるべ

きか. などがある。ハについて公団

アパート，病院なども附置義務にす

べきではないであろうか。ニについ

て大阪と名古屋の駐車場設置の計算

方法は，相異点があるがどちらがよ

いであろうか. また現在の規定では

交通難緩和策として， あますぎるの

ではないであろうか。など乙れらの

問題点は徐々に解決されて行く方向

にはあるが， 小さなビノレでも駐車場

を附置する乙とは，玄関に下駄箱で

も造るぐらいの考えを持つべきでは

なかろうか。

アメリカの ＳＰ 数都市 のｉｬｦ ｭｾ 事 務の施行と Ｎ 2  

人 1 0台の普及度を考えるとき，日本の110人に

1 台は急速に絡少されつつある。名古屋の デ

パートが駐車場で営業面1 1 : 影響し向側の ホテ

ルを大改築 し，地下11: 180 台の駐車働争巡り ，

道路下で結Ｎｬ＼ＱＺ と ｉｾ より ， デパートとしての生

命をよみがえらせようとして. 現在工l J l 中であ

る 。 ( 文 武 水 野 誠)

11111111111川11川111川11111111111川11111111川11111川111川川1111111川111111111111111111111 ト ピッ ク ス 1111111川川川川川川川川川山川山川川川川川川川川川川山川山川

A.  C.  R. &  

終戦直後，まだろくな建築雑誌も

なかったころー1i i . ¥¥争ボケからなんと

か脱却しようと集まった メンバーが

7 - 8人，名づけて A .C. R.  ( A RCHI -

T ECT URAL  CUL  T URE RESEA R C H) 。

バッジまで作って大いにフロンティ

J. A.  M.  
!こ l反収していたと

いった方がよかっ

たと思う。昭和28年を過ぎる乙ろに

はそろそろ各メンバーも職切に定着

し，落着いた話合いの坊も持てるよ

うになりコムペの作品批判，有名建

築家の来名をとらえての芯見拝総2

ジャーナリズムを通じての P R 活動

ア精神を発揮したものの，なにせ 7 などを行ない，ボストンのパックベ

- 8 年の戦争 lζ 断ち切られた空白と イセンターを照介し都市核の必要を

手掛りの少ない当時のこととて，幹 強調したりしたc

事回り持ちで提出されるテー "<1乙対 昭和34年， A.  C.  R. の同人もそれ

しては資料集めにずいぶん苦労し ぞれ相当の地位を得て方々へ散らば

た。いまではなんとも感じない った乙ろ 10年のギャップにあきた

“ NE I GHBOR-F OOD  C OMMU NI T Y"  りないジュニアの述中が J . A.  M  

などというのも，当時のアメリカの ( J UNI OR A RC HITE CT・5 ME MBER)  

i ( ] 築雑誌からひろい出してきてディ を結成した。 J A Mの愛称で日子ばれ，

スカッスした記憶はなつかしい。 会員は34名，民間の事務所凸が主体

長年抑圧され片輸になったE自には となり，官庁，会社笛絡，建設会社

社会主義的な意見も驚異であり，あ 設計部，公団，大学研究室とバラエ

るテーマを批判しながら討論すると ティ lζ 宮んだ会員構成である c

いうより，その調査結果を整理して 会の特色は各分野で活動している

どんなカテゴリイのものでもウノミ 小クループがそれぞれ研究した成果
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を持ちょって発表し合い大きく結び

っく場を提供する乙とであり，とか

く散慢に なり勝ちな乙うした会合の

目的を明確にしている乙とであろ

う。また伊勢湾台風のときも新聞を

通じて R C 造による災害仮設住宅案

をf足案しアピーノレした。

名古屋に芽生え，そだち，そして

うけつがれた乙れらの会は，いずれ

も綴強い抵抗精神から山発し，幾分

排他的なにおいがないでもないが，

それだけ純粋であり，ながつづきす

る可能性も多いわけである。若い会

員たちが厳しい自己否定による客観

性と系統立った自己主強の正しさを

修練する場としてこの会合を続けて

行けば，やがてメタフィジカルな混

乱から抜けだして， しっかりとした

建築の“ 型" をつかむ乙ととなろう。

名古屋とは，いままでそうした芽を

そだてようとする土壌がなかったと

乙ろである。( 文r 1 広瀬一良)

( ただし J A M の内容に関しては同会貝牛山

勉氏のと窓見をいただきました。)
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編集 本日は，大都市名古屋の建設のために，第一戦

でご活躍されておりますみ な さま方 ｉｃ ，おｾまりいただ

きまして， i 名古屋の街造りの現状と将来」というテ -

7 で，日乙ろ考えておられるような乙とを，お話しあっ

ていただきたいと思いますc 本日の司会を7}く野さんにお

願いいたします。

名古屋の

現在おかれている立場

水野 ( 司会〉 それでは司会をさせていただきます。

まず名古屋の現在おかれている立場というものですが，

乙れは，ど承知のように，乙んにち 165 万におよぶまで

の人口を容するようになりまして，全国 lζ 誇るような雄

大な都市計画が，若々とその突をみせまして，現在では

計画 lζ 基づきました住みよい，明るい大都市としての基

礎が確立されたと信じるのであります。名古屋市の社会

的，経済的，文化的など，あらゆる而の基盤は，背後地

であります広大な中郎経済圏全体から育成されたもので

あります。なお名古屋港と四日市港を中心とします伊勢

湾工業地帯i の造成は将来京浜地JHi とか，阪神地帯とかに

匹敵する地平野となる乙とが，いまから期待されておりま

す。いまや名古屋市は偉大なる田舎といわれました当時

より脱皮しまして，中部経済圏の中心部市として，また

近代的な進展のための多くの潜在的要采 lζ 恵まれた未来

ある青年都市であります。産業において，また，文化に

おいて日本を代表する大都市である名古! 区の街造りの現

状と将来ということについて，みなさまからお話をうけ

たまわりたいと存じます。話のJl民序としまして名古屋の

将来計画の基本となります計画の目標を昭和60年におい

ているようにうかがっておりますが，その将来の人口 ，

ならびK 乙の人口を適正に収存するための都市計画区域

というものの考え方について谷さんからうかがいたいと

思います。

谷 いま司会者からお話のありました ζ とについ

て，現在私どもの考えております乙とを話したいと患い

ます。街造りと申しましで もいろいろの段階がありまし

て，街づくりの計画そのものと，それを実際 lζ 仕上げて

行くための事業と二つの段階があると思うのですが，そ

の計画自体にもいろいろと段階があります。ど承知のよ

うに名古屋が都市として発足したのが，大正 ? 年です。

60 

同年』 ζ 占 ｾ￭ 市計画法の適用をうけそれ以前には東京地区

改正条例の適用を継続していましたが，みるべきものは

どざいませんでした。近代都市計画としての: : { ' ，古尽が発

足しましたのが，大正 10年後で，それ以後大正 15年ーまで

の聞に 5 ヵ年の日月をついやしまして一応区域街路，土

地利用. 公園，乙ういった原則的なま| 函が達成され，そ

れからいろいろな事業が始まりましたが，大東亜戦争 [ζ

入ってそういった諸計画も駄目になり，事業の進行がス

トップしましたが，その間 lζ 名古屋は工業都市的な性格

でふくれるだけふくれてしまったわりであります。戦争

で壊滅にひんして r以後その復興計画をたてました。

その復興計画の目椋は昭和45年に人口が 200 7] になる

であろうという回途のもとに現在の市域ではなくて| 日市

域 160 方キロの市域， 庄内川と天内川にか乙まれた 160

方キロのI又域のなかで人口 200 万人をかかえ乙むといっ

た構想のもとに都心部の街路計画を修正いたしまして新

らしく発足したわけであります。その後，1 & 災復興事業

を進めてまいりまして曹昭和30年 !ζ 130 万人す乙し乙え

まして大休戦前の人口の規模に彼しました。それから徐

々lζ 地価も高くなってまいります関係で， 160 方キロの

区域外へ市街地が進出するという事態 lζ なってまいりま

して，ど承知] のような周辺 6 ヵ町村の合併が行なわれた

わけであります。

i' ，古尽の者11市計闘区域は大体従jjiJ から枇杷品町，人事

辺まで合めていたのですが 30年にその区域が大巾 l乙周

辺の 6 ヵ町村を合んだ区域にひろがり 35年度の国勢調

査の結果，名古震の市政は単 ( Cそれにとどまらず，なお

その周辺にひろがった，例えば， I!!J i毎回] あるいは守山

市，乙ういったと乙ろが名古屋の{ 主同の場となるような

傾向 lζ なってまいりました。建設省からサゼ y ションも

あり，また， tQの計画課からもいろいろご指示がありま

すが 2 名古屋の都市計画区域が将来どうあるべきか，と

いう作業をいまわれわれのところで進めています。ただ

基本的な考え方としましては県の地方計画のなかにもう

たわれておりますように現在の市域 ( C隣接しています 1

市 13 ヵ町村がございますが，いろいろな調査の結果か

ら，大体地理的中心であります金山から半径 15キロの灰

域に含まれているわけでありますe 半径 15キロといいま

すと ，現在の交通技術の段階からみて，まあ適正な規

模，ではなかろうかという考え方と，それかり名古屋の

人口増加の傾向からみましでも 1市 13 ヵ町村を名古屋

の都市計画区域として一元的 lζ 処理していくととが非常

lζ 妥当な適切な，いろいろな資料がでてまいります。

人口の方から申しますと日本の人口が 9，300 万人ぐら

いで，人口問題研究所の試算では l昭和65年度ごろには 1
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位 800刀，最近では 1 佑 400万くらいで申話しております

が，こういった人口規模になり，なお今後も増加してい

きます。しかも， JA山村からの余乗IJ 人口が都市に集中

しB とくに大都市周辺 lζ 人口が集中するのは明白なこと

です。かりに 1千万の 105ぢを名古屋が引受けるといたし

ましても名古屋は 100 万ぐらいになります。したがって

いまのままでいっても ＲＵＰ 万 ｾＲＶＰ J j ぐらいの人口にな

りますが，さらに周辺の地区，伊勢湾臨海工業地帯・の開

発，乙ういったものからみあわせますと，名古屋. の将来

人口というのは，大体 350 万ぐ らいになるのではなかろ

うか。また一方乙れは名古屋の都市計画がはじまるとき

に人口の推定方式を立てていますが，乙の推定方式が現

在でもよろしいという乙とで試算してみますと 2 やはり

が] に申しました数字と同じような330万 な い し 350万と

いった数字がでてまいります。

乙うした人口を名古屋という地

域にどのように配分したらよいか

考えますと，都市の人口密度とい

うようなことから刻りだしまして

終戦後の戦災復興計画でー応の構

想をたてました旧市域の人口は，

200 万! こなり z 乙れはその限度で

いっぱいだろうと思います。

200 万かかえ乙みますと，方キ

ロあたり 12 ，500 人という人口裕

度になってきます。いまの東京が

11 ，000_ 大阪はちょっと多くて

14 ，000，だいたい 12 ，500人という

人口密度は都市の形態としては，

まあ乙んなと乙ろでしょう。さら

にその周辺にはその半分以下の

5 ，500 人ぐらいの人口密度で配分

するとして. いま申しました 1 市

13 ヵ町村を合めた区域にばらまき

ますと . ちょうどうまく入るわけ

です。区域的には 430 方キロとい

う面加になるわけで，そういった

面私の区域のなかに 350 万ぐらい

の人口を入れる。そういった街造

りを将来実現すべきであろうとい

うのが，現在の私どもの考え方で

す。昭和30年 lζ 周辺の 6 ヵ町村を

合併しましたときに一応土地利用，

街路計画などを検討しましたが，

当時の昔j-U習を考えだしました乙ろ

は周辺の 6 ヵ町村はまだ入っておりませんでした。 1 市

19 ヵ!町村がはいる規模で一応考えております。現在の計

画はそういった将来の構想、にみあった計聞になっている

はずです。

そこで実際に乙れを仕事にして行くのにどのような考

え方をするかというと，いろいろと街路事業，公団事業

とかー個々の事業もございますが，以前名古屋が都市計

画的 ( C非7首lζ モテソレ地区になる素地ができたというの

ふ結局は区画整理という仕事のおかげだと思います。

Jl fl 和の初期から大東亜戦争に入るまでの間に 130 あまり

の民間の区画整盟組合ができ，それらの総面積が 2 ，600

J j " 坪におよんでいる。当時の 160 方キロと申しますと，

4，800万坪ぐらいで，そのなかの2 ，600万坪が民間の区画

整理組合の網でおおわれたことになります。

それから戦争 lζ よって叡心部が壊滅しましたが，戦災

〈む

@  

、
ハ
あ
ザ
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復興事業を 1，000万坪取上げて， I日市域については3 ，600

万坪という区域が都市計画のIヌ間接辺事業，民間の都市

区画整辺事業でやられ ， なお ｾｍ 長が進行中でもあります

が， 7596から 8096までの区域が土地区画整理で行なわれ

たという ζ とは非常に大きな区画整理事業の方式である

と思います。乙れによってほぼ旧地域の町Ｇ，ｬ［ ｾ ｊ りはできて

いる乙とになります。周辺の部分につきましでも最近の

新らしい組合が続々と発生しております。乙れらによっ

て一応目途がついているのは 1，000 万坪ほどありますが

乙ういった区波の人たちの自主的な区画整Pll 組合の手に

よりまして諸 JI' 画が実現して行くものと考えておりま

す。ただ問題は従来の区画整理事業は平 l面的な区画整

理，土地を交換分合して公共団地を住み 1'1' ，す。

こういった仕事でありまして建築の集凶として街を考

えるという考え方は抜けており，私どもはとくに最近そ

ういった欠点といいますか従来取り入れなかったような

仕事のなかへ今後は建築集団としての街を対象として考

えていかなければいけない。そうしないと最近のような

自動車交通が発達しますと建築物がふえ自動車交通がい

っそう激しくなってきまして，はたして現在の街路計画

でもつだろうかという不安な点もでておりますので，そ

ういった市も考え合わせて，とくにR l l 築界，土木界，ま

た都市社会学といった総合的見地からみた郎市計画的な

仕事の進め方が必豆ーでないかと感じております。現状の

組織そのままで仕事をもって行くとすれば. まだしばら

く理惣的な%: こはならないんじゃないかと思います。そ

の辺に問題がありますが，一応名古屋という街は平面的

な区画整理という ζ とで現在の日本のなかではモテツレ地

区といわれているような努力を続けてきたわけでありま

す。話があっち乙っちしましたが，ざっとかいつまんで

お話し申しました。

司会 どうもありがとうどざいました。いまいろいろ

承りましたが，それを区切りましてみなさんからど怒見

をうかがいたいと存じます。最初に， ｾ ， 古屋の将来とし

ては金山を中心として半径 15キロぐらいの範囲内にある

1 市 13 ヵ町村を合めたぐらいの区域が適正な区域ではな

いか。いま ，現在の人口増加の傾向，あるいは日本の人
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ロの都市集中状況からいって乙の区域内は人口 350 万ぐ

らいに考えるべきではなかろうか，といったようなお話

がありましたが，その将来計画の想定につきましてなか

で芯、見がありましたらおうかがいしたいと思いますが。

石原さんいかがですか，

石原 350万人ですか ?

司会 ええ350万です。

谷 435方キロの区域内ですよ。

石原 人口密度はどのくらいになりますか。

谷 密度は企計] 430方キロで割りますと 8 ，802人ぐら

いですね。都心部といいますかー旧市岐にうんと乙んで

いる乙とになります。

三輪 私どもの仕τFはそのようなことをうかがったう

えでいろいろと組んでいるつもりなんですが 350 万と

いう数字については別に不安とか不思議な感じは持たで

いんです。非 ＧｲｾｉｾＮ に索直でいまの東京がよき東京の時代と

いうのは，それぐらいのものであったわけなんですから

大きな課題とか，そういう言葉はないと思っており 100

人/hぐらいでしたら普通ですね。それから交通の方から

心配のない数字といえばむしろそれぐらいにしないとあ

る範囲におさまっていかないんじゃないんですか。それ

に持ち込む聞の段取りといいますか事業化して行く場合

lζ ，どたどたが起るか，起らないかという問題ですね。

地験的 lζ はそれぐらいの構想はむしろおかしくないんじ

ゃないて- すか。

宮地 私はもう少し具体的な考え方なんですが. 名古

屋の初心部というものについて考えてみますと，古s心部

をめぐって非常 I( 広い道路がたくさんございます。矢場

町の 100m 道路とか，校通りとか，乙れらの道路が都心

部に集中している形のように恩われるのですが. そうし

ますと金山が占ill 心郎じゃなくて，現状からみますと名古

屋駅附近のように思われます。その区域lこは広い立派な

道路ができておりますが，その区域だけを考えてみます

と，道路になっている面積と建築物を建てられる面積と

の比率が近いですね。姿するに道路! こ佼っている函駈が

多すぎゃしないかと思います。しかし，多いのは結構な

んですが・・・多いからそれを利用するために. 広い道路
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{ こか乙まれた部分 IL大きい建物を廷でなければいけなけ

ないというような規約でもできましたら，広い道路を有

効に使ったｾ物ができるのではないかと思います。

しかし，現状をみますと間口が 3 聞で奥行が 15- 6 聞

といったような敷地が並んでおりますが，ここに，各自

が一軒一軒91てたのでは周囲の広い道路に対する割合か

、いって建物が非常に小さくなって都心部の立派な道路

にふさわしい残設ができないんじゃないかとL思います。

乙ういう点をなにかひ止つもつ Jレ大規校な往設ができる

ようにもって行っていただきたい とL思います。

司会 ただし、まの宮地さんのごな見は現在占I1心の 4 割

近い立派な道路を持ちながらそのブロ y ク内の小さい敷

地と止に建物が姶てられていくというような乙とよりも

あの道路を利用して 1 ブロックまたは数ブロックを合わ

せて考えたような街造りをして行 くべきじゃないかとい

うど怠見だと思いますが，その通りだと思います。将来

計画につきましては谷さんから説明があり，それについ

ては妥当じゃないからというどな見でありましたので，

将来計画につきましてはこのくらいにいたします。

さきほどお訴がありました名古屋の中心部が戦災で壊

滅しました機会 lζ ，理想的な街造りをやろうという乙と

で，すくれた復興計闘が立てられ，復興上j 也| ヌ画整理事

業が実施されてこんにちにいたっておりますが，その実

施が市民の協ノJ のたまものだというお話をうかがったわ

けです。現在の名古屋市の構造は旧市域. その周辺に区

画整狸をやった区i或. その周辺で土地区画5整理を乙れか

ら進めて行乙うとする区域と . 三段の構成になっている

ような気がしますが その復興土地区画整理事業が計画

にもとずいて逐次進行してきたのですが，戦iiij の建物が

残っていることで，除外された区域が，乙んにちではそ

のまま放置できなし、状態になってきましたし，また，戦

後の混乱期から今日まで建てられて放っているよう な地

区もあり ，また一方旧市街地におきましでも，さきほと

の将来計画のなかにお話がありましたが， If I 市域! こは.

200万人ぐらい，周辺 lζ は150万人ぐらいの人口配分の予

定だということでありましたが. 乙のような人口配分の

基木と なる，土地利用計画といったものから考えます

と，土地の合理的，または，経済的な整理というよう な

見地からそれぞれの地価および立地条件，開発目的，こ

のよう な目的 lζ 応じて将来適正な市街地化をはかる仕事

をやって行く方法としま して，現在者if l市改造三法といっ

て「公共施設の整備に関連する市街地の改造に関する i法

flU 非常に長いので. 市街地改造法といっておりますが

・それから 「防災建築街区造成法J ，それから住宅地

区改造法七いうのができまして，その他ー従来の土地区

域整理事業の土地区画整礎 ｩ 去の第 Ｓ ｾ 長第 Ｔ 項によるもの ，

乙ういうような法律で行なわれる仕事になるわけです

が，なお，乙のような事業がやりやすいように国の方で

もそれぞれ補助を考えております。

乙の再開発の両立一体の財源と なっております郷市の

不燃化という乙とについて，公庫，公団におきましては

市街地胞設付住宅，中高屈の耐火建築物の融資とか，公

営住宅につきまし で も併存公，Ｚ［ｾＮ住宅とか 乙ういうもの

を活用しながら，さきほどいいましたような公式をあて

はめて逐次再開発をして行かなければならないわけです

が，そこで，もどりまして都心部の街づくりというもの

についてうかがいたいと思いますが，谷さんからさき ほ

ど$ しました市街地改造法とか，土地区間務理法の 3 条

の 4 l } ' j で計回している j也Iヌ，ならびに考え方についてお

話いただきたいと思います。

谷 これは古nl 心部じゃ な くて都心部は戦災復興事業

で区画整理は進行中でございますが，やけの乙りは戦災

復興地区のなかに入れるとして，者s市改造事業という名

称で，戦災復興事業の関述事業的な取扱いをしていると

いう乙とを考えております。戦災復興事業をやった区域

とすでに民間の土地区画整理が終了した地区との境目で

また可Tーがつかないと乙ろ，たとえば大白板，内問橋のす

ぐ南のと乙ろ，港陽町 ，築地口以南のと乙ろ，そういっ

たと乙ろが 7 ヵ所ぐらいありますが，乙ういったと乙ろ

がとうしてもの乙されておりますので，適正な市街地に

するためには，そ乙のと乙ろの区画整理をやらなければ

ならない。乙れを都市改造事業という仕事でやろうと考

えております。ただ焼け残った区域とか，副初心的な，

かなり 密集しております区域を平面的な区画整理でやる
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ことは非常 lζ 困難な乙とであります。

また，最近立法ーされました市街地改造によりますと，

換地された部分を上に積みあげていくこともできますが

その対象区域として江川線，大曽根の部分を，こういっ

た方法でやろうと考えております。いま，こういったと

乙ろに手をつけるとしましでも . なかなか大変な仕事で

す。例えば，駅西の部分は従来からi i ' J ( 災復興事業の区域

になっていたのですが，乙れは やはり特別の事業として

取りあげ なければ格好がつかないという乙 とで，駅西土

地区画整理事業として悪戦苦闘しております。まあそう

いった仕事がつぎか らつぎから出 てま いりまして私ども

のいまの仕事の進め方としては，そういったと乙ろを一

つ一っかたづけて行乙うと考えております。

司会 公団の方で再開発について調査されたり= また

現在調査中の地lヌがあるとうかがっておりますが，その

へんの乙とについて一つうかがいたいと

三輪 いた具体的 lζ と乙を調査してどうなったという

ことをお話しするまえに，私たちの仕事の段階を申しま

すと ，モ テ、ノレを一つでも! l l i てられたらいいなあといった

段階でどざいます。もちろんねらいはさきほどいわれま

したように街区単位をもって街ぐるみ改造して行く方向

にもって行く乙とですが z その前』ζ ，やはり少しでも

そういうものに似せたものでもできて，その方が l ' l 、な

あという世論の支持をうけなければならないと恩lいま

す。不燃化とか高周化とか，金融公庫が熱心に進め られ

ている後をうけてそれをもう少し大きくして行くという

ような段階で，それも乙とに市のプJ で計闘されている大

曽根とか，駅西とか，金山とか，将来非常 lζ 重要な湯所

で，どうしてもそ ζ のと乙ろをほっておけないというと

ζ ろに ー事業を進めていく 上 l乙一番役に立つようなもの

か，それに近いようなものを造れれば，まあ，一部看板

がruてられればいし、なあという程度の仕事のねらいを持

っているのです。

それからもうひとつは，名古農の住宅政策ですが，住

宅公団というのは住宅政策K 従属したものですから， 0，

iJi Jは街造りの建設政策と若干迷いますから住宅公団が街

造りを全部卜 γ プをきってやっていくようなことは毛頭
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できません。その面からも若干矛盾があります。たとえ

ば，名古屋の住宅事↑ ? ? というものは，将来相当見込まれ

ているにもかかわらず名古屋地区は公団でいいますれば

事業量では日本全国の 10% を割る 596程度のウエイ トし

か持っ ていないのです。それからいままで 5 ヵ年間. 実

際 lζ は事業年度として 7 ヵ年間やっていますけれど， 5  

ヵ年間の成果というのはれ古屋の住宅にしますと 1961ζ

満たない建設しかしてないのですが，もちろん量的にい

いましでも ，建設のテンポから考えても . こ ん なことで

はとても ついて行けな いことです。事業: @: は少 なくとも

公団全体の 2 ;!il J程度ぐらいをグ』古屋市に. たたきこみた

いとい うような乙とや それからある程度市営住宅をは

じめ公営住宅. 公庫住宅というものと公共投資の住宅が

化古屋の場合非' 品にウエイトを，li めていますから そう

い う面で全体の住宅の役資量というものをかなり ふやす

という乙とをし なければいけ ない段階じゃないかと思い

ます。いろいろ なにらみあわせで，とにかく1 " ，古屋はそ

のさきに待伏せしたru設をやって行くと いった形を P R  

していきたいと思っています。それから具体的に地区の

調査とかそういったものをやっ ていますのは. いっ てみ

れば そのようなものでぷ古屋の場合にどのような問題

があるかと いうこと を少しずつでもつかんでいっ て 仕

事の上に参考にしていければいいという程度に考えてい

ます。

司会 そういう IWについて小燃都市ru設協議会のメン

ノミ ーであります浜田さんから，防災建築街区造成法で造

成しようとする地区あたりについて= うかがいたいと思

いますが。

浜 田 どうも都心部というと乙ろの地主は. 土地に対

する愛Z1が非常 lζ 強いので共同建築をしようといっ ても

なかなか不知しない。いまお話がありました防災建築街

1><造成法という法律はいい法律でして， かつ ての重点防

火帯，あるいは防火椋というような帯状でな く街区全体

を高居化してし、かなければいけないというものですが，

もうそうやって行かなければ車の問題で行きづまってお

ります。 関口 3 問- 4 聞のと ζ ろに， 4  1糖- 6 階建を建

てますが，車の処湿の問題で図っております。私ともの
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ところに大規模のヒツレを単独で建てたいという方や 2  

- 3 人の共同で建てたいという方が相談にこられるので

すが. 建物を廷でましでも車の処理の問題からとりやめ

になったのもあります。さきほどの防災建築街| 又造成法

の適用を受けまして街l又の中央部にでも空地を保有して

そ乙に車を収容する。いまアメ リカ村の高山先生の器本

音j'iiffi にもありますが，ああいう形でもとら ないと行きづ

まってしまうのではないかと患っていると乙ろです。

しかし乙乙で問題に なるのは地主の方の土地に対する

愛着をどう説得するか. 乙れが現在の法律ではちょっと

むつかしいのではなｾ ¥ ;O' . もう少しつつ乙んだ. なにか

強力なカでとれを押さないと事実上でき ないのでは ない

かと考えております。それから街灰といいますと，哀と

表とがあるわけですが，表通りと哀通りではその性絡が

まるでi込う。かりに本H可通りを例 l乙とりますと . 一方の

i湿りは間庭l1i . また一方の通りは料理屋街といったふう

で性質が追っ ています。それを一木にまとめようといっ

ても事実上でき ない( 笑) 。これをーオ互にまとめるには

民間だけでいくら話しあっても ‘ ζ れはむつかしいので

はないかと思われます。

司会 防災建築街区を造るうえの問題点lζ ついて，い

まお話がありましたが，そのことにつきましてはまたの

ちほどまとめてうかがう乙とにいたしまして，住宅地区

改良法によります改良地区の指定による街造りの乙とで

すが，乙の改良地区の指定について少し申しあげますと

現在指定されておりますと乙ろは汁谷地区だけですが.

大体 2 月どろに城北地区，御岡地区，汐止地区，弥次術

地区が指定さ れますが，乙の地区は伊勢湾台風に よる被

災者を - 11寺，収容する施設として建築した応急仮設住宅

が密集している地区であります。城北，御園地区は簡易

木造住宅の密集している地区であります。それに白水地

区と乙の 5 ヵ所の地区が指定されるのではないかと思っ

ております。乙のまえの法律で行なわれましたのが，ご

承知のとおり中区の奥田町で昭和 3 年から 5 年 K かけて

537 戸建てかえられたという記述が残っております。以

上のようにいろいろの法規ができましていろいろな開発

地区が考- えよーれているわけであります。その他の地区で

あの辺はああしなくてはならないといったような地区に

ついてうかがいたいと思し、ます。

相徳 実は私はあらゆる計画が金山を中心lζ 考えられ

ているように考えられるのですが，金山は都市 センタ ー

であって都市センタ ーでない。私の想像なんですが，機

能の中心を拠点にして物を考えられておるんじゃないか

という心配があるんです。今年の正月 lζ 市長さんもおっ

しゃっておられましたが，例えば，駅前の広場がせまい

とか. 駅前の地下街の拡長ーまを備という案もででいるわ

けですね。乙れと同じととが将来金山を都心として. あ

くまで454えている以上 当然考えても良いような気がい

たします。あるいは非常な問題がもうすぐでできゃしな

いかということが考えられます。金山の表のみならず哀

までいまのうちから工事をやっておく必攻ーがあるんじゃ

なし、かという乙とを検討していただく必要があるんじゃ

ないかといつも考えるんですが。

谷 いまおっしゃるような金山が中心という乙とは

乙れはあくまでも金山が地理的な中心であるという乙と

でありまして，乙れは名古屋の都心部が金山 lζ 移るとい

う考えは私は待っ ておりません。

司会 そのあたりに少し誤解があったようですね。

谷 われわれはグ: 古尾駅から新栄町までにかけての

巾 1 キロぐらい 3 方キロ半ぐらいの lヌj或が将来の都心

という考え方をしています。その都心の| ズ域の建築構造

のボ リュームとかいろん なことを考えますと，金山は交

通の 中心であって，あそ乙へ名古屋の既成の都心が移り

得るかどうかは問題だと思います。また日商からいいま

すと新幹線がせっかくできたんだからあそ乙に新幹線の

大きな j択を造っ て名古屋の都心を あらかじめ周忌、した

らどうだという窓見もあったんですが， しかしそれは人

為的にやれる仕事じゃないと私は思うんです。 ζ れはや

はり町の歴史的な所産でもあるし既成都心が今後も膨

張する方向だろうという考え方をしております。

相徳 将来あの辺 が中心になるような気がすんです

が。

谷 ただ南部に工業地帯ができますと，工業地籍の

工業都心 といいますかョ工業的機能をはたすような都心

といいますか，本来の都市機能と別の都市機能ができる

と思います。金山では都心に近すぎますし，むしろ熱田

か，それ以南にそういった工業的な中心ができるのでは

ないかというよう な考え方をしています。金山はちょっ

と中途半端なと ζ ろで交通中心という考えでおります。

相徳 交通の問題といいますと党王山とか，八事とか

非常に混雑したととろがあるんですね。そういうと乙ろ

は将来非常に困るのではないかと思し、ますが。

司会 川口 さん， 如何ですか。

川口 いろいろお話をうかがいましたが，どうしたっ

て街の改造という ζ とはやはり交通の問泌が一番重点で

あろうと考えています。名古屋の街路は日本の他の都市

よりも整備されていますが，しかし，谷さんにちょっと

おたづねしたいのですがー・・ 名古屋の道路の占める面積

と名古屋全体の面積との割合ですね。公園敷地だとか市

の所有の空地とかを除外した面積との割合ですね。本当
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の道路がしめる割合は一体どのぐらいですか。

谷 それはですね，t，ごし、たい中区の中央線1(. か乙ま

れた都心ですね。金山以北の区域で
39

96ですね。 11次災復

興で継続してやっております 1，000 万坪の区域ですが，

乙れを旧市域までに引きのばしますと，だいたい2296 く

らいになります。道路年報には 9.696 とでていますが，

乙れは旧台帳でございまして，戦前の道路面積! こ都市区

画整理事業で街路が拡巾されるもので，道路認定される

ものだけ含まれており ， 1，000 万坪の戦災復興区域は含

まれておりませんので，相当数字が迷います。大体2096

前後のものになります。

川口 それは仮に東京だとか，大阪だとかの各都市と

比較してみるとどうなりますか。

谷 さすがに東京ですね。東京の都心は4096 ぐらい

あります。ちょっと外へでますと ，区部全体の合計でい

きますと Ｑ Ｐ ＹＶ ｾＱＱ Ｅ で名古屋は東京の Ｒ 倍です。

川口 伏見通り，桜通りを車で走りますと，夕方の 5

時 ｾＶ 時どろになりますと信号で止められましていっぱ

い並んでしまってどうにもならなくなります。外国の例

から比較しましでも，まだ道路敷地がせまく ，とれから

ますます大きな問題となってきます。いま，中心部は比

較的良いのですが，周辺の新しい地域 [ζ 入ったと乙ろ，

あるいは乙れから入ると乙ろの交通問題はいまのうちに

大きな環状線を造るとか，なに かいまのうちから考 えて

おかなくてはなりません。いま，浜田さんがおっしゃい

ましたお話は，切実な具体的な例を示されたんですが，

都心の改良を建物と結びつけて考えますと道路が下へ延

びていきますね。

谷 ど指定のとおりなんですが，建築の方はス ーパ

ーブロック方式でやればよい と申されますが，私どもの

心配な点は，果して街区構造が最後であろう かという問

題がひとつあるのです。それで考えましたのは，一応現

在の都心であります栄町を中心とする区域の宅地lζ 対す

る容積率を ＳＰＰ ｾ ぢぐらいと考えますと， 300
96を延べにす

る建築物ができた場合には，よほど車をさばく施設がな

い f ，いまの街区では問題があるんです。

私は乙う考えているんです。問題は通勤交通なんです

ね。普通の自動車交通はあの程度の道路網があればなん

とかさばけるんじゃなし、かと思いますし，さらに今後も

新らしい線をとれからも敷いていかなければなりません

が，今後考えなければならないのは都心交通統計学上の

乙と，例えば，東山地区の大きな住宅団地から自家用車

をみなさんがお持ちになって都心 l乙入 るとすれば，何台

ぐらい入る乙とができるだろうかというととを，現在あ

る者s市線で計算しますと 10万台入る乙とができます。 10
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万台都心 ｬζ 入れますが，止ｾと乙ろはもちろんございま

せん。どこかに駐車できると乙ろを造らなければなりま

せんが，しかし 10万台分の駐車場を都心部に造る乙と

は，広い名古屋の道路でも今後ともできないでしょう 。

乙れは地下鉄をできるだけ拡充しまして活動交通はそう

し、った大量運送機関で片づけなければとても片づかない

ですね。ロスアンゼルスでも 3 分の 1 ぐらいは道路なん

ですが，通勤交通が結局行きづまっておりますから，大

都市の都心交通の処理はそういった交通機関を使わなけ

れば駄目だという乙とを，いま ，考えています。まあこ

ういう乙とでいけばなんとかいまの街路でいけるんじゃ

ないかと2考えています。

司会 比率が4096ぐらいとい うのはどういう乙とです

か。

谷 それはボリュームによります。私がお願いした

いのは建築物を設計される際! ( . ，現在ある街路から後退

して前面 l乙空地を残すべきじゃないかと考えますね。

石原 しかし その点ですが，道路というものは土木

の専門なんだが. 道路の棋に建築物ができではじめて道

路なんですからね。土木と建築と協力して道路計画を立

てるものではないでしょう か。

谷 と乙ろが，いまからやっては遅いんですよ。そ

乙でさっきも公団の三輪さんとも話してたんですが，公

団の下駄ばき住宅1(. しでも，大規模なものを作る場合に

しても，前回道路との関述をみて，少なくとも 20mぐら

いのがj 市道路がなければ，今後乙まると思います。 20m

と申しますと 4 車線道路なんですが， ビノレがB l ちますと

駐車線ができます。駐車線を両側において中側は 2 車線

になってしまいますので，相当広い道路を前 lζ 持たなけ

ればそのビソレは使いものにならなくなってしまいます。

少な くとも そういった道路を予定してヒソレの計画をすべ

きではないでしょうか。まあ，そ乙までわれわれも割切

っておりませんが，もう少し研究 しなければいけないと

思っております。

石原 それは建築家でなくて企業者で，家を建てる人

がその気になってくれないとそんな設計はできない。や

はり地価の問題とか利用度の問題からなるべく空地を少

なくして建物を建てようとするから空地がなくなるわけ

です。

司会 三輪さんさっきちょっとおっしゃいましたがー

三輪 道路技術のことなんですが，名古屋，東京，大

阪はほとんど 1096 くらいの統計だと思って， ただ不思議

((. 思ったんですが， 2096程度と 申しましでも外国の統計

あたりと比べますと，まあ半分ぐらいか，それより低い
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数字ですね。それをふやして行くような，原則というよ

うなものはでてこないんですか。

谷 あとはもうフリーウェーをを造るよりほかはな

いですね。あれ以上 ひ ろ げるととはちょっと無理です

ね，実施能力もないし。それでお願いしたいのは，建て

るときに後退する乙とです( 笑) 。

三輪 幸い大きなロットがありまして，細い道路がま

わりにあるのは基準法で後退しなければ高くできません

からうまくい〈んですが，t，こだね，大きな道路が小さな

ロ γ トと組んでいくつもある場合lζ はどうにもならな

い。駅西の日 l' 闘をね見いたしましでも少し道路が多すぎ

て， しかも細すぎる。換地の操作やいろいろからみあっ

て，ああいうようになったのでしょうが，もう少し太く

て数が少ない方がいいんじゃないかという感じがするん

ですが，建築主主準法かーいってmてりれなくなってきま

すからね…一高くしようと思っても，ちょうど建てやす

いロットの方がいいと思うんですが。

石原 道路としてやる方がある程度強制力もあるし，

やりやすいんじゃないですか。やはり建築主としては敷

地いっぱし、に利用するというか，建てたいでしょうか

ν， 。

谷 その問題ですが，まだ戦災復興をうけるめどが

つかない聞に一方的にどんどんビノレが辿っていくという

のに，私はおそれをいだいているんですよ( 笑) 。

城戸 名古屋は道がひろいから 2 階を道路にしてーそ

の下を駐車場にして 2 階を通す。そうすれば問題はなく

なると思います。

溝口 現在はひろいと中しましでも道路用地というの

はパーセンテージからいえば2296程度でしょう。乙れは

道路をひろくすればそれに乙した乙とはないんですが，

やはり都市計簡をやるには区画整恕事業にたよるか，買

収方式にたよるか，乙の 2 つしか方法はないんですが，

区画整担方式でいった場合，公共減歩を 3 ;却J 5 分以上と

るという乙とになると ，その事業はゃれないんですよ。

それでは3泊J5分の公共減歩のなかから道路敷地を一体ど

れだけとるかというと，もう 3 割以下になってしまう。

こういうような関係から建物を述てるには前面道路がひ

ろいのに乙した乙とはないが，やはりそ乙にはひとつの

f]i1J約をうけるわけです。

司会 道路関係についていろいろごな見をうかがし、ま

したが，つぎに進みます。

駅 西 地 区 に つ い て

司会 ただいまは，街造りや，再開発をやらなければ

ならないというような地区についていろいろうかがし、ま

したが. その地医の細部について一つ一つうかがってい

きたいと思います。まず駅西地区ですが，乙れはさきほ

ど谷さんからお話ーがありましたよう川駅西地灰は復興土

地灰. 聞整理事業の灰岐にふくまれて仮換地の指定を行な

い，その他一部の事業として行なわれましたが，東海道

の新幹線が計四されたためにその拡張 ｾｉ ー闘を取り入れる

と同時に戦災直後の指定計画を再検討されて，新らしく

土地区画整理法による 3 条の 4 項による土地改造事業と

して実施されておりますが，乙れにつきまして溝口さん

か，谷さんから公共施設の整備改普計画といいますか，

その概裂についてお話していただきたいのですが。

溝口 計iilli のilli はやはり谷さんからですね。実施の方

は荘、の方ですが。

司会 それでは谷さんから計画をうかがって，溝口さ

んからいろいろな現場の苦心談というようなものを一つ

うかがいたいと思います。

谷 正l.j [ I j j と申しましても実は駅西の計画につきまし

ては2 いろいろな案があったんですが，新1; 作総を引くと

いう乙とで，その案をねりなおしまして新，; 作総の規模に

みあうような，かなり思い切った計画をしたんでどざい

ますが，それを実際の事業 lζ あてはめますとできないと

いう総がでてまいります。区画整理事業もやるというこ

とになりますと，従来のやり方では平面的な区画整理

と，実際 lζ 減歩率が大きくなってやれないという問題が

でてまいります。やむを得ず計四を縮小しまして平面的

な区画整理がやれるような型を取り，当時としては，区

画整理に立体換地の制度がどざいまして，それを適用し

て思い切ってやったらどうだという話もありましたが，

あの条文( ( . は強制力がどざいません。それで，土地所有

者，あるいは権利者の同意を得なければゃれないという

乙とになりまして，結局ゃれなし、。やむを得ず縮小せざ

るをねなかったという ，まあ計画上の問題が今後にの乙

されております。例えば駅西の広島Jを一応、 5 ，000 坪ぐら

い取りましたけれども，そ乙を立体的 lζ 利用する場合

に，出入する道路をど乙 lζ おくかという問題，そういっ

た問題も今後に解決しなければならない問題です。また
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ロ収でし、くか全然別途の事業としまして取りあげてい く

かしなければいけないとい う問題が残さ れております。

一応，いま仕事を進めておりますよう な，十分 じゃない

が. 事前策の形として仕事を進めております。とくに，

あそ乙! ( 笈瀬通りという通りがあります。駅からその附

近までが一番混みあっ て消防部長さんも頭を悩ましてお

られる区域でありますが，乙ういう I京域はなんとかひと

つ早 くしょう。 そこにまた一番苦労の極があるようです

が. その辺の苦心談の方は溝口さんから( 笑) 。

司会 溝口さんから苦心談をうかがいます前に， ，直木;

さんから ，ζ の地区の火災に関する被害についてう かが

いたいと恩います。

宮本 まあ，あの地区以比絞的車f [ IIIJ で報噂されたり .

また大きいという火事は回数は少ないのですが. 人口荷

度が非常 lこ高い。それで火事になりかけという事故は無

数にある。それを自分たちの力でもみ消しちゃうんです

ね。いままでそういう乙とをやかましく指導している関

係で大きく ならないですんでいるんですが， しかしひと

たび間進えるととんでも ない乙とになるという紫地を持

っているんですね。 それで去 年の暮れに，ちょっとし

た火災があったんですが，そ 乙は本当にパ ラ γ クmで，

国ｾ ｊ ｾＭ ｗｊｴ］Ｍ］ＱｦｦｩｦｩＮ＠
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とてもひど く，いわゆる宿泊所が密集している地核で，

まあよくあれだけですんだという感じがするんですが.

私どもの方としては，まったく自信がも てぬ というの

か，乙うするんだという断言のでき ない地区だという乙

となんですね。しかしあまり密集しすぎてしま って，火

事が起った場合に. われわれ自身が走って通ることが困

難で，ホ ースをのばしたり . 車をひっぱったりさ えでき

ないので，乙のままでいったら木当に頭痛の種に なって

しまいます。あの地域が盤備されるとなればひじように

ありがたいと思います。

司会 あの地域は早く整備しなければL、け ないという

乙とですね。

宮本 まあそういうことですね。

司会 じゃあ，それを現場で担当しておられる滋口さ

んからいろいろうかが l 、ましょう。

溝口 実は乙の地区は昭和 ＲＵ 年 ｬ こ一応 ｾ ｉ 闘ができてお

ったんですが，と乙ろが谷さんがさきほ どおっ しゃった

とおり，新幹線が采り入れるということで，1 1 - 函がー応ご

破 算Iこなりまして， その ;n画ができ 上っ たのが昭和34年

で. ょうやく幹線用地の 巾員が決まりまして，それから

実は事業をはじめたわけで，あの地区はだいたい戦災で
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焼けてしまって，一応はやけ野原と なったというかっ乙

うだったんです。と乙ろがたまたま ，中央線，関西線の

始発点および東海道線の中央に なるので，終戦直後，近

郷の J::l 村から米，魚が入ってくる。そういう関係で必然

的にあすこへバラックマ ーケットができ，終戦後のどさ

くさもあって目茶苦茶に建ったという現実が現在なので

す。そ乙へ大上段 lζ 振りあげて公共減歩を 3 Ｇｩｾ ｊ＠ 5 分取っ

て駅前! こ匹敵するような都市を建設しようということが

郎市改造の目的になってきております。

実際まあ一つの構想ができますときには，点が総にな

り. 線が而になって都市が発展していくだろうと旬、うの

ですが，あの地区 17万坪のうち ， 5 万坪はそんなととお

かまい なく無茶苦茶に建って行くというと ζ ろなので

す。そこへ30m の道路巾と，新幹線用の敷地と，駅前広

場の 1，000 坪を公共減歩で取るんだとなると 現在乱雑

に正t っている人たちの家屋を根乙そぎにひっくりかえす

という大事業になってくるんです。 ζ の換地をどんなに

してやったらよいかとい うので. 最初は立体換地だのな

んだのとやってみたのですが. とどのつまりはもうそれ

でもできないということで. 一応いままでやってきてい

る平面換地でいこうじゃなL 、かという乙とで，平面i換地

を実はやったわけなんです。乙れについても非常に非難

があるわけなんですが 終った以上は. そ乙へ入っても

らおうという乙とで，実は現在進んでいるわけなんです

が. おかげさ まで笈瀬通りから西についてはこれは指定

JI 画をあまり変えないでできたし，対象になる方々が常

識ある人たちだったからすみやかに移転ができたのです

が， いよいよ笈瀬通 りか ら東 5 万坪の用地内には第三国

人の方が60% の比重を占めております。

E の人口と夜の人口は多少迷うんですが，むしろ私は

夜の人口が多いんじゃ ないかと思うんです。 1字決ず; や，

U) 沼い， ｾ色歌師といろいろな方が住んでおりまして， ＵＱ

咋占のところに 3 人も 4 人もいっしょになって詳してい

る方が非常に多いのでそこをどうやって立退かしていく

かですが. 換地のある人はそれでいいのですが，それの

ない方，駅裂の公共用地上にマ ーケットが怒っておりま

すが そう いった方の行き先がないんです。行き先がな

し、か らといって恨乙そぎ取ってしまえるかといいます

と. 人権問組ということもでてきますしそうかといっ

てその人たちにまで土地をあてがうことは不合恕ですの

で -体全体 どうやったらよし、かということで協議をした

り. お智恵を拝借したりしているんですが，まだいい考

えがでていないんです。そうかといって昭和39年のオリ

ンピックまでにどうしても新幹線を通したいと思います

し外国かみお客さまもくる乙とだし新幹線が名古屋

駅でそれが止 まっ て しまったといえば，名古屋の恥です

いはやくやら な くてはいかんというので新年そうそう

から関係者のと乙ろにまいりまして，なんとか立退いて

くれないかと交渉にいっ てきたんです。あの地|叉をのか

すか立ちのかさ ないかで，名古屋が偉大なる都市日 l'画を

やったというけれど釈の哀に出てみたら . あのよう なも

のがあるではないかというととになっては. せっかくの

都市計画がセ‘ ロになっ て しまう。

私の方はなんとか道路だけは li{fi 保しなければ二次元的

な都市池設の足湯ができない。せめて道路だけを造れば

その後は高局ヒソレが建つなり . と、ん な使用方面に使われ

ようともいいわけです。路巾さえ確保できれば都市とし

ての〕診ができて行くというので努力しているわけなんで

す。あの地域はあすこからしばりく西へいきますと庄内

あま

川という天然の要塞があり 司それを越しますと海部郊の

山村 lζ 入るのですが，乙の地域は地理的 lζ いって栄町附

近のようになっていくのか，それとも現在ある卸尽l 1 i に

なっていくのか，ビジ ネスセンタ ーになるのか，それと

も多少育成された，もっと変った形で町ができていくの

か私にはわかりませんが. 現在としては路巾を雌保し，

新幹線を通そうという乙とで精いっぱいです。

司会 どうもありがとうご ざいました。いま現場の立

任者であります溝口さんから ，いろいろと苦心談や今後

どのように なるかということ lζ ついてお話をしていただ

きましたが，駅西地区は第一次的には路 rl1だけでも限保

しようということでお骨折りいただいているのですが

それでは将来の駅西はどのようになったらいいのかとい

うような夢のような乙とをお話し合っていただきたいと

恩います。

溝口 私はいま申しあげましたように，ただ，路 巾だ

け確保できれば. その後はバラックが建とうが，高j苗建

築物ができょうが区画整理屋はそ乙まで考えていないん

です( 笑) 。私は現在のよう な駅前の形じゃ な くて変っ

た形でもいいですが，やはりス 7 ートなru物が正t っても

らいたいという願いはあるわけなんです。またそこがビ

ジ不スセンタ ーになった方がいいのか という乙とにつ

いては，わから ないのです。ただ私の小さいときにゆか

たiJi: で大須なんか散歩できた記憶があるんですが. 近代

化されてきますと市民の憩いの場所というものがど乙を

探しでもみあたら ないように なってきた感じがします

ね。それで駅前が現在の' z 3なら駅西区域は変った形で，

Ml いの場所であってもいいのでは ないかしらと い ったよ

うな，まあ特殊な考え方なんですが，そんな乙とを考え

ることもあります。

司会 川口さん，片山さん. rg"地さんの方々は，日ご
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ろ駅前の性絡や. 21; 物について，いろいろど研究になっ

て設計にあたっておられますがーそういう経験から押し

て駅西区域は将来どういった性格のものになって行くべ

きかという乙とについてお話をうけたまわりたいと思い

ます。

宮地 平l、はいま，お話のありました路 11') ということよ

り建築のブIJ f C 興味がありまして・・・・ 3JJ のよう な希望なん

ですが，あの地区全体を市で買いあげまして，そうして

JI 闘が全然 [1111にできるように なり ましたら，そこに私

たちの茅下が入れられるような気がいたします。私は ζ 乙

はアミューズメント ・センター として大須の近代化され

たようなものとして，乙れ ｬζ 対してｩｪ［築的なｾ＾Ｚが実現さ

れたらと思います。

溝口 市でいったん全部買い上げるというのは市街地

改造法の適用ですね。

宮地 そういうことができますかどうか。

溝口 現在では， i X ，画整理法一本でいっている関係か

ら市街地改造法の適用はもうおそいんですね。

司会 山桜さんいかがですか，いま宮地さんからど芯

見がどざいましたが。

山根 ただいまのお話しは楽しくて結構だと思います

が，計画をやってみましてもいつもぶつかるのが. 現在

のEJ12定器準法とか，いろんな法規ですよ。大学の研究室

なんかでいろんな椛恕をたてますときは法規なんかおか

まいなしにやりますから非'l;¥'I C楽しい計画が，でき上る

のですが，実際にそれを現実に移して考えますと ，たち

まちにぶつかるんです。そ乙でそういう計画のときに何

か，実現しやすく なるような衷づけといったようなもの

がほしいと，いつも思うんですが，その点についてちょ

っとうけたまわりたいのですが。
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司会 おっしゃられる乙とはよくわかります。だいた

、法規の改正の機迩にあって，それを見通して計勿ーされ

ていることをおっしゃっておられる乙とだと思うのです

が，ただいまお話しのありましたように仕事のやりやす

いように去年 12月 4 日から容積制限のできる ，特定街区

の指定ができるようになったのですが，逐次，建築基準

法がいまお話しのあったように，検討されたり ，改正さ

れたりする乙とと

谷 容 ｅ杭 ｔ町ｭ刊 ｾｉ市伽制ｼ白初凶 ｉ刊訓 ｬリ ｬ 限 ｬに乙 ｬは立耐 ｺ震主引剖 Ｔ品檎ｽ芯 Ｑ 造 ｦ的内には別 ｬに ζ 疑間は ない ん

ですか。

司会 構造的には疑問があるのです。非常に高胞にな

った場合いまの震度計算をどうするかという問題は，ま

だ，解明されていないと思うんです。

谷 耐震構造的 l己解決すれば道路交通との見合いで

いくら高くなってもいいと思うんです。

自 地 区

ー

l

 

E

E

E

，
，
 

司会 つぎに，白川地区の高山椛: tnについていろいろ

お話をうかがいたいと思います。片・山さんのと乙ろで現

在ーつのブロックについていろいろど検5すいただいてい

るようですが，その地区の構恕について，お話しいただ

きたいと思います。

片山 白川地区につきましては，高山先生の椛但しそ

の他結構な計画ができていると思っているのですが，そ
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の後いろんな条件で周閣の環境もいろいろ変化している

ように聞いていますがーー 。そういった計画があるにも

かかわらず，それを無視したり，また，現にできている

というのは非常に残念な乙となんです。その怒ｩｊ［ｉ［で者 ｾｉ 心

を開発したり，改造するとなりますと，その都市lζ 住ん

でいる市民の協力や怒欲がないとまとまらないという乙

とを強く感じます。乙れをどうしたら一審よいかという

ことは さきほどの浜田さんのお話にもありましたが，

その点で一番行き悩んでおります。といいますのは，政

府の都市計画の環境の指導も強力にしなければなりま せ

んが，市の方々の協力を求めるのにどうしたらよいかと

いうことも 今後考えて行くべきだと思っております。

谷 いま白川| 地区に現在ul 物がmってしまっている

お話を聞きましたが. 在、は内川地区 [ζ 防火地域をかけた

のは失敗だったと患っております。防火地域を指定した

ために不燃構造lこしなければならないですからね。そう

するとあとはどうにもならなくなってしまって，ある地

区のそう いった計画ができ実際にまとまっ てきた乙ろに

防火地域を指定して処理していった方がいいんじゃない

んでしょうか。それで駅西地区にも防火地主主を指定する

かどうかでまよっ ているんですよ。

司会 駅西地区は白川地区とは別だと思うんですが，

駅西は木造で建てさ せておいても 2 次的にブロックでま

とめていく乙とも可能ですが，白川地区は現在空地にな

っており . 最初のうちはブロァク全体で考えたl時期もど

ざいましたが，ぽつぽつ建ちはじめてきた乙と から考え

て，木造で廷でさせておいてあとでmて直しをさせるの

がいいのか，最初から防火地域を指定しであるために耐

火椛造の建物を建てなくてはならないので建てることを

辛抱している。それでいままでどおり辛抱してもらって

いる方がいいような気がするんですが。

谷 あそこは細いものがどんどんできていきますね

( 笑) 。

石原 外国の都市ではできている往物を乙わしてまで

再開発をやっているでしょう。名古f f I . は新地があるのに

あれがやれないようでは名古屋市はあかんですよ( 笑)

白川地区は試金石ですよ。もう少し強制ノJ をもった法律

を作らなければ ... 。いろいろ法律ができてもカが弱い

し，都市不燃化というのか，再開発というのか，そうい

ったものをカモフラ ージュしたような法作なんですよ。

もっとカのあるものでやらなければ。やればできると思

うんだが，これは是非全体計画をやって実現してもらい

たいものですね。そりゃあね，計画みたいなものはでき

ますよ。はたして実現できるかと・うかですよ。いまの話

のように小さいものがちょこちょ ζ できたのではもう駄

目ですよ。( 笑)

司会 再開発について いろいろうかがいましたとこ

ろみなさん方から P R が大切だという乙とや，石原さん

がただいま指摘されましたように. もっと強力な最開発

法というような蕊木法を作って再開発をやりやすいよう

にしなければいけないという乙とや， 市民への P R のた

めに 7 スタープランを作製しなければならないとか，い

ろいろど怒見がでてまいりました。またさきほど浜田さ

んから土地に対する権利だとか，資金の調整が問題だと

かお訴がありましたが，この他l乙，乙ういう点が問題だ

という JRがありました らうかがいたいと思います。

三輪 私たちは住宅をともなった仕事しかしておりま

せんので私どものー・番問題になるのは名古屋の用途，性

絡です。駅西のお話や，白川地区のお話をうかがってお

りましたが，そういうと乙ろへは住宅をのせていく場所

じゃないという感じがするんです。しかし，そういった

場所は建築物としては，なんとかまとめていかなけりゃ

いけないと思います。名古屋のどこかに公団住宅とか，

高居アパートとか，そういったものが，ど乙かに建つわ

けなんですが，そういった場所は， いったいど乙なん

だ，という乙とをもっとはっきりした方がよいと思いま

す。名古屋全体のパターンといいますか，イ メージがも

う少しかたまってくれないと廷でにくいですね( 笑〉。

やたらに高く建てなさいと P R しましでもね，いざそれ

が姶ってしまったときに逆に恐いといった感じがします

ね。

谷 例えば，東新聞Tに公団住宅を建てるときにーそ

んなものmててくれるなといった憶えがあるんですよ。

やはりわれわれのマスタ ーベーションかも知れませんが

都心部というのは，ーつのまとまったと乙ろと考えてい

るんですが，その周辺のいわゆる下町的なととろ，計画

もれのしていると乙ろは今後一つ一つ相談しながらやっ

ていきたいと思ってますが。

三戦 それですね，法適11jl Jまでし、かなくともちょっと

した桁君主要領まで，もう出してもいいじゃないですか。

池下あたりやってみましでも 2 ｾ皆 Ｓ 階あたりに入っ

ておられる方が，苔んで入っておられるからまだいいも

のの，住宅なんていうものじゃないですね。包車がすぐ

自のがj を通ったりして非住宅地といえるのですが，そう

かといって，ああいうものは外国でもやっているもので

すから，なければいけないし，そういった場所はど乙な

んだという乙とですね。住宅 ICはやはり緑が必要ですし

どのような住宅じゃなけりゃいけな L、かというパターン

が日本にはないんですが，名古屋ではできるような気が

するんです。
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山根 それについておおよその乙とは 回訓 さんの構想

でまとまっているんじゃな l 、ですか。

谷 田淵さんはそういった構惣はたてておりま せ

ん。

三輪 高局住宅といった概念はまだど乙にもないんじ

ゃないですか。

宮地 住宅にはJ J i l境が必要ですからね。環境も調べて

位置をきめなきゃなりませんしね。

三輪 一足飛びに団地の形式みたいな形にまでもって

L、くか。都心のオフィスビノレと ，郊外の団地との中間の

ピJ レに近いようなイ主宅とは. どんなパターンになる か。

それはそんな場所で と‘ んな環境を持たなければいけな

いかというが，イメージとしてもでてとないですね。

J'¥ ス タ ミ ナ ル

司会 乙のへんでパスタ ー ミナルの問削 lζ 移りたいと

思います。ノミスターミナル施設は路面交通対策の- : 5 誌と

しまして一般交通と 22i 接な関係がありながら，いままで

あまり関心がもたれなかったような感じがいたします。

最近乙のパスターミナノレの効用とか認識が高まってまい

りまして，札幌，青森. 新潟. 大阪，広島，岡山といっ

たと乙ろに整備されたものができるようになりました。

名古屋κ おきましでも . ζ のパスターミナルの整備計画

ができたようにう かがっておりますので. 乙のことにつ

いて谷さんか らどうぞ。

谷 パスターミナルの問題(Hf¥市交通審議会でも ー

応の結論が/ l ' ，されておりますが. 乙れは昭和60年 [ζ ， ζ

うい う場所が欲しいという 一つのサゼツゾヨン的な絵と

してです。私どものと乙ろで具体的に取扱っております

のは，昨年都市計画としての手続きをきめました名古屋

鉄道のやります駅前の郊外パスターミナルですが. 乙れ

は 1 日3，200 両を取扱う郊外ノミスターミナルのビノレがで

きる予定です。ただいま ー乙れについて日建の片山さん

のと乙ろで設計中だとう かがっておりますが，これとは

別に，栄町の 100m 道路の下l乙ノミスターミナルを造った

らという計画は田淵さんが助役当時から話はでていたの

ですが，当時は地下鉄の南北部品があそ乙にできますが，

その地下鉄の天井から地盤面までの聞の 11mの空間を利

用して地下パスタ ー ミナ J レを建設したらということで，

いろいろ設計していたんですが. 't ，' j'勢の変化で，あのへ
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んの駐車需ｾ・ ｬζ 応ずるためのスペースを灘保しなければ

ならなくなった乙とや. 市パスのノミスターミナ J レとした

窃合IC，近距離パスが地下までもぐることが妥当かどう

かという批判もありましてまだまとまっておりません。

総括的な設計は，片山さ λ のと乙ろにお願いしておりま

す。しかし. ーl作口幹部が集まりましてパスターミナ ノレ

の問題と今後 どう倣ってい くか‘ どのような方針でやっ

ていくか. いろいろ検討しましたが. あそこに東西一号

線の地下鉄，南北 2 号線の地下鉄の jjlij 釈ができます。そ

れに続いて広小路線を南へ地下道で くぐ ったと乙ろにパ

スの集まる場所を造る。ｾらに駐車場を建設しようとす

るdt 闘ですが. 乙の駐車湯を考えます場合に 100m 道路

の沿線が大規校なピ J レ化した場合にどれぐらいの駐車需j

ｾが発生する か という回途を一応出して み たのですが Ｎ

それによると 1 口 3 ，000 台ぐら いの延べ駐車台数が発

'1 するだろうという乙とになり 一般ノゼスターミナルー

プラス 3，000 台規紋の駐車場とそれから 中村百貨庖.

段坂屋. その周辺のビルと地下鉄を結ぶ地下街的なもの

そういった総体的なものを造る必2 t があるだろうという

ことで 乙れを従来栄町パスターミナ ノレと いっておりま

したが. 今後栄町交通センタ ーという名称でこの総合的

な交通処理施設を呼ぼうと決定いたしました。

片山 花、 どものと乙ろで関係し，i I " I回しております駅前

のグ: 鉄パスターミナノレでーすが，だいたい倣地としては現

在の名鉄ヒソレの南jJ!l J' 乙造る予定ですが. その規模は地下

3 階. 地上 10 階ぐらいのものを考えています。ノミスタ

ーミナノレのパスの扱い数は昭和45年度の朝のピーク時か

ら算出して一時間 300 本 1 時間に采り降りする人がそ

れぞれ 10，000人。パースの数は24パース見当で考えてお

ります。だいたしゅ階にパス階を造り . 21併はコンコース

1  J絡はヒソレおよびノ〈スターミナノレの入口です。車路は下

広チ1:1町より匂ll I . i i l l りを凶に地下でわたり . 地上に首をけ i

して誘導率路で 3 1析のパス階に若手 くという構想です。建

物全体としては上の方に貸室とかホテルと か，映画館と

か. 下のブ'JIζ 金融機関などいろいろなものが入りパスタ

ーミナルの人の流れ. 車の流れに対して非常に複雑な条

件が入っておりますので. それをスムースにやるように

計画中です。

司会 いま計画中の名鉄パスターミナ ノレについてうか

がいましたが，さきほど谷さんから栄町交通センターの

考え方l乙ついてどな見がありましたら。

宮地 私の考えでは. あの場所ヘ! 駐車湯を造るのはと

うかと思うのですが. まあ市内パスの一つのセンターと

しては北から入って南へ通りぬけできるようなセンター

でいいんじゃないですかーパスの駐車は郊外にもっザ
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名 古 屋 駅 前 お よ び 地 下 街 の 見 取 図

t 、け lま広い敷地がとれるし市内 l乙残った広いスペ ース

は一般乗用車の駐車場にー|・分あてたらよいと恩います。

司会 栄町 lζ 市バスの駐車場を設けるというのはパス

の車庫を造るという怠味じゃないと思うのですが.

谷 栄町を始発，終活にしている車が非常1乙増えて

おり，あそ乙で 3，200 回の車のn¥入りがあります。その

うちの 2 ，200 回が始発，終者で，それであそ乙に人が集

まるという結果に なり，それを合理的に処理しようと計

画しております。

宮地 私の考えでは市パスはターミナノレにしないでノレ

ープにして， ぐるぐるまわる方が， なにか交通が円沼に

行くような気がするのですが。

谷 ある限度までですね。 ・定f立を乙えますともう

街路上では処理できません。

地 下 f封

司会 つぎに地下街に話題を移しまして，いろいろと

うかがってみたいと思います。駅前の地下街ですが，乙

れは高j本鉄道の上部を利用して民間融資で造られたもの

です。 32年ごろ造りましたが，その後北 lζ{rll ひ' 地下鉄の

名庖i丸あるいは栄町の地下街. それより速くなりまし

て規政は小さいのですが，千種，i也下等に地下街ができ

ましたが， ζ れらの地下街のことについてうかがいたい

と思います。 竹中工務庖で豊田ピ J レと地下街の述絡の工

事でお骨折りいただきましたが，そのあたりについて宮

地さんから一つお話しください。

宮地 工事は非常1ζ むつかしく，建築的' こ一番むつか

しいのは建物との接合のと乙ろですが，いつも防火関係

がうまくいきません。それから高さの問題なんですが，

坐回ヒリレの前面の地下街は最初から計画しておりました

のでよかったのですが，建物をlt てたのちに地下街と連

絡しますと必ず高さがJ & ってきます。そ乙で段をとら な

L、とおさまりがつかない。地下街では桝段が非常に不適

ですので今後乙ういう計画があった場合は，できるだけ

スロープでお否めたいと思いますが，埋設管の関係でど

うしても段でなければおさまらないというのが駅前では

多いのです。 fT l : 近やりました豊田ビ J レと新名古尽ビルと

の述絡にしても上って， 下って，また上ってというよう

なも友雑な高さの関係になっ て しまいましたが，今後はも

っと簡単にやりたいと思います。
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名 古 屋 駅 前 地 下 街 断 而 図

司会 駅前では地下鉄の隆道の上端と地悠i I Uとの聞の

高さ が非常に苦しいんですね。

宮地 地上から 1 . 2 m でおさえら れ，下から地下鉄に

押さえら れ，非常に苦しいですね。ああいう場所!C地下

街を造ることが無斑Ａ な んです ね 。また私のｾ ［Ｚ に な りま す

が，ああいう地下 1 階は地下街にするには乙 れからはも

ったいないと思います。むしろ交通機関に佼っ て， もう

1階下に地下街を造っ てもいいのでは ないかと思います

ね。各 ビJ レが必ず地下に商庖街をもっ ているのですから

地下 1 階を交通に使いますと ，各 ビソレ lζ 直接入 る乙とも

できます。考え方がだいぶん飛躍いたしましたが ... 。

片山 地下 1 階は繭庖の ない通路ですね。

司会 地下街で一番困るのは，いったん火災がおきま

すと ，惣が充満して消火活動ができ ないととや，窒息し

て避難が安全にでき ない ζ となど，消防関係でど指導を

願っておりますが，このよう な排煙と消火の関係，ある

いは避難について色: * さんからお話しして下さい。

宮本 何分間 iC何人の人が避難できるかどうかHt';f 的

にやった乙とがあるのですが，今年の正月のよう な とき

は計算どおりし、かないんです。事故が起きれば大事にい

たると考えられますが，一般的にそのよう な乙とはまず

ないだろうと思っていますから平気で地下街に入ってい

られるわけですね。現在の地下街は，そのような乙とを

念頭に入れた設計がなされていませんから煙がでたら自

然排気の方法しかないわけですから ，われわれの心配し

特許防災シヤ・νター全般

ＭｈＨｾ ゆ
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ている状態が起ることは当然なんでーす。したがって，将

来建設される場合は排煙設備，消火設備を設置していた

だきたいと考えています。さらに地下街をつ くる場合，

地下鉄に接続して造り，地下鉄の電車の辺助 lζ よってピ

ストン的に空気を動かしております。 地下鉄から離れた

場所IC地下街ができれば，おそらく排気設備 などの問題

がでてきます。

司会 従来の建築基準法では地下街 lζ 対してなんの制

限も なかったのですが 34年の改正で，地下街の庖舗は

ある程度の長さをもっ て地下道 lζ 接せよとか，あるいは

高さとか，rt 員の問題，避難上の直通階段の設置とか地

下道の末端の 巾員，避難時における照明の確保，乙のよ

うな ζ とが規制lされておりまして2 後は条例によるとい

う形をとっ ておりますが，消防関係、ではなにか規制さ れ

ておりますか。

宮本 いまのと ζ ろ格別の規制lはあ りません。

司会 指導だけでやっ ておられるのですね。

宮本 火災感知の設備や規模 lζ 応じた消化の設備とい

ったものは規制されておりますが，問題はいかに 十分な

排気をするか，また，避難通路，出入口をどこにどのよ

うに造るかという乙とです。このよう なととは計画のと

きに十分;:t，-Iiむしてほ しいと 思いま す。

司会 各ビルと地下街を結ぶ，また，その背後のビノレ

と地下道で結ぶといったよう なことで，地下が平面的に

付1びるような傾向があるのですが，どの辺まで伸ばした

らいいのだろうか，その伸びをどの範囲でとめるべきだ

ろうか， という限界があるよう な気がするのです。現在

のと乙ろ泣回ピル，毎日ビノレ，中小企業センタ ー. 大名

古長ヒリレとの接続といったところできそれより伸びて行

く乙とは疑問があると思いますが。

山根 やはり限界があるよう な気がいたしますね。

谷 地下街もある程度の収入がなければ維持できな

いので，そういった而からも限界があるようですね。

司会 いまお話がありましたように，地下街を造っ て

も採算がとれなければ資財を投資する者も ないから，採

算がとれるか，とれないかというととからも限界がでて

:ft1Jl 1実製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 30

屯 話 (341) 9 0 0 4 ・9 0 1 6 ・4 8 3 5
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くるように思えますね。

谷 いまどろ申しあげてもおそいのですが，駅前の

交通処理ですが，笹島の交差点，ロータリのと乙ろの処

理をスムースにやろうとすれば道路を 2 階建てにする か

ただいまのお話のように地下に入るかしないと処理がで

きない。そうしますと地下街が邪魔になりますので地下

街はできるだけ消極的でありたいというのが私の願いな

のです。

山根 やっぱり地下街と いうのは邪道じゃ ないですか

溝口 地価が高いからやむを得ず地下にもぐるのです

ね。

浜田 名古屋の駅前はあれが限度じゃないでしょう か

ね。現に長者町の地下街は全滅状態でしょう。地下街で

ありさえすればよいという考え方は駄目で結局ターミナ

ノレに直結してないといけませんね。

司会 駅前は現在が限界で将来としては栄町，今池あ

たりが期待できますが，それ以外はいまのと乙ろ困難じ

ゃないですか。

ささほど 'ι( 地さんから地下は将来地下 3 1賠ぐらいに

した方がいいというど怠見がございましたが，将来の地

下街のあり方というものについてお話しください。

宮地 ささほどお話しいたしましたように，地下街と

いうものは各ピノレが持っておりますので，大きなビノレが

建ちならべば，地下街の心要がなくなるのではないでし

ょうか。現在の地下街は交通に附随して庖舗ができた形

になっておりますので，今いったよう K 大き なビ ルが建

ちならべばそれらの地下街で乙と足りるので地下は交通

を主要とした，自動車も通れるぐ らいの構想、にしたらと

思います。 i長するに地下街不要論です。

片山 地下街は地下 11>告にすべきで地下 3 階に造りま

しでも，わざわざ 3 階まで| 降りていきませんよ。いまの

お話にもありましたが，通路だけの地下道を造るのは私

も賛成です。むしろ，そのような乙とは交差点で必要で

す。現在は人の歩行が優先されていますが， 1lI 1立非常に

迷惑になっているわけです。人の通路を地下街と関係な

く考えた方がよいと思いますよ。

谷 地下道は造ら ないです。私は人よりも車をいた

めつけるべきだと思います。

石原 いまのうちなら立体交差もできるよう な気がす

るが，もう 4 - ，5 年もするとやろうとしても事実上でき

なくなりますね。

三輪 都市のグランドラインから下は，都市施設だと

か，駐車場と か，あまり人の入らないものを造り，人は

2 1務を歩いた らどうですか。 2 階以下はパブ リック [ζ し

ないで 2 階l乙歩道を設け，庖舗などは 2 階にもうけた

らどうですか。

浜田 仁王門辺りの設計はそういったようになってお

ります。建物を 1m 後退させまして 2 階部分』ζ 片持ち

梁で歩道を造った設計ーになっております。

三輪 飲食応だとか，現在の地下街の性格のようなも

のを下に下げないで 2 階のレベルまで上げてしまう。

谷 お話のように地下だとか，上の方に人を歩かせ

るにはそ乙に魅力をもたせないと駄目ですね。交通施設

だけを下げたり上げたりしないで総合的に考えなければ

いけな L、。

石原 2 併にしても ，どうして人間をそこにあげるか

が問題だ。: Pll 屈どおり人間は動いてくれないから。

三輪 外国の雑誌なんかに空中横断歩道の例がでてま

すね。

谷 名古屋の幹線道路は 500m 間隔ぐらいでできて

ます。その中のブロックは7 - .8万坪ありますが，それを

スーノマーブロッ夕方式で積み上げて，中 [ζ いっさい車を

入れない。中!C入れるのは駐車場とか，そういったよう

なものを置いて，車は幹線道路しか通らないという形 lζ

すればよいと，思います。

司会 みなさんか らいろいろお話をうけたまわりまし

て名古屋の街造りの現状がどのようなものであるという

ことがよくわかりましたし，それを通じて名古屋の将来

といものも怨像できるようです。本日はどうもありがと

うどざいました。

建禁思得制附定一一 ＭｾＡ｟＼ｇｏａｌＩ
日1. . : 1. - 固ツク

日本住宅公団・公営住宅御指定 15 活2 . 5  

訟 を 山 製 作 所 iV出V

大阪市東淀川区三津屋北通四丁目 電話(37)3117. 5871. 7724 
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建 造 物 の 外 壁 画 に ゲ 陶 器 の 壁 紙
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| 山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社
大 阪 市 東 淀 川 区 西淡 路町 3ー 1 7  6  T  E  L  ( 371 )  9  0  2  5  

関 東 地 区 取 扱 庖 ・ 小 林 窯 業 株 式 会 社

東 京 都 太 関 区 新 井 宿 2 - 1 5 0 0 T E L ( 771 )  6 3 4 7  

柑
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m
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F
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三

六
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気光式逼嵐器塁

販

売

3  A 大阪市西区江戸掘下通2- 17

雪Z 差益 田辺工業株式会社

一 電 話 土 佐 刷407437- 9

t¥ ...-.， 

制 毛 文 は ス プ レ 塗 り

安 価 ・ 速
乾七 ＱＲＺＮ ，ｾ谷ペインド

N E C  水銀 ランプは 特殊蛍光体とプ レス方

式電極により独特のやわら か い光と明る さ

を生み 出しま した。 ζ の ランプを使用 した

N E C 水銀灯は用途に応じたモダン なデザ イ

ンで好評をいただし、ております。

< E T 新日本電気
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ニ 所方

(  11=1 称 神 戸 地 方 及 区 裁 判 所)

所 在 中1
1
戸市生田区柄通り

起工 Ｑ ｾＱ 治 ＳＳ 年 ＱＰ 月

唆 工 明 治37年 3 月

設百| 者 河 合 浩 蔵

工事監督 河 合 治 政

エｾ 353，622. 065円

施 工 直 営

敷 地 4，455. 495坪

( 14，704， 134
m

勺

構造規模

本 館 総 坪 数 600，000li'

(1， 980，000m
2
)  

馬車寄 76. 574坪

(  252.  694
m2

)  

門 衛 所 一 線 5，316月

(  17. 543
m2

)  

供 待 所 一 棟 15，00 li' 

(  49.  500
m2

)  

便 所 二 棟 19. 58 坪

(  64，614
m2

)  

本 館 煉 瓦 造 三 階 建 rl.1火

中央正而の粁Ri

48尺7寸8分

中央屋線上越市垂|

頭上まで 74尺

概 説

事1
1
戸地方裁判所は神戸駅に近く ，

淡川事1
1
社の来にあって，赤色j ( 瓦造り

三階建の大建築である。

乙の位置の東には ，旧事11戸市庁舎

峻工当時の姿 ・西南掴IJ よりみる ( 神戸地方裁判所提供〉

( 明治42年) があり ，明治|時代官庁

建築の風貌を伝える建物が並立した

かたちで建 っている 。また乙の建物

がもっ重厚なドイツ風の ul 築様式

は，当時，山口半六の手になる兵r <lt

県庁舎が表現した，近世ブラシス風

ノレネ ッサγ スの綴式と好対! ! ( l を示す

ものであ った。

現庁舎は戦災にあい全館焼失 した

が，主壁体が残り昭和23年 5 月より

24年10月にかけて彼旧工事が行なわ

れ外観はほぼ旧規を保ち符るどとく

修復されたが，屋根勾配が緩傾斜と

なり ，棟約1りやネオ ・パ ロック的な

屋根窓の敏いが失なわれた。内部も

77 



南面よりみる ・当時の写真 〈神戸のあゆみ ・TIl!lmo周年より〕

戦災後の復旧による現在の正面中央部

78 

最初の兵庫裁判所

乙のm物は明治元年 9月，

現裁判所の位/ i ' l IC新築移

転した兵時県庁舎と推定

される。明治 6年県庁舎

が再度移転 したため，以

後，兵WI事判所とし て独

立した。( ，神戸古今の

l  務' より〕

擬洋風が加わ った神戸裁判

所旧序舎

位置は現在地で ，明治 8

年頃の主 ｾ築と推定 。 上 の

写真の ｭ 物中 ， 左側ｾ物

と冠木門は変らず，中央

の主制f と表札が変ってい

る 。 ( 叩l' 戸古今の姿'

より〉

仕上げにかなりな改変が加えられている 。

設 計者 河 合 浩 蔵 につい て

河合浩蔵は安政 3 年武州lζ 生まれ，明治15年工部

大学造家学科第四回の卒業で， 同期生 !C 中村達太

郎，新家孝正らの俊英がいた。

卒業後直ちに工部省営繕局に奉じ ，皇居御造営局

lζ 出仕したが，工部省の廃止に伴ない，明治19年臨

時建築局の設置とともにとれに移 った。

当時，議院建築や中央官庁集中突の計画が起り ，

またドイツ風の流行があったが，政府lζ 招かれてき

たド イツ人技師エシデ ・ベ ックマシらの勧誘を得

て，安木頼黄，渡辺譲らの技師と ，17名の高等職工

とともにドイツに派遣され，その地にあ って三年間

ドイツ風建築技術の修得を行な った。

明治21年帰国後，直ちに司法省の建築主任を命ぜ

られ，エシ デ ・ベ ックマシ事務所の設計になる乙の

建物の工事を担当した。以後，大阪控訴院および地

方裁判所 Ｈ ｍＲＹｾＳＳ Ｉ の設計監督に従い ， 乙の間明

治30年神戸地方裁判庁舎改築 IL 関する設計，見事! ; を

依嘱され，大阪lζ 引続いて明治33年 3月より ，同37

年の完成まで，神戸地方裁判所の建設に尽力 した。

明治38年 4 月，事1
1
戸 IL建築事務所を開設したが，

乙れは工部大学出身の著名な建築家が，事11戸』ζ
本拠

を定めた初めての例というととができる 。彼は以後

中1
1戸にあ って，明治末期よ り大正にかけて活発な建

築活動を行ない，事1
1
戸を 中心 として多 くの作品を生

み出している。

彼の作品歴Iζ は，前記のほかに春木盛( 東京 M23

年) ，内外綿株式会社 ( 大阪M42年) ，日濠館( 兼総

商j苫，事1
1
戸 M43年) ，岩井邸( 事11戸 T 3年) ，三井

物産科I戸支庖 ( T 8 年) などがある 。
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2 階 平 面 図

断面図 m策雑誌19号より転戦)

昭和 2 年事務所を廃し ，昭和 9 年10月6 日

神戸で死去した。

彼は日本建築学会の創設にも多くの寄与を

なしており ，また多芸多i I 1I ! の才能は ，I晩年も

っぱら書画に親しんだといわれる 。

事l' 戸地方裁判所は， ドイツ人建築家エシデ

. ベ ックマ γ らについてドイツ建築の作風を

受け ，また ベノレリ γ のポリテクニクムでアカ

デミ ックな建築教育を修めた河合浩蔵が，司

法省 ・大院控訴院に 引続いて行な った司法庁

舎であ り， ドイツ風ネオ ・ノレネ ッナシス様式

の流れをくむ，彼の代表作とみなす乙とがで

きる 。

また，乙の建物の音響効果が良好であ った

ととは， 当時，神戸弁護士会長 住井一久よ

りの書状にうかがう乙とができるが，河合浩

蔵が明治|待代ド イツ風建築様式や技術の日本

におけ る定若に果した役割は大きいといわな

ければな らない。

3 階 平 面 図 〔平面図は神戸地方裁判所提供)

き

事l' 戸地方裁判所における建物の変遷を調査

した際，I日庁舎の建築について若干の資料を

うること ができたので，その前身建物の写真

を掲載する 。

なお事l' 戸地方裁判所高橋重臣氏より諸資料

の提供をう けた， 篤く御礼申し上げる 。

参考文献

建築雑誌

建築雑誌

建築士

明治工業史

( 坂本勝比古記)

第 19 号 ( 明治38年 4月〉

第 591 号 ( 昭和 9年 11月〕

第 84 号( 昭和34年 10月)

建築t J
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化 学 が 生 ん だ 京 壁 仕 上 げ

A 発 光 元

石 産 商 事

東京都千代川区大下町 2- 2  T  E L  (230  4331( 代)

大阪市内区土佐岨1; 且1大 Io;J ピル T E L (441) 4235- 6 

PACEMA旺R 名 ti Ｉｾ ・ 制 岡 ・札 幌

OF 製 造 元

LATEX PAINT 

石 原 産 業

ジュラクナテジは 7 ｾＸ ＱＱ 与問のスピー

ドで仕上ります

・耐アノレカリ性ですから早く仕上げができま

す

・従来の京A涯にない近代感覚lζ マッチした羽 l

・1下いずれの色調をもお選びになれます

・ボー ド・テックス ・ベニヤ板 ・モノレタノレ ・

プラスタ ー ・スレ ー ト・漆l喰 ・和壁などさナ

テシに特殊な砂をまぜスプレ ーす るだけで

仕上ります

・1ナアジの強い塗j院が砂をIDいますから乙す

つでも砂が落ちたりハグたりすり 心配はい

りません

z- - -
L ; &; ; 1 J  

1[1]]似 合成ゴムラテ γ クスペイント目

ロ ヴ 唱す 口



伊奈製陶械式曾舵

本 社 ・ 工 場 霊 知 県 市 滑 市 扇 面 新 m ll1: 常 滑 7∞( 代)

東京 事 務 所 東 京 都中央区西八丁樹 2 - 8 ¥tt (551) 6371 (代)

大 阪 事 務 所 京 阪 市 西区断固I 南通 1 - 2 3 ¥11: (541) 5484 (代) ー
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優秀な設備技術 と卓越せる 設計の成果

耐久かおる言問子仇狂わぬ H

r . ; イヤ宅ニJ ド; 印

日本 板 硝 子 タ フ ラ イト ド ア 一 指 定

回空軍董目

90・スト ッフ付両開中心吊( 浅型 ) ヒンヂ本体ノミニテ

縦腕ニ羽幣可能

S  T - 30 

. 面温画面識

創 業 大 正 八 年

ラパトリーヒンデ

ピポットヒンデ

. ー

90・ス トップ付両開中心吊 ( H型) ヒンヂ木村、ノミニ テ縦怖ニ説l位可能

ドj1- デ%. リワ並にピポzットt シヲ守

大鳥機工株式会社・金物部

大 阪 市 北 区 永 索 開rJ 8  ([I i W : 生命館内} 包括大阪. (341) 49'15

東 京 営 業 所 見I京 都千 代田区神間金 沢 町11 ffi 話 東 京 ( 291) 8632

工 場 鳥 取 市 宮 安 電 話 代 表 2 2  0  1  

.  

日本ドFーチェック製遁株式会ii
ピポットヒンデ

面予ョ
取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本社工島品大阪市生 野 区ｾ ｾ 矢 柄町 Ｒ 2  2 電 話 大 阪 (716) 2  2  3  1  ( 代 )

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区神 田錦 町 1 丁目 2 3 電 話 東 京 ( 291) 1  9  2  0 ・4 9 2 0  

縮 問 出 張 所 傾 向 市 骨 iill 町 l 帯 地 電話 福 岡 (74 ) 2  3  7  2 ・3 3 1  2  

名 古 届 出 娘 所 名 古 鹿 市 中 区 下 園 町 1 丁目 5 番地 ?世話 名古屋 ( 23) 7  3  6  1  



汁IJ I シ9J l s9J J 製造株式会組

本 社 並 工 場 尼 崎 市 大 抽 北 口 帽 話 ( 481) 4947 - 9  
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特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷工法で施工出来る

接 着 剤

ハ イ ダ y クセメシト

No.  1 ジ ョ イ ン ト 用

ハ イ ダ イ ン No.  2  ｦｴｾ￭ 付用

一 一 一 十 士 耐 曲 師 圃E 岡 山 由 四 国 司副 翻敵軍醇岡山日明週

マ ル エ ス ル ー フイ ン グ 製 造 元

圏内の気温較差の著しい

所に於ても能くその苛酷な

条 件 に 抗 し て 老 化 せ ず 特

に寒冷地 l仁於げる投術的困 J  

難は殆んど解決されたと云

っても過言ではありません

お都径のポイ〉トtさ

zま材から

Ｔ 伽 ｬｊ ･ｾ ... .. 

ｾＱＷ クいたムード

ゐ

玄ネ土日 来庁 業 株 式工

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東町93 T E L 東京 (888) 2101- 9

大阪営業所 大阪市西区新町北通 1 丁目 40 T E L 大阪 (531) 5281- 3

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 (54)9996 ・広島 T E L 中( 2 ) 1019 

九 州 T E L 福 岡 ( 5 )0768 ・札幌 T E  L  ( 5  ) 6885 

。



ム

宮
報 ( 1 月 分 〉

宮一三 会1

13 日 11時一一21時 於大阪ru設会館(

1I ¥)ij，;ぞ; 東畑副会長外 8 理事. 11IP'l .  Ｑ ＱＮｔ ｾ 各支

部長

新年午発会終了後司席をあ みためて開催。

議 事 ( 1  Ｉ 通常総 会 の ￟ｾｈｴ 通知プ Ａ ｪｲ￈ｉ ζ 関する件

(  2  ) 個人会vi 値上げに関する件

( 3  ) 入退会者攻認の件

(  4  ) 報告事項

13言 員 懇 ギ 瓦(技 仏 門 ) 1

9 日 正午ー一- 2  11寺 於 会 館 会 議 室

tH席者 二三品評議員外 6 評議員

技 術 郎門選 ｮｬｬ の ｾ￭Ｇ ｮＺ 1  :Yl. 評議口 16?" の候補者扱せ

んに関して1H談。

編 集 委 員 会

幹 事 会

178 4 11与一一 7 時 於 会 合fi 会議室

出席. f i 上林副奈良長，石原i 1τF外 3 幹事

5 刀 「水特集」 号の企画について協議。

委 員 会

19日 4  11寺一一 8 11寺 於会 ｦｬ￭ｾｾ 会室

出席イ雪 上林副委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 会7!( 値上げにnなう会誌内科の質の問題

について

け ) 経過報告

( イ) 2 月 i 9. l l 物官]: 1J l 特集」号

( ロ) 3 )  J  i 名前屋特集J 号

( ハ) 4 ムJ i 構造特集」号

( 3 )  5 片 「水特集」号企画審議

(  4 )  Ｖ 月特 ｾｦｾ ・Ａこｼ羽する件

| 事 業 委 員 会 |

22日 61時一一71時 於箕而観光ホテル

nl ，席1' i 岩崎委員長，岡本，原田各副委員長外

10委員

議 事 ( 1  ) 報告事項

( 2 )  2 片 3 月の事業企画について

( 3  ) 創立45年記念す1業の総務委員会関係行事

lζ 関する件

!一五三五品孟量一|

19日 3 1時半一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外 6 委日

議 事 ( 1)  3 月号発表建物の件

( 2  ) 熊本 l午学校教師ジェーンス氏邸に関する

件

(  3  ) 西日本工業クラブのill 物に関する件

(  4  ) 報告すI項

! 記 念 事 業 委 員 会

住宅展委員会

19日 6 時一- 9 1時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 塚本委口長外 7 委員

議 事 ( 1  ) 小品委員集の説明立主lこ検討

( 2  ) 構造休』ζ 関する'出:}I¥委員集の説明

( 3  ) 実施についての今後の問題点! こ関する倹

合 成 樹 脂 塗 料

ト，ル事: / - 1ル合!茂樹E床材

コヌ冨ペィzhト 壁材内.1装用

‘コートとは特妹合成樹脂を主体とした高分子組状ｾ料であります。
特 徴 通気性があるため ，コンヲリートが生乾きでも鐙量産ができ . ｾｊ 服す る

ません。その上乾般も極めて早< . 従って工期j の短絡がで きます

製造元 大 元 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市東淀川区三津屋北. i i ! i 1) 1の38 T E L 大阪 (301) 2734- 5 

営業所 大 阪 東 京 名 古 屋

トルギノールは合成樹脂の蛤装式( コテ仕上) の床材で継 目が4

〈衛生的で，圧力. 脳t s IC耐えて永もちのする理組的床材で保温

防音 IC も11み蛸む感じのよい適度の抑力をもっています。

* 不変色 色制自在 * 総名記入 カタログ御前i求下 さい
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出版委員会

25日 1 時半一一 4 時 於 会 館 会 議 室

出席者 総辺， 足立正副委員長外 10委員

議 事 ( 1  ) 資料確保見込一覧表の作成

( 2 ) 資料不足地方について提供方依頼の件

( 3 ) 東京方面の原稿受け取りに関する件

( 4 ) 本の型並lζ11¥1坂氏の見積について

総務委員会

小委員会 (会員余技展)

19日 正午一一 11時 於 会 館 会 議 室

出席者三品主査，駒委員

出品勧誘について協議。

小委員会 (表彰)

25日 5 時半一一 7 1時 於 会 館 会 議 室

出席者岡本主主E外 4 委員

感謝状贈呈者の詮考基準，記念品などについて協議

小委員会 (式典，祝賀会)

30日 正午一一 1 1時 半 於会館会議室

出席者 尾包，浅海，中村各委員

記念式典，表彩式，祝賀会などの次第並に招待先，

一般記念品などについて協議。

| 建 築 団 体 合 同 新 年 交 礼 会 |

4 日 11侍ー- 2 時 於 大 阪 建 設 会 館

日本! 8 l ; 材協会の当番で開催。左藤大阪府知事も出席

されて後拶があった。出席者約 4001" 0

I  *JT ｾ午餐会 ｼ
13 日 11 時半一一 1 1時 於 大 阪 建 設会館

恒例により前年末国家褒章を受けられた会員を招待

して祝辞を呈し午祭会を開Wi 。出席者3 11" 0

宇部スレート工業株式会社

82 

キ充

株式会社 武 智 工 務 庖

取 締 役 社 長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 /  11 ( 井池筋) 旭洋ヒ・ J レ3 階

屯話 (202) 3233 ・3234.

| 若 い 会 員 の 集 い l

「新春若い会員の集い」

10日 6 1時一一 8 時 於 郵 政 会 館

ニ宅宏、一氏( 日本工芸館館長) を招いて「生活と民

芸J についてお話を聞く。出席者 41 1'，。

| 見 学 会 |

「新阪急ビル見学会」

設立| 施工 竹中工務応

18日 3 11寺- 6 時

大阪府建築士会と共1m。出席者 2501行。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11111 11111111 1111111111111 1111 1111 1111 1111 11111 111111・

編 集 後 記

今聞の「名古屋特集」の企画については ， すべて， 東海支部におまか

せした。担当幹事を， 名古屋の片山金市民( 住1 ; 公団) ， 木村議雄氏

( 同) ，水野誠氏( 名古屋市) 縦井良一氏 ( 団組) ， 五十嵐昇氏( 三共犯

築司1) らの方々 にお願いし， とくに，昨年12月13日は ， H! 潟支部11: おい

て， 一円俊郎東海支部良をはじめ， 支部役貝参加1のもとに編集幹事会を

もった。本部より森忠一委員長代印として， 上林間雄編集副委員長が出

席した。 乙の幹事会で， 大体の企画の方向が決めら れ，その後幾度か打

合せを行はって企画をきめたものである。執f医者; こ対する配慮 ・依頼な

ども ， c . れらの担当幹事で行なっていただき! 窃測の至りである。一円

支部長はじめ，担当幹事，はらびに執筆者に厚くお礼申しあげます。

次号は「摘造特集」の予定である 。

1111111111111111111111111111111111111 1111 11111111111111111 111111 111 111111111111 111 111 11111 11 11111111 11 111111111111 

J 邸 周 米 国 弐

r 輔元み

本社 ・宇 都 大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町25JII函 ピル 2 階

出張所 ・ 名 古屋 ・ 新居供 ・ 間 ＱＱＱ ・ 広 Ｑｾ ・ 下松 ・ 小ＺＨｪ Ｎ 稲 ｗ ､



5223 大畠化学のひふくτっlぎんさ

ｅｾ 通区金 ｡ ョ
カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

繍議講義

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 |奴 iIi 城 東 区 ｾｬｦ 江東之 ｉｉｉｓ 4 の 10 4  (931)  7071ー3

支 出 新 11
1
;' 沢 ・名 l片 屋 ・1' 4 11 -r! i  .  Jぶ 品

田中式穿て13，V27173二

スチールシャ' ! I ター・オペレーター

何回中工業株式会融大阪出張所

本 社 東京 都 ー エ 地 束 J ;r I1s描1J . l Iメ錦 糸 町 1 - 25 

東 京 第 二 工 地 ｾ ｏ［ ［ＨＯＧ［ｾ ＱＮ日 Ｑ Ｑｉ ｬｬＨ ，Ｇ￭Ｍ 郷町 耳 石 Ｔ - 122  

小 倉 工 場 制 間 以小 合 111車 雌 j ーの 術 37

川 崎 工 地 神奈 川 叫 川 崎 市 東泌 1113 - 43 

札 械 m却P l i 北 海 道 札帆 市北 太 通 * 4丁" 4  

慌 附 - 7¥: I'll l' i む 下 以 4世 間 11i *伏 49 ・架 道 雄 : !l: Ｈ ｾ Ｑ Ｉ＠
名 古 服 代 J1ltk可 愛 知県 名 古 四 市 西 区 同 瑚iJ 同 T2- 12 附 Il J 喧 村 K K  

米 子 代 周 防 鳥 取 以 米 子 市 低 I潤町 2 - 93 ・a I Dコ:; nil' i

S朱 式

会 i i

T E L 東 京 (623 ) 代 表 0106 - 01  08 .  (622 ) 0790 

T E L  東 京 (611 ) 2118 - 9

T E L  小 倉 ( 52) 0653 ・2833

T E L 川 崎 OOi 5制 - 5

T  E  L  ｾ ｌＮ 見。 Ｉ 6762 ・05 15

T  E  L  ｾ世間 7642 

T  E  L  ｾ，古目 Ｑ (53 ) 0121 ・2057

T E L 米 [- 4683 

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 341) ＲＰＷ ｾ Ｘ ・ ＴＸＳＶ ｾ Ｗ
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暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 拐 1 丁 目 6 2

m ⑭ ( 代表) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9 4 3  1  

営 業 所 神 戸 市 生 回 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

fG: <D 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

出 張 所 名 古屋市中村区牧野町 1 - 6 電話ｾ 0966 

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の 10 電 ( 911) 2346 

広 島 市 中 町 2 番 地 の 4 電②7575 ・7588

給 排 水 ・衛 生 設 計施工

i唆 冷 房 ・換 気

22 大 阪 城 口 研 究 所

代表取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪⑫'7575(代表)

京都市東山 区大和大路正面上ノレ定話京都⑥4945(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・屯話 神戸< D 5 8 9 2

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレ ーフド レイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支底

大阪市南区l順慶町通ーす 目四四番地

危話大阪⑩ 代 表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 務

東 京 都 千 代 田 区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電話 Ｈ ＲＸＱ Ｉ 局 ＶＵＰ ＵｾＸ 若手

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電話金沢< D 2074 

稿対一市械之縞 下町一 0 電話福升② 2436

高 松 市 二 番 丁 九 沼稲 高級<D 519 与

岡山市大供総/ 木三八Oノー m結岡山@7047 

本 庖

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

岡山出張所

挫 築 設 備 ・金 属 製 挫 具

荷役運搬機械 ・環境衛生施設

化学 ・鉱 山機械

一 機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支后長 池 田 英 太 郎

大阪市東区間腿儒 3丁目1番地 ';fi話大阪(202)代表3071

本 広東京都千代田区宥楽町 1 丁目 1 0 番地

支j占・出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広ぬ ・仙台 ・富山 ・金沢 ・高松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設備

容器西原衛生ヱ業所大阪庖

大阪市大淀区中主lt 南通 4 丁目 44 電話大阪⑪ 3415番

2  

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備 |  

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 IIl J 一 六 ⑩7031⑮6793

H:s長所 東京都中火区宝 IIIJ 二 ・六〈村嘗ピ J レ2階)( 561)5441

名古屋市rl' 区新栄IIIJ 二丁目ー ③1820 

福 井 市 宝 永 上 l町 一 O 五 1596 

松 江 市 東 本 IUJ 四丁目 ー凶 ) L 5098 

1よ 品 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 持 巴 町 二 二 < D1158

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 郷 一 丁 目 60番 地

屯 訴 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1  ｾ＠
支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

出 張 所 京自 ｦｬ ・ 中 Ｑ Ｑ 戸 ・ ｾｊｉ ｌｩ ・ 高松 ・ Ａょぬ ・ 熊本
札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・稲チj:

緩冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

広 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

m f，否 東 京 α 01) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 庖 大阪市西区土佐繍通大同ピノレ 714 号

包 括 大 阪 ⑪ 1568 ・1 !i 6? ・2 5 9 4

机 幌 后 札幌市北四条西16了目 l 帯 地 高 問 屋ピル二階

111 話 札 悦 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・@ 4661 

名古 屋 宿 名古屋市中区南大津通一丁目千代田 ピル522号

位 3舌 中 局 @ 1  7  6  6  

創 業

大 正 二 年

株 式

会 社

東 京

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市西区土佐期通 1 丁目 14蕃地

電 話 ⑪ 代 表 5 1  7  1 務

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田 村 町 6 丁目 42話(431) 代表7121

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表7856

京都支庖京都市下京区烏丸通松原下ノレ 定話@9153祷

神 戸 支 応 神 戸 市 生 田 区北長狭通 2 丁目 m諮③代表5101

福 岡 支 庖 福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表4731

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風乾 燥 装 置

設 計 施 工

式

社

株

会

材 社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ烏二丁目( 新朝日ピノレ 5 階〕

電話大阪@6041 ・@7046(代)

本社及東京支底 東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目一

連 絡 所 広 島 市 基 町 一 ( 朝 日 ピノレ)

建
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暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ピノレ 8 階)

111 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社 東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 器地

l醍 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

株式会社 栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

本 庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一番地

包括大阪⑪ ＳＳＹＱｾＵ 港
支 后 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

電 話 (351) 2  1  7  7  ｾ＠ 8 番

神戸出張所 神戸市生閃区下山手通八丁 目三三 電話元町0 3035番

仙台出強所 仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 電 話 ②5136帯

A

G

Z

 

温 湿 度 調 整 装 置 、 曜 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 岡 町 30 明 大 阪 ⑩ lo読まなお。

木 村 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

i屯 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

1111 台 支 j苫 仙 台 市 新 伝 馬 IIIJ 6  0  

i l : i : 話 7 3  3  2  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  !l 3  

⑤ 時 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 北大阪ピル

電話大阪 ⑩ 代 ＸＶＷＵｾＹ ・ ＴＹＵＳｾＵ

東 京 支 広 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 ( 866) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4  

名古屋支庖 名 古 屋 市 中 区 減 代 町 7

電 話 ③ 4  6  9  0 ・4 3 1 7  

営業所・出張所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八慨 ・京都

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

m 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・21 3 4

本 社 東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 . 11li 台 ・高松 ・広島

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑪ 局 8 3 5 6  ( 代表)

本 社 東京都中央区日本橋兜町三丁目 ー四番地

支 応 策 京 ・名古屋 出 張 所 j じ 州

工 場 東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 務 地

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生

温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

株式会社 朝 日 工 業 社

大阪市 北 区 中 之島 Ｔ Ｍ ＳＹ 屯⑩ ＶＶＷＱｾＵ

東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2- 7  fll (431) 7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 応 札 幌 市 北 四 条 西 15TTI 1(1②2203・③5374・5969

仙 台 支 庖 仙台市元寺小路t五城ピル) 1(1 @8061・③ 9261

名 古 民 支 庖 名古臥市中区東間関f 6- 5 氾 @1270 ・1484

広 島 支 広 広 品 市 大 手 町 8 ー 155 1 ( 1 ③ 7  9  4  9  

福 岡 支 広 稲ｼ同市ｾ研町 Ｓ ¥11 @0788・@0296

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 繁 郎

本 社 京 都 市 中 京 区 両替町通リ自li 小路上ノレ

匂話 @ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大 阪 営 業 所 大阪市北区天満橋筋1-37( 天満橋北詰)

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市営業所 四日市市浜田酋末広町電話7503・3665

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

暖房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会 社

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

大 阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノレ六階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7  2  5  

( 代) 9851 ｾ＠ 9 ・9951 ｾ＠ 9  

東 京 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  ｾ＠ 3  

出張所 愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 間 市

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 釜 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 (大 ビJ レ)

電 大 阪 代 ⑪ 8 6  2  1 番

本社・工場 . 東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

包 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 番

本社・分室 東京都港区芝佐久間町 l の46 ( 大同 ピノレ)

電 東 京 代 ( 501) 3  1  5  6 悉

営 業 所 名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

3  



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 ー 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目十二

信 話 (551) 8 ・3 3 0 ・8 3  0  3  

営 業 所 名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

栗 原 エ 業 株 式

. .6.  

社' : D;  

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大阪市北区永梁J l 汀 8 務地 ( 日産生命館)

電話大阪⑭代表 Ｑ Ｒ ＳＴｾＹ

支 社 東 京
.  

名 古 屋

出張所 舞鶴 ・jぶ島 ・八幡 ・福岡 ・宮山

盤

位

置

び

作

社

也

円

回

装

装

及

製

品

制

定

話

時

地

特

受

止

動

一

計

弘

氏

佐

~

川

四

5

併

問

一

刊

書

1

4

.

出

問

自

タ

問

団

A

4

2

)

川

一
一

言

六

川

引

9

ヒ

M

M

盤

既

視

九
」

糊

;

川

町

円

u

m

M

一

ν

笥

削

除

皿

ス

気

4

臥

川

J

t
旧

制

一円一

日

町

hu

M

分

け

方

一

沌

:

=一

川

町

山

川

市

官

制

問

)

人

得

一叫

帥

炉

開

次

馴

株

芝

創

刊

日

即

日

職

同

長

側

繋

・

州

日

東

附

東

山

川

畑

笹

東

7

ι

配

E

視

チ

民

主

i

区

弘

中

市

引

川

H

F

i

h
託

Y

J

当

ヲ

都

港

司

阪

市

」

ニ

F

-

F

イ

民

話

都

路

ι大

陸

諸

問

話

市

作

絵

置

し

f

一

-nu--京

京

『

漏

占

E

山

動

樹

動

川

一

一

-

R

E

社

場

山

所

所

所

白

方

自

ロ

れ

ハ

十

本

支

凶

悦

政

機

遠

・

皮

フ

-

4

別

抗

出

出

動

助

湿

種

一

A

1

京

阪

叫

問

山

包

回

調

2

5ノ

森

束

工

大

名

制

広

電 気 工 事 設 計 施 工

ー 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 話 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 制 笠 岡T 五 o ( 堂ピル 三 階 )

電 話 (312) 1  4  7  1  ( 代 )

支 庖 東 京 仰 中 央 区 間 八 丁 鳳 四 丁 目 十 f 時間ピル三附

電 話 (551) 5  5  9  0  - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 l乏 城 見 通 二 丁 目 二 0 番 地

m 話 (98) 2 3 6 - 7  

0 小 松 市 符 津 町 才 四 四 ノ 三

1'11: 昔話 ( 粟津) 2 3 7  

-9 JJR 市 三 宝 町 七 γ 目 三 六 九

電 気 工 事 設 計 施 工

江 東 電 気 株 式 会 社

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

本 社 大 阪 市 生 野 区 j除 山 辺 9 丁目 72

m 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

支 社 東 京・都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

出張所 金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

4  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
ふ
一

A

社

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

沼 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 支 社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電話 ( 481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

営 業 所 名 古 屋 ・札 幌 ・氾 川 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

木 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 OIJ 二五平存地

ｦｅ 話大阪代表⑩ Ｘ Ｑ Ｓ ＱｾＷ

東京支庖 東京郎港区金杉l町二丁目十三務地

営 業 所 名 古 屋 ・新 宮 ・ 御 坊

-a  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役判長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京 (541)7464

出 張 所 大 阪 南 北 海 道 名 古 屋 ・四日市 ・福 山 福 岡

電 気 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 罰 . t : = 株ーや・ 4

馬主 ヌL エ九. ' : D;  

取 締 役 社 長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 助 三 丁 目 三 朝日ピル 6階

包 括 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 リ 四 丁 目 八 設 地

沼 郡i 大 阪 局 ⑪ 5 2  0  1 番( 代波) - 3  

出 張所 京都市右京区西ｾ今田町六番地

'i u  ito Ji( 都 日 @ 3  4  8  1 番

電気工事・設計・施工

中 本 株 式 社

止 -

ヌL

A

令

官
電

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 IIT 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁目- J i .

電 話 大 阪 ( 931) 代 表 7 3 4 1 - 5

機器工場 大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁目一一三

資材倉庫 電 話 ( 931 ) 2  1  9  3  



|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア ト

.. 
株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ 商

. .6.  

ココE
ア

大 阪 市 北 区 茶 屋 11可33 電 話 ⑩ 0098 ・5837 ・8729 ・6810

北陸営 業 所 金 沢 市 三 椛 町 7 - 1 7  屯 話 ③ 1 0 8 6  

電 気 工 事 設 計 施 工

メ株 式 会 社 三 興 社

取 締 役 社 長 坪 井 大

本 社 大阪市北区絹' i f _ IIIJ 50 ( 常ピノレ 7 階)

LG 話 ⑩ 2 1  3  8  ( 代) - 9  

東 京 都 中 央 区 日 本 矯 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 @ > 1 4 7 8  ( 代) - 9  

堺 ・ 下 関

支 庖

出張所

青写真とマイクロフィルム

株式会社
内

盲

六外 写

製図 ・トレース ・複写写rt

大阪市北区堂島北町16 T E  L ⑨ 9055 ( 代表)

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南掘江上通一丁目三一

電 話 大 阪 ⑮ 3 4 2 6 - 7

PAI NT I NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 訪 負

株 式

会 社 林 塗 装 居

T E L . 大 阪 ⑫ 1756- 7・東 京 ⑫ 1335

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

屯 話 大 阪 ⑪ 6531 ( 代) - 5  

支 庖 名 古 屋

出E長所 東 京 ・岡 山 ・門 司

エ レ ベ ー タ ー ・コ シ ベ ヤ ー ・ リフト

エ ス カ レ ー タ ー・ ホイス ト ・クレ ー ン

N ・T . E 型 オ ート パ ー キ ン グ ス テ ー ν ョシ

設 計 ・ 製 作

日本エレベータ工業株式会社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 崎 筋 6 ( 天六阪急ピル)

m訴 (351)  4927(代 )- 9 ・7071 ( ピル交換〉

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 (鎧 1i ピル)

氾 話 (831) 7  9  4  9  

東 淀 川 工 喝 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 - 6- 2

m 蕊 (381) 0  3  6  3・4 5 8 8  

. .  勺 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西円手町一O一七番地 湊町駅貨物八号門前

電 話 (562)  0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジッ卜スタイン

床材 ( 合同リグノイド ) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造。 販 売。立 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 下 謙 治

本 社 大阪市史住吉区間〉耳東之町 3 ー lω '，[ I 大阪i ! T 9  0  8  6  

Ｎｾｴ ［ｴｩ所 大 阪 市 点 住 吉 区 駒 川 田J 3 - 54 H. i 大阪⑮ 4370 ・7“。
山ｩｊＡ ｾ 所広山市比治山本町 Ｑ 1  8  0 市広島 o 4  9  6  7  

ｈｉｾｍ 所 !. U 京 部 析 宿 区 花 園 通 4 6 ¥u東京(351) 5298 ・5264

5  
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ム
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A
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A

Q

Z

叩

制

式

的山

朱

吹

4

』

l

引

2

板

肥

川

合

叩

，い

逮

捕

日

浪

量

東 京 都 荒 川 区 尾 久 IU} 5 ノ 1 0  0  0  

m 諮 (891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪 市 北 区 紹 笠 町 18 務地( } R 略ピノレ 3断)

江 ｩ 話⑩ Ｙ ＱＮ ＵＴｾＷ
名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピノレ) 0  ＲＵＷＸｾＹ＠

福岡市橋口 11汀15番地の1 ( サジピノレ3階) @8825.  

東京鋼板工業株式会社

白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28

( 平日移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 包話奈良4098

出張所 奈良市春日町尾団組内 電話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 IUJ 2 6 3 9

電 話 祭 良 4098

所防

の 新 建 材

予滅

プ リ ン ト 合 板

ピ 弔 オ シ

/ L { 農夫J t . . 弘

美 接 ， 、 本 "

'1 Z 'ム 守 叩 戸

叉 ＭｊｾＭｾ ョイナー

殺

g ・"

式

許

平

⑥ 

特

松

名古屋支庖

福岡出張所

本社及工場

大 阪 支 庖

局管・錬71.t ューム苦

べ〉手t- t; ー干減づし

⑨ニ考空間エテ枝記土

大阪市大淀区本圧川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2丁)

電話 ・ 大阪⑬ ＳＳＲＱｾＳ ・ ＳＶ ＳＰ

曾

τ

れ

商

t

u

幸

山

川

一

一

一

畑

制

新 鋼 建 設 工 業 株 式

取締役社長 吉 国 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

電 ati ⑬ 7 4 1 8 ・6 0 9 '・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 背 木 古 堂 町 53

屯 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0  

電 話 尾 道 2 8 6 8  向 島 西 1 9  

会 社

樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 鋭橋信停曽根崎新地西入〉 匂話大阪⑪1274- 6

支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

カーテンウオール

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特約販売庖

ブ ロ ッ ク

セ ン ト ラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

F UT ABAY A DE C OR A T OR S， LTD.  

鐙 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家具・建具 ・室内装飾工事

内 外 織 物 ・敷 物 類 一 式

骨

工

設 計 施 工

鉄

施

量

計

アルミニウム

ズ

軽

設

ス テ ン レ ス

シ

ネ土

場

⑩.  

ロ
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大 和 洋 瓦

it ./t Jl: 

雨風 lζ 強く緩勾配 lζ 最適

趨I1盗 塁 荷 重 ( 坪 当37貫〉

羽l型より安い

大 仏 瓦，各種和洋瓦

美術タ イル ・工事誇負
大 仏 組

本 応

大 阪 材 業 所

才 ｾ Ｘ ｨｬ 営業所

京吊! l l di l l li 正今熊野池川町九 @  3555 

大 阪 市 点 区内淡路町一了 " ⑩ 975  

名古鼠i I i 瑞他i孟刷 111週一了 11 @)  2703  

⑪去を 1U! ま窯業商底

' 11] : 話大阪 ・ ⑪ 2435 ・2788

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪 d了間淀川区野弔問Jl 231 阪神同道 野里包停前

製造} L; 東京チンヒ ァト尚会 ' ; 1! 大阪⑪0417' 4091

吸

音

テ

ッ

ク

ス

-
一
一野
函

動

も

臨

九
一

種

士

見

広

雛

昨

各

雌

n
統

制

九

割

刀

甲

山

ポ

勝

目

号

制

国

間

制

…

ツ

叩

刷

協

士

ロ

配

置

劉

陥

泊

以

式

紅

大

1

耐

天

A

M

株

会

22 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ピ ノレ五階

m話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 務

雨 水 浸 入 剣 落 防 止

産 ナ 耐 震 耐 風

器 ニ 安 定 軽量

!R 官フ

査瓦

百 本朱

茜

一 式

語 4

刷J ) 立文

蓋 宇土

ナニワ緩勾 ｾＲ 買
3 寸緩匂配最適軽量水止付( 空葺) 瓦

戸

成

庖

豪

商

E

E

フ

木

江

6

一

託

制

村

山

口

い

一

家

吉

田

一

手

J

u

f

u一

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 ・電@ i 0 1 4 1
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ッ ク ス 床 材 の 決 定 版 . ノ

し ｔｌ 軍ザ干グ ｾＷｄ ・，Ｉグ

フTL苦ザ11'1・7

1

0‘，y lJ

.  
4  

* フ ロ ー リ ン グはランノ f ー コア合板式で、狂いがなく

簡 単 に 強 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が一 定 し て い ますから

取 扱 が 便利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 のMイ立の格安です

* ブ ロ ックは タイル式でコ ンク リー卜 や板 の 上 に 接

着 剤 で 簡 単 に 安 価 に 法 警 な 寄 木 張 の 床 が 出 来 ま す 。

( 各々 4封草霊はな ら、 さく らがご ざいます )

製 造 元 天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関 西 総 代 波 応 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 検 堀 6 丁目 2 1 電 潟 大 阪 (251) 1  0 2 5 ・5 1  2 7  

E 冨

ド

ン

ド

中

」

一

一

品

ォ

イ

ボ

火

ス

一

J

-

f

自

ラ

ガ

ー

ヨ

宵

イ

一

仙

石

タ

ア

秋

------EE--------------------

ド

ぱ

7

一

れ

一

ボ

す

3

る

ス

に

が

米

ラ

地

壁

出

膏

下

洋

で

石

を

和

日
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何よりも安心できる 年 限 仕 様

ω  

地 区 組
ぷE 弘3、

員 名 f主 所 ?立 1I首

( 株) 久 f呆 商 底 大阪市北区真砂町 5 大 阪 (341)0207- 8・4836- 7

i丘
( 株) 木 下 謹 三 商 底 大阪市西区江戸堀南通 5 ノ35 大 阪 刷1 ) 5408 ・5486

( 株) 弁 上 j争 夫 樹 脂 大阪市西区包戸堀下通 1 /  7  大 阪 (441)8531- 5  

( 株) 大 和 商 i!< 大阪市南区高r幸町 4 番了73 大 阪 (631)6221- 4  

( 株) 石 回 建 材 1高 大阪市東淀川区元今里北J湿り 1 / 31  大 阪 (371 ) 3340 ・3505

• 内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町 1 ノ51 大 阪 (631) 3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪 (371)  6555ー 7

l頓

日 本 草 壁 苛 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 底 大阪市北区富田町40 大 阪 (341 )  1804 

不

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町 1 丁目 神 戸 ⑤2140 ・2697

同
( 株) 中 出 商 i!< 神戸市兵庫区上沢通 6 ノ 9 神 戸 ⑤ 4630

)  

タ ア
ノ {

ヤ Y  商 ! 占 京都市下京区四条大宮; 南入学校前 京 都 ⑪4468

田島応月 j化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大阪市西区京田丁堀 1 ノ74 大 阪 (441)  5951代 表

東
阿 国 建 材 株 式 会 社 名活屋市西区西苦福井町 2 ノ 12 名 古 屋 ⑮057 ・Oi '21

( 株) 名 建 i窃
d2会又A  

名古屋市中区宮出町41 / 2  名 古 屋 ⑫1329 ・2817 ・2106

海
高 橋 建 H  庖 名古屋市中区材木町 1 / 12 名 古 屋 ⑫'3295

1ヒ

北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町 8 金 沢 吾)4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 営 業 所 富山市奥田新聞T23 富 山 ②2218 ③ 1014

北 川 工 業 ( 株 ) 福 井 営 業 所 福 井 市 大 和 中 町70 福 井 ②4532

陸

( 株) ，GJ 工 務 底 高岡市大坪旭町 2 丁目 32 / 1  ｲｾｩｪ 阿 Ｒ ＴＶＳ

( 株 ) 小 島 工 務 底 富 山 営 業 所 富山市神辺町 3 区 1003 富 山 ②8221
， 

中 .

i'l ' 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町108 中 ②12281 - 4  

l"f 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 岡山市東 田町 3 !澗 山 ②7911 ・8169

国

( 有 ) 小 里 子 甚 商 庖 岡山市内山下 30 / 10 !日l 山② 4272

( 株) j兵 原 盗 簡 庖 尾道市若宮町 尾 道 2760

四
( 株) 浜 原 盤 I商 庖 防 府 支 庖 防府市大林寺 防 府 1037

国

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高松市 宮 脇 町960 高 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

九
1守 皇 室 建 材 ( 株 ) 福 間 営 業 所 福 岡 市 万 行 寺 前 町14 東 ③ 1225- 6  

舛l

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大橋町 138 長 崎 ④1726

建設省阪建22号語、可 出 資 金 600 万 円

墨
西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ー 7 4 T E L ⑪ 代 表 5951

東 京 連 絡 所 東京都千代国区神田岩本町13 ( 田島応用内) T E  L ( 866) 代 表 6101

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

9  



マミJ 予ミJ の S K式 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地

燃 え な い

き王わない

取りつけ易い

MA N⑥ T E N 

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 区 亀 戸 田T 2丁 目 114 ( 術協相ビル内) 従 話 東 京 ( 681) 8425 

イ主 寸 |

10 

雨 の 多 い 日 本 に は … ・

2  

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

.  



7 ，1- ( 1' ポード

( 法定不燃 材 ・ 軽 量 石 綿 耐 火 板 )

完全耐火性

軽量 ・断熱性 ・吸音

変形は全くない

木材と同様の加工が出来る

釘打ち・鋸引き ・孔あけ築

トムレ‘ v l TX
(吹付石綿・責任路工)

吸 音 ・断 熱 ・結 露 防 止

耐 火 ・耐 娠 動 ・腐 食 防 止

織鳥

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社東京都中央区銀座西 6の3 電 (572)0321 ・0331(代)

大阪支臨大阪市南区塩町通 4 の 2 5 喧船場 (251) 5 4 9 1- 8  

名古屋宜庄名古鹿市中区下削樽町 117 電 南 (321) 6  5  9  1- 5  

九州主庖掴岡市聾院大通り 2の8 1  喧福岡 (741) 1747 ・2827

iL脱出積所 i l$X市北三条西 2 丁目西向 電 (2刷 72 (31毘0( 5陥槌

9 1&亨最高の品 - 新しい建築資材

Ｍｅ ・・ ｉｉ］Ｂｾ ・
E孟ョ・・・・・・E 蕗圃

- 3凋・m・・R ヨ. i • 
.  ｾ匹ｾｾｾｾＮ

E 孟週・. - . ; 岨E 孟置

置 宮 ｅ ヨ・Ｎｾｾ・

ｅ 畢翠［ｴ ｪ ヨ ｲｾ

バ ー j レタイル( アル三時言板) . 0及 音 板

イ ン シ ユ レ ー シ ョ ン ボ ー ド ・ ス ) - : : ン ド レ J レ

) ¥ ー ド オ て ー ド ・ 高 級 化 粧 合 板

J V ー テ イ ク J レ ポ ー ト ニ ・ コ ハ マ ン ハ ー ゲ ン リ ア

フ ロ ー リ ン ク‘¥ モ ザ イ v ク ) ¥0 ー ケ 、ν ト

ア ス ハ J レ ト タ イ ル ・ り ノ リ ユ ー ム

ア ラ ス タ ー ボ ー ド ・ 木 毛 セ メ 〉 ト 板

フ レ キ シ ブ J レ L ー ト ・石 碑 板

ヒ 、 ソ タ ー ラ イ ト ・ メ ラ ミ ン ・ ビ ニ ー ル 合 板

樹 脂 ガ ラ ス ・ ヱ ン ピ リ フ" ・ ナ ミ 板

1..) -:; " ラ ス ・ラ ス ボ ー ド

乙 ー ジ ン ク" ボ ー ド ・ル ー フ イ ン グ

ボ ー ド サ ッ L ュ ・ レ ヂ ス タ ー

/ ン ス リ ν フ ・ ・ コ ー ナ ー ピ ー 卜 ょ :

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材 ③ 
田村高奮建材部

11 



12 

西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株)

大阪市北区神山町26 ( 富国ピノレ〉 ⑮ 6 5 0  1  

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

高 松 市 木 太 l町 洲 端 2 1 6 9 高 松 ③ 3 181

旭 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大阪市域東区野江西之町1ノ44 Ｎ ＨｾＳＱＩ＠ 3  5  6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株)

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7 0 ⑩ 6 3 0  1  

( 株) 石 井 工 業 所 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町3- 23( 苦労老松ピノレ〉 ⑩ 5965 

( 株) 岩 住 鉄 工 所

大 阪 市 西 淀 川 区 干 舟 東 2ノ31 ⑪ 5  1  2  3  

栄 進 鋼 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之町2 - 2 (931)  8  2  6  1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 @ 7 1 7 0  

大 阪 機 工 ( 株)

大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 西 通 1ノ4 ⑪ o  6  6  4  

大 阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6 ( 022) ③ 5 2 4 1  

( 株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 田 町 1 ノ 4 4 ⑮ 1  2 5 4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

盤 中 市 大 字 洲 到 止 3 5 9 ⑩ 0 6 6  1  

加 地 シ ャ ッ タ ー 工 業 ( 株〉

大 阪 市 生 野 区 中 川 町 3 ノ 15 ⑪ 1 0 2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神戸市東灘区魚崎町魚崎 神戸 ( 85) 4  3  4  3  

( 株) 関 西 鋼 業 製 作 所

大阪市城東区野江中之町 2ノ5 (931) ，6 0 4 5  

( 株) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 町 1 0 0 2 広 島 ③ 6 6 1 6  

三 機 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋3 - 1(東紺lピノレ) ( 202)  3071 

昭 和 銅 機 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 3- 155 ⑪ 6  0  5  1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼ケ崎市南竹谷町2- 89 電 話 ⑩ 6 3 4 1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 中 村 字 西 松 木223 新居浜 5 1  1  1  

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 市 東 区 野 江 東 1 - 1  2  (931)  3  3  5  1  

谷 山 鋼 機 ( 株)

大阪市城東区荻田横堤町230 (931)  7  1  9  1  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

広 島 市 舟 入 幸 町 6 1 2ノl 広 島 ③ 2 0 8 1  

東 京 鋼 板 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市北区絹笠町18 ( 衆暗ピノレ) @ 9 1 5 4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2ノ74 ⑪ 6  5 7 3  

浪 速 建 材 エ ' 業 ( 株)

大阪市城東区茨回横堤町41 (931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 蒲 生 5 - 3 9 (931)  0 0 7 1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノ36( 毎日産業ビル) @: 6758 

日 本 ス ピ ン ド ル 製 進 ( 株)

大阪市東区備後町( 綿業会館) ⑫ 7  9  5  8  

( 株) 汎 建 製 作

大阪市此花区恩貴島北之町11 ⑩ 2 9 0 3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市西淀川区御幣島中3ノ4 ⑪ 7  6'  5  1  

( 株) 三 高 製 作 所

大阪市東淀川区西中島町7ノ69 ( 301)  0  7  3  7  

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区宗是 ｾｴ ｊｬ ( 大阪 ピノレ) ⑩ 8 6 2  1  

六 甲 工 業 ( 株 )

大 阪 市 西 成 区 旭 北 通 2 - 2 ⑮ 2 9 2  1  

今
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@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く 三/

アスベスト ｊｾ υ ャ

Zスロシqイ比

A sbesto. Barri ev 

( 硬質石綿板)

tf:J'l z- l ， 

流し台・調理台

建物内外壁、間仕切 、天井扉 、電気室

発電所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ー ト壁 などに最適

鑑証亘雇亘書 泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

14 

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電話 (531) 1003- 5  (541) 8731- 3  

大 阪 市 北 区 間 心 nn 1 の 1 1  

電 話 ⑮ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 炉

新 日 産 量
‘ 一 一 ・ 繊 維 の 床 砂 材 ・

- 塗 りつ け る織 物 壁 材 一 一 炉

パピロ〉壁

I 壁

- 近 代 的 な 趣 味の 壁 材 一 一 争

ωす芯' かベ'

新ωct S' かべ'
‘ ー ー ・ 吹イ寸の で きる京砂墜材

- 繊 維 の 色 土 … 一 一 一 歩

アミ翠日 壁

奥 建 材 工 業 所 ・

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ橋 電話 大 阪 (54 1)  5756- 9  

営 業 所 明 石 市 西王 子 町 1 丁目 3 9  電話 明 石 5  8  5  2  

営 業 所 稲 岡 市 西 唐 人 目T 1 番 地 泡話 相 閥 的 7 3  7  3  

( 呈 カタ ログ)



神

d

v

Ｎシヤ ｉｾｉｊＭ開-

院事正王宮白羽

圃

Eヨ

匝

オペレーター

ドF寸lンガー
大 阪 市 東 淀川 区 西 中 島 町 7 - 6 9  

大 阪 301ー o 7  3  7  ( 代 表 )

本 社 工 場

電 話

特

55 5  

グ で 扉 の 開 閉

ピ蹴吻ト包: ，明

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

が 軽 快

扉

ン

菅‘

c  

.ー

大 阪 市 生 野 区 渋 矢 柄 田T 一 五 一 番 地

大 阪 ( 74 1 )  4655 ・ 0189 (716)  0188 昏

一一ームι E  

-・，

媛冷房温湿度調整

設 計 施 工 .
・

1

・'・

v

e

e司

J

t

・
6

・
•. 

・J

J

・
-
-
a
f
-
-
-
u
t
-
-
-

各 種 送 排 風 機

計 製 作

関 明 暗 議 開 制

堺工場
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負

付

A

Q

Z

 

i青

商

大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 4 9  

電 話 (25 1)3 7 3 1 ・3 !J 6  0  

大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

取

工

伝

ト
，
A

S

'

 

施

木

造

寄 木 目 占 床 板

フ ロ ー リ ン グ

プ ロ ッ ク

ベ‘ ニヤフラッシュドアー

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

寄

式

社

株

会

営 業 所

工 士易

6  



組 li!L! 1'j 材 に 飯 料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 削 で そ の { 溢

水 練 リ 、 令 銭 仕 上 げ の ゐ 特 に 技 術 を 製せず、 色ムラ、

/ 11 ｦｬｪ れ布の ＺｆＩｾ， ｯ￨ｾ がない耐 ｽｊＡｩ粍性特 にｾｾ［大、表 ｦｴｩ￮ 滑

ら か で 尖 し < Wi 紫 、 耐 水 性 に L1 ，.1，. 11Hi 格低l縦 で あ り ま

す。 ( 坪 当 り材 料 代 ￥ 950) 仕上リ} ' 7 - さ約 2 明# 呈度

予校、 !こ場 、 州 院 、 事 務 所 、 問 応 . ガ レ ー ヂ 、 ガ ソ

リ ン ス タ ン ド 、 住 宅 の 友l刻、流し、 m主任士事 iニI段 通 で

ん リ ま す 。

( カタログ進呈)

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市此 花区四1 ' t J:.¥Jl !!PJ Tl - 3  T  E  L  ( 461)  3  5  9  4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 凶 賞 品 池 田T 1  

I I . G. C武

. G . イ ン シ ュ ラ イ 卜 工 事 責 任 施 工

ュ D. M 38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ アル ト 販 亮

内外Z 業株式会批

脇 山 静 夫

N .  G.  

， 

16 

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リりイド)

大 阪 ヨ レ ベ ス 建 材 枇

株式会社

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋コンクリー ト造建築

の設計監理

2. ダイヤモンドトラス・ジグザク' トラ

ス ・平行トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P A T . Q式 ( 織本式) ヂペル及クランプ 《

、、 広明ぷ

地質部 ボーリング ・建築物基礎工 、v v  

事の為の土質調査

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・絵本特殊椛造研究所 ・合体)

Z111英知'1' 火区 H *怖かきがら 11汀3 の2 氾活 (671) 6443 ・7007 ・7062

A  



標 準 セ メ ン ト 防 水 材 ・特 許ニ ッ ポ ン

特許ニッポ :/1潟水液 ・急給液一号( 噴水急止〉

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッポ γ

施 工 指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所古1] 製) セメン i  防水材特許権実

施工場

( 大阪営業所) 北区芝田町六八電話大阪⑩7916

( 本社 ・工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

事11戸③2723

{  

書毘

窓掛、鍛帳 、 日際 、壁紙 室 内 装 飾 紙 底、舗 床 材 一 般

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム の 東 リ 11- ぺ 吋 ト 発 売 元

亀 井 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺 町四丁 目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) - 6 

.. 

@  

国申唖支障員ごる
・・ ・回・

大阪ガス会社指定

ガス風目

田 中 風 呂 室 長 信 泉
大ｼ坂 ､￮ｩｬｾｪｦ 区Ｗｴ ｬｬｬｦ 1  f l1 742 fll. シ!!則合.，{，: 1-';; liIj (641)5313 ・ 8128

陸軍 ｈｆ Ｎ，Ｎｾ

n
a
v会

川

d

v
d

式

情

r

u

L

J

V

ェ

国

一

里

山

畝

桔
多

ゆ

げ

す

f

d

w

a
m
r
 

大阪工喝 大 阪 01; 浪 速 区 河 原 町 2 丁目 lt! (641)5750 ・8444

東京工 場 東 京 都 太 日1L，(" tit 谷 町 4 T 口 市 (741)0160 ・1733

鋼 製 建 具

製 作 ・ 販 売

栄 進 鋼 業 株 式

ｾ＠
社: z玄

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町2-- 2 電 話 (931)8261- 3・9586

支 庖 ・ 柄 岡 営業所・ 広 烏 ・長 的

17 



l  内 外 式 電 動 .  

ベ ン チ レ ー タ ー 圃

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

工 場 ・プラ ットホーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 品 適

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

内 外 建 材 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町23 ( 大阪商工ビル) T  E  L  ( 441) 3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町 l の14 1 T  E  L  ( 981) 1149， 

岩 元 式

iヌカイライト並芳顎ベンチレーター1

カタログ進呈

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 ヱ

+
4
 

4

A

1

 

会

問

日

式

馴
寸

朱

射

日

4

4

区

ト

業

献

蜘

T

(

 

圃

-

仮

話

-

-
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網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス (ZC二[建) 長サ 96協 聞 協

ＢＮ頃ＧＢ、ｾ 、 ，Ｎ， '̂ 除e、，、N 、̂""、，...向，、，、，、N 内，‘-司E マ マ 司" ---

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板) 各種波，す法( 長尺物有)

、J 切内，、内d、N 、N 内，..内，..内，、向，、向d、例，、内d圏、司F 司F 司P 守. . . . . .  . .場内，、供"""、N 、，..内，、N 、内d、，...、，切内〆切内̂""、供，、N 、N 、，

⑮ 製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工事 ー アスファノレ ト防水工 事 思

議 十 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアノレトタイノレ工事 S

選耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 援

大 阪 耐 酸 乏 業 P J {

大阪市北区浮田 町82番地 電路大阪 (371 )1333番

18 



"  

• 

'  

浪建式

アルミサ・νシュ・ドアー

スチールサ，リシa ・ドj ' -

シヤ' リター・) t ベレーター

j トカライジ効処理I揚餓

4 ・h 一製造販売ー

&I!lullJI!‘ 

第二工 場建 捗

浪速建牧Z業株式会社

12嗣 f&'lflI

E 担 司 掘 置

本社・ 工場 ・ 大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 帯 地 電 話 大 阪( 931) 1171- 3 帯

第 二 工場 ・ 大阪市城東 ｬ ぇ，ｸ ｬｦｬｬ 品 ｊ 且町四 一 帯地 ｭ ｾ ｩＵ大阪 ＨＹＳ Ｑ Ｉ ＶＱＵＳ ・ ＶＸＲ Ｔ 需
品I京営荒 ji Jj ・東京m中央1:<銀鹿取六 n l木J史館ピル六 丹館 607号 室 電 話 東京 ( 54 1) 4611需

ｬ ｴＧ Ｎ｜ｊｊＺＡ 営藁ＱＧＯ［ ・ ｾＮＱ jlJi J  I1j  k 神 町 三 酢 地 ( サ ン ピ ル 内 ) 電 話 師 岡 G ) 8462需

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 ド 市 三 一 ヒ 市 地 電 話 大 分 1 3 6 6 需

-
陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｑｉ ＮｾＱ ミー陣取帯

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式倉市土

- 御申越次第カタログ進呈
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住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

t 、

建の 2重焼付塗装で

⑮ 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社 い l 回 制 で l 回

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 l の 6 電堺(3)5241 - 9  

大阪営業所大阪市南区九郎右衛門田T2  1  電( 211)0836- 9  

名古屋営業所名古屋市東区東新進田T 2 の 7 電 名 。7) 7264 
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